
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　あるいはこんな終焉も　Before_the_End.









　ひょっとしたらお互いの意見に齟そ齬ごがあるかもしれない。

　とりあえず情報をまとめておこう。




　世界はある日突然終わる。




　こんな風に言われると、ほとんど反射的に反論したくなる人もいるんじゃないだろうか。どこかの誰だれかが悲劇によって世界を滅ほろぼしたいという想おもいを醸じよう成せいさせ、具体的に大おお仰ぎような計画を練り、多くの準備期間を経て、イグニッションとして小さな事件をいくつか消化し、そして最後の最後に世界を滅ぼす大きな花火を打ち上げる……。世界だなんて漠然としたものを終わらせるには途方もない積み重ねが必要であり、それが大仰であればあるほど、九九・九％以上の精度で誰かが察知し、事前に食い止めてしまうだろう、と。

　ただ、これはちょっとした認識の違いだ。

　逆に、いったんこう考えてみてはどうだろう。

　闇やみの頂点とやらに立つ、悪のカリスマが何かをするから世界が滅ぶのではない。

　世界は黙だまっていたら勝手に滅ぶ。

　人間が呼吸や食事を忘れればひとりでに干ひからびてしまうのと同じく、世界とは時の流れに委ゆだねれば坂道を転がり落ちるように滅めつ亡ぼうへ向かう。今日この時この瞬しゆん間かんまで世界が維持されてきたのは多くの人が必死で巨大な雪玉を抑え込み、転がっていくのを阻そ止ししたからだ、と。

　だから唐とう突とつに終わりはやってくる。

　人がどれほどの努力を重ねた所で突然死のように世界の終わりはやってくる。たとえ一回それをみんなの努力で回かい避ひしたとしても、もう二度と死が訪れないという保証にはならない。長い長い時の中で世界は病やみ、事故に遭あい、そしていつかは寿命に苛さいなまれる。




　特別な何かをするから世界が滅ぶのではない。

　特別な何かをするから世界は維持されている。




　であれば。

　おそらくきっと、時にはこんな終わりに遭そう遇ぐうする事だってあるはずだ。








第一章　魔神はいつでもそこに　Sword_and_Sheath.
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　爆ばく走そう。

　上かみ条じよう当とう麻まはコンクリートジャングル第七学区を疾しつ走そうする。

　彼が乗っているのは普通の自転車ではない。

　アクロバイク。

　いわゆる電動補助付き自転車なのだが、最高速度は時速五〇キロを超え、さらに電子制御式のサスペンションによってあらゆる衝しよう撃げきを緩かん和わ、前輪と後輪をそれぞれ左右から挟はさみ込む巨大な円えん盤ばん型がたジャイロは、車体が七〇度以上傾いても決して『倒たおれる』事なく、姿勢の自律回復を可能とする。サスペンションの力を借りれば垂直に二メートル以上跳ちよう躍やくできるのも特徴だ。

　ガシャガシャガシャ!!　と乱暴にペダルを漕こぐツンツン頭の少年。

　彼の背後から迫せまる。

　迫る。

　巨大な闇やみが、鋼はがねの暴風と化して。並み居る障害物を食い破り、交差点に差し掛かれば真横から突っ込んできた一般車をオモチャのように弾はじき飛ばしながら。

　普通ならどうしようもない。

　だけど上条当麻なら話も変わってくる。

　時に路上を、時に大きくジャンプしてガードレールや歩道の手すりに乗り上げてショートカットしながら。諦あきらめを知らずに猛もう烈れつな速度を叩たたき出す。自転車を使った綱つな渡わたり《タイトロープ》などは曲芸のように思えるかもしれないが、極きわめて優すぐれたジャイロ機能を持つアクロバイクならそう難しいサイクルアーツでもない。

　カンカンカンカン！　という甲かん高だかい警報音と共に目の前で踏ふみ切きりの遮しや断だん機きが下りていた。これから猛スピードで列車が横切るのではない。すでに何かしらのトラブルが発生しているのか、鈍どん重じゆうな貨物列車が横一列に道を塞ふさいでしまっていた。

　前と後ろ、どちらも塞がれる上条。

　だが彼はブレーキレバーを摑つかまない。むしろさらにペダルへ体重を掛けていく。まさに全速力。自みずから遮断機のバーをへし折り、コンテナ牽けん引いん車両に激突しようとばかりに突とつ撃げきを仕掛けていくが、実際にはそうはならなかった。

　サイクルアーツ《スライディング》。

　踏ふみ切きりの直前で上かみ条じようは思い切りハンドルを右側へ切り、車体を進行方向に対して垂直に。さらに限界ギリギリまで左側へアクロバイクを倒たおし、あたかも野球やサッカーのスライディングのように遮しや断だん機きのバーの真下を潜くぐり抜ける。そのまま車高の高い貨物列車の真下を通り抜け、後はジャイロの回復能力に任せるままに車体を再び起き上がらせていく。

　背後で金属同士のひしゃげる鈍にぶい音が炸さく裂れつする。

　だが上条当とう麻まの戦いは終わらない。一息つく間もなく、別の小道から複数の四駆が迫せまり来る。
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「へ、えへへ。こ、こんな感じにですね、是ぜ非ひとも上条ちゃんにはイベントを盛り上げても

「無理だっつってんだろ」
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『うっ、うええ、うえええ─────────ん!!　ただでさえ一学期の出席日数がアレだったのに、二学期の一二月に入ってもこの有り様。このままじゃどこをどう帳ちよう尻じり合わせようとしても上条ちゃんの進級は絶望的なのですよーっ!!』




　そんな身長一三五センチの担任教師、月つく詠よみ小こ萌もえに泣きつかれてから三〇分後。

　すったもんだを経て、現在。

　汚よごれちまった高校生、上条当麻は廊下の窓辺に寄って桟さんに肘ひじを置き、黄昏たそがれた目で遠い景色を眺ながめていた。

　その、格好。

　まず大前提としてツンツン頭の少年は学ランではない。かと言って体操服でもない。まさかの海パンでもないが、驚おどろくべき事にそれが一番近い。一二月三日、午前九時。いくら吹雪ふぶきのデンマークを半裸同然のオティヌスと共に逃とう避ひ行こうしたとはいえまともなチョイスとは思えないが、実際そうなのだから仕方がない。

　肌色の全身タイツ。

　腰に穿はいたただ一つの白ブリーフ。

　そして昭和のコントの時代から続くであろういかにもなトレンチコート。

「ふう……思えばとんでもない所まで来ちまったもんだ」

　第三次世界大戦を拳こぶし一つで終結させ、たった一人の少女を守るために全世界を敵に回した男、上条当麻は完全なる変態スタイルのままダンディに呟つぶやいていた。

　というか、もうそれくらいやっていないと色々折れそうだった。

　回想の中で小こ萌もえ先生は語る。

『もう上かみ条じようちゃんくらいぶっ飛んじゃいますとね、冬休みの補習くらいじゃ足りないのですよ！　ですから防犯オリエンテーションの暴漢役を買っていただいて、ここらでドーンと点数稼かせぎをしてもらうしかないのです!!　ええと、これやっても結局補習は確定なので、あまり過度な期待は禁物なのですけれど』

　ともあれ、

（まあ全校生徒を相手取るって言ったって、鬼ごっこみたいに捕まったら負けって訳でもないんだ。時間内わーわーきゃーきゃー言いながら追い回せば良いんだろ。だったら楽勝！　平へい凡ぼんなっ！　あくまでも平凡な高校生上条当とう麻まのサバイバル力ヂカラを見せつけてやろうじゃない!!）

　その時だった。

　階段の方からバタバタと荒い足音が響ひびいてくる。防犯オリエンテーションはもう始まっている。早さつ速そく他の『暴漢役』が追われているらしい。巻き込まれるのもアレなので若じやつ干かん警戒しながら音源へ目をやる上条だったが、廊下へ飛び込んできたのは見知った顔だった。

「あれ？　土つち御み門かど？」

「に、にゃー……ッ！　カミやん、ここは危険だ、早く……うっ!?」

　さらに後を追うように青髪ピアスまでやってきた。

　ここに来て三さん馬ば鹿かトリオが揃そろって肌色タイツに白ブリーフ、トレンチコートという奇跡の出いで立ち。

　だが頭からぱんてーを被かぶっていた青髪ピアスは一味違った。




「おー、カミやギュッッッ!!!???」




　一言目を言う前に首が横からくの字に折れた気がした。

　いいやそんな事があってはならない。ならないはずなのに、何度頭の中を整理してもそんな風にしか再生されない。

　実際の所、青髪ピアスは階段の方から飛んできたＵ字のサスマタで首をガッチリホールドされ、そのまま向かいの壁まで吹っ飛ばされたのであった。さらにもがく（……いや痙けい攣れんしている？　いやいやまさか）彼の手足や胴体を縫ぬい止めて拘こう束そくするがごとく、ドカドカドカドカッ!!　と立て続けのサスマタ連射が襲おそいかかる。

　何だ。

　あれは何だ!?

　というかサスマタは中世のマンキャッチャーに酷こく似じした構造の捕ほ縛ばく器きで、モップの先にＵ字の金具をつけたような形をしていて、安全に暴漢の胴体を押さえつけるものであって、投げて首を刈かるような暗器ではなかったはずだが……ッッッ!?

「ぎ、ぎゅう……く、首を絞しめながら行為に及ぶと気持ち良いって、本当なんかな───ごぎゅう!?」

　苦しみを恍こう惚こつに変えようとした青髪がトドメを刺されてぐったりする。

　白ブリーフ上かみ条じようは絶叫した。

「な、何があった青髪ーッ!?　というか支給されていたのはブリーフであってぱんてーではなかったはずだ!!　一体どこからそんなものを……ッッッ!!」

「馬ば鹿か野郎カミやん、死人に構っている場合かにゃーっ!?」

　カツン。

　コツン。

　そして時計の針のように正確な響ひびきを伴ともなって現れる死神。長い黒髪のロングヘアを分けておでこを大きく見せつけ、口元から蒸気のような謎なぞのオーラを吐はき出して両目からは赤光が。でもってトドメに二本の腕だけで昆虫の脚の如ごとく何本ものサスマタをキチキチいわせる悪あつ鬼き羅ら刹せつが今ここに。さあ正体はだーれだ？

「吹ふき寄よせさん!?　いいや秘められた能力がついに明かされるとかそんな展開じゃないはずだ！　だってお前の能力はアレがああしてアレじゃない───ッ!!」

「おーとーめーをー泣かした罪つみは重いのよ変態どもォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「とほほー。このおやっさんはいつも通り話を聞いてくれないのだぜいー」

「ああここそういう場面？　にしても青髪のヤツ、余計な真ま似ねしてとばっちりだけ押し付けやがって!!」

　磔はりつけにされているクラスメイトを助けようみたいな気き概がいはないらしい。

　あくまでも廊下を走って逃げようとする土つち御み門かどに対して、男の中の男、白ブリーフ上条はやはりアクションどころか発想からして一味違った。




　ひらり、と。

　迷わず開いた窓から身を乗り出したのである。




　ドドドドギュドギュドゴギャルリにゃーっ!?　とサスマタ連射でズタボロにされる（最高峰の陰おん陽よう博士で学園都市の多重スパイでもあるはずの）土御門は放ほうっておき、上条は三階の窓から壁を垂直に走る雨どいを伝って奇跡の脱出に成功。この辺は伊だ達てに『学校の生徒が次々とエイリアンに入れ替わったら編』『自分達が学校を乗っ取って子供達の王国を作る側だったら編』を二学期だけでパート四二まで進めてきた上条当とう麻まではない（小こ萌もえ先生の酒量がひっそり増えたのはきっとこいつのせいだ）。上か下かは迷ったが、降下だとどうしても地面を確認しなくてはならないので怖い。ひとまずはまだ安全な一階上の四階を、大空だけ見据えて目指してみる。

　……のだが。

「あれ、開かない」

　ガチャガチャ、と窓辺のへりに足を乗せたままガラスを揺ゆらす上かみ条じよう。

　鍵かぎがかかっている。

「ヤバい、開かない!!　いつまでもここに留とどまっていると下から吹ふき寄よせ軍団に尻しりを撃うち抜かれるかもしれないってのに……っ!!」
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　そして御み坂さか美み琴こともまた、白い息を吐はいて第七学区の道を歩いていた。

　時刻は午前九時過ぎ。平日の午前中に名門常盤ときわ台だい中学のお嬢じよう様さまが街をぶらついているなんて知ったらお上品な外語教師は卒そつ倒とうし、鬼の寮りよう監かんは上着を一枚脱ぎ捨ててモリモリ体積が増加していきそうなものだったが、今回ばかりは事情が違う。

　彼女が手にしたプリントにはこうある。

『火の用心！　防犯オリエンテーションのお知らせ。冬の第七学区では全域の学校の垣かき根ねを取り払い、防犯意識を高める目的で以下の合同ロールプレイを実じつ施ししております。

　犯人役、とにかくみんなを驚おどろかせてください。

　治安役、とにかく犯人役を捕まえてください。

　人質役、とにかく犯人役から逃げてください。

　各おの々おの、目的を一つ達成するごとにスタンプが与えられます。目指せスタンプカード制せい覇は！　学食で夢の隠かくしメニューが君を待つ!!』

（……そもそも火の用心じゃないんだけどなあ……）

　まあひょっとしたら、最初は放火犯対策から始まった小さなイベントが、肥大化していくにつれて包ほう括かつ的てきに犯罪全ぜん般ぱんに対処するオリエンテーションへ形を変えていった名な残ごりなのかもしれないが。

　ちなみに美琴が担になっているのは治安役。

　とにかく犯人役を見つけてぶちのめすという、まあ彼女には適任の役割だった。

　とはいえ、ここまでの道のりが決して平へい坦たんだった訳でもない。

　何な故ぜならば、彼女が今歩いている辺りには『あの』ツンツン頭の少年の学校があるからだ。

（食しよく蜂ほう操みさ祈き……激しい戦いだったわ）

　今思い出しても背せ筋すじにゾクリとしたものが走る。あのトントン相撲ずもうは僅きん差さ、まさに僅差の勝負であった。折り紙人形の中に厚紙を仕込んだ上、足元に消しゴムの塊かたまりを貼はり付けて重量増加を図るＹＯＫＯＤＵＮＡ食蜂に対し、鉄のクリップを使って磁力で操り縦じゆう横おう無む尽じんの大移動の伏線を仕込んでいなければ今いま頃ごろ為なす術すべもなくやられていたはずだ。

　お嬢じよう様さまは汚きたない、などとは言わないように。

　彼女達が掲かかげていた景品は一つ。

（エリア争そう奪だつ戦せん、あの馬ば鹿かの高校）

　ぐっ、ぐっ！　と小さく拳こぶしを握にぎって、改めて勝利の味を嚙かみ締しめる御み坂さか美み琴こと。

　というのも、あの蜂はち蜜みつ色いろの色しき情じよう魔まと違って彼女にはきちんとした目的があったのだ。それも、食蜂はおろか白しら井い黒くろ子こなども遠ざけておかなければならない理由が。

　そのものずばり、

（……結局、東京湾から何がどうなって丸く収まったのよ？？？）

　そう。

　東京湾で行動を共にし、その後デンマークの雪原では殴なぐったり殴られたり、何だか気がつけばあのツンツン頭の背中を押していたのだが、結局何でオティヌスとかいうヤツが少年の側についていて、相談もなく美琴達から逃げ回る事になって、でもって最終的にはテレビの中で感動的に抱き合っていたのか。実はその辺がサッパリ説明されていない。

　かえって、地球の裏側で液晶画面を観みているだけならさして気にならなかったのかもしれない。現場では何か当人達にしか分からない経緯を辿たどって和解したのだろう。自分達は一番美お味いしいハイライトを見ているだけなんだろう。そういう風に納なつ得とくできたのかもしれない。

　だけど、美琴自身もその当事者の一角なのだ。

　少なくとも、東京湾の『船の墓場サルガツソー』に乗り込んだ瞬しゆん間かんまではそうだったはずなのだ。

　現場にいて、中心人物の一角で、全すべてを選択できる立場にいた。

　なのに結局、蓋ふたを開ければ何も分からずじまい。

　それがひどく、彼女の胸をざわざわさせる。喜き怒ど哀あい楽らくの何が当てはまるのか自分でも説明できないのだが、とにかく鋭するどい先せん端たんを持った『何か』が心の表面をつついてくる。

（あの時はお互いに余裕がなかったから、長話はできなかったけど）

　美琴は沈ちん黙もくの中で思案し、

（……それが終わった今なら、きちんと順を追って話を聞く権利くらいはあるわよね？　というか、終わった、の、よね？）

　何となく日々は続き、クリスマスムードになってはいるものの、実はその辺りも確証がない。学園都市に戻ってきた時はその安あん堵どと興こう奮ふんで少々忘れがちになっていたが、冷静に、いったん熱が引いてみると……なかなか今の状況は落ち着かない。

　まずこれが前提。

　その上で、美琴が特に引っかかっているのが、

（デンマークの雪原では、あいつはかなり追い詰められていた）

　単に多くの人達に追われていたり、体力的、精神的に疲ひ弊へいが重なっていた、というだけではない。御み坂さか美み琴ことは、あそこで少年の『泣き言』を耳にしたのだ。おそらく普ふ段だんは年上の、高校生の、先輩の、そんな枠組みの中に押し込めて必死に隠かくしてきたであろう、彼の弱い部分を。

　美琴としては、今回ばかりは根掘り葉掘り聞くつもりだ。

　そこを遠えん慮りよして曲げる道理は特にない。

　ただそうなると、ネックになるのはこの『弱い部分』だ。あの少年とて余計なギャラリーを増やして、心の中の最も柔らかい部分をやたら無む闇やみにひけらかすような真ま似ねは避さけたいと考えるだろう。

　だからこそ、第五位だの何だのを遠ざけておく必要があった訳だ。

（ひょっとしたら、『答え』なんか聞いても安心は待っていないのかもしれない）

　お膳ぜん立だては終わった。

（もしかしたら、『答え』を知った途と端たんにあの馬ば鹿かに対する見方はガラリと変わってしまうのかもしれない）

　本当にこれで良いのかと確証を得られないまま、けれど美琴は自分が正しいと信じた道を進むしかない。

（だけど、それでも『答え』を知る必要があるんだ、一度はあの騒そう動どうの中心近くに立った身としては。だから私だって覚かく悟ごは決めてある。アンタがどんなに汚くて、みっともなくて、どうしようもないものを抱えていたとしても、それを受け止めるって。自分からあれこれ尋ねておいて勝手に傷つくなんてわがままだけは絶対にしないって）

　ぐっ、と意識して顔を上げる。

　お腹なかに力を込める。

　色々な事を考える御坂美琴だったが、とある高校に辿たどり着いた瞬しゆん間かんに状況は一変した。

　無ぶ礼れい講こうとはいえ流石さすがにだだっ広い校庭を横断して真正面の昇降口から入っていくのは恥はずかしいな、裏手に職員用の小さい玄関とかないかな、なんて思ったのも間違いだった。

　中庭で彼女が見たもの。

　それは。




　壁に張り付いたカエルのような格好で四階の窓を覗のぞき込む命知らずの変態野郎。

　風に揺ゆられるコートの中から白ブリーフがちらつくツンツン頭の少年、上かみ条じよう当とう麻まであった。
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　美琴の頭が真っ白になる。

　運命とはかくも残ざん酷こくにできているものらしい。

　治安役と犯人役。

　どうにかこうにかロミオとジュリエットらしく収められないものか、と名門常盤ときわ台だいのエースの頭脳をフル回転して記き憶おくの捏ねつ造ぞうに取りかかったが、やはり何ともならなかった。

　そして怒いかりが全すべてを埋うめ尽つくした。

「どんな『答え』でも受け止めるっつったって限度があるでしょアンタはァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　もう雷らい撃げきの槍やりとか砂鉄の剣とかではなく。

　しょっぱなからゲームセンターのコインが宙を舞う。




　　　　５




　その瞬しゆん間かん。

　為なす術すべもなく音速の三倍で尻しりを貫つらぬかれるしかなかった上かみ条じようを土ど壇たん場ばで救い出したのは、大人の色香たっぷりの先輩系女子であった。

　彼女はとりあえず窓の内うち鍵かぎを開けると、とりあえずギリギリな感じでへりに張り付いていた上条当とう麻まを廊下へ引っ張り込み、とりあえず近くの空き教室へ連れ込んでいった。

　肩まである黒髪に、サイズが（胸の辺りで）合っていないのかおへそが見えている冬服のセーラー。

　雲くも川かわ芹せり亜あ先輩その人であった。

「う、うおお、うおおおおおお……」

「はあ。何だか良く分からんが表が騒さわがしいな。これではオチオチ昼寝……いや時間的に見れば二度寝か。まあどうでも良いがとにかく眠ってもいられないけど」

「うおおおおおおおおーん！　ウオオオオオ───────────ンせんぱーい!!」

「何だっ!?　散々石を投げつけられた末最後の最後に人間扱あつかいしてもらったモンスターみたいな泣き声をあげて!!」

　思わず母性溢あふれるその胸元へ飛び込んでしまいそうになる上かみ条じようだったが、相手は割と本気で命の恩人だ。今もドッカンドッカン校舎が揺ゆれている所から見てもあながち冗じよう談だんではないはず。迷めい惑わくを掛けないよう、心の力でぐっと抑え込む。

　でもって雲くも川かわ芹せり亜あは雲川芹亜で密ひそかに肩かた肘ひじを張って身構えながらも、結局何も起こらないので唇くちびるを尖とがらせていた。

「（……ううむ、ジェントルは時に一周回って残ざん酷こくなものだな）」

「？」

「何でもないけど」

　彼女はウェルカムの姿勢を諦あきらめ、ただでさえ豊満な胸を下から押し上げるような格好で腕を組みながら、あくまでもしれっと言う。

「まあ追われる身ならしばらくゆっくりしていくと良い。ほら、こっちが私の秘密基地だけど」

　空き教室は一見すると乱暴に机や椅い子すが積んであるように見えるが、よくよく黒板側からぐるっと回ってみると日当たりの良い窓側だけぽっかりと空間が開いている。そしてそこには小型のクーラーボックスに入ったチョコレート菓子やコンビニケーキ、ペットボトルの飲み物などが常備してあり、漫画雑誌や小型のお風ふ呂ろテレビまで散らばっていた。床にはタオルケットが敷しいてあり、さらには宇宙旅行のナントカ素材で作ったとか通販番組で宣伝されている、すんごく薄うすくて温かい毛布のバケモノみたいなのが揃そろっている。

　雲川はぞんざいな手つきであちこち指差しながら、自分の定位置に座り込んでいく。

「その辺のは好きに摘つまんでくれて構わないけど」

「うーん……今は良いかな」

　正直に言うと新発売の季節限定雪見モンブランには大変興味があったのだが、どうにも『学校で勝手にお菓子を食べる』という行為にストッパーがかかる小市民上条。幾いく千せん億おくの地じ獄ごくを潜くぐり抜けて正しよう真しん正しよう銘めいの神と対たい峙じし、合衆国大統領とタメ口で渡り合っても、こういう部分が消える事はないのであった。

「うっ……お風呂テレビにアクロバイク特集ってある……」

「君は辞退したらしいなぁ、つまらん」

「アンタが後押ししてたのか!?　ていうか資料色々読み込んだけど無理だよ！　サイクルアーツ？　街中でやったら骨折コースだわ!!」

　と、雲くも川かわは艶なまめかしく寝転がりながら、さっきまで読んでいた週刊の漫画雑誌をさりげなく毛布のバケモノの下に隠かくす。オトナな女性ファッション誌を無理矢理に開いて先輩オーラを出発進行させている。

「そう言えば先輩って何役なんですか？」

「ああ、人質役だったかな。興味がないから良く覚えてはいないけど」

「人質……」

「ふふ、スコアを伸ばしてしまったな少年。これで人質一人ゲットだけど」

　雲川はどこか含みを持たせて妖あやしく笑うが、さて。……半ば罰ばつゲームでやられ役を押し付けられた場合、犯人役としてスコアを伸ばしてしまう事は果たしてプラスになるのかマイナスになるのか。上かみ条じようにはちょっと判断がつかなくて色々と怖い。うっかり足を踏ふみ外せば留年コースまっしぐらなのだから当然だ。

　その時だった。

　廊下の方からバタバタという荒い足音が複数響ひびいてきたのを耳にして、日当たりの良い窓辺で寝転がっていた雲川はぴくんと眉まゆを動かす。

「誰だれか来たけど」

「ああもう、御み坂さかのヤツがずっこんばっこんヤリまくるから騒さわぎを聞きつけてきたんだ。つか何であいつうちの学校までやってきたんだ」

「もうちょっと言葉は選ぼうか」

「どうしよう、吹ふき寄よせとかじゃないだろうな!?　怖いーっ!!」

「心配なら声を殺して隠れるんだ。ほらこっち」

　と、雲川は自分が足に掛けていた毛布のバケモノに上条の体を突っ込んでしまう。当然、こんなのは誰にでもできる事ではない先輩系ではあったのだが、

『もっ、もがっ！　先輩、その、何かこれ、なんか顔に……ッ！』

「黙だまってろ」

『……いや、何か、何だろう、硬い？　先輩、えっ、何で、ええっ、こんなゴツゴツしているんですか……噓うそだ、まさか……、実は女の子って、言うほど柔らかい生き物じゃないのか……そんなの噓だ!!』

（ちぃぃ!!　さっき突っ込んだ漫画雑誌か!!）

　上条が見ていないのを良い事にギリギリと奥歯を嚙かみ締しめる雲川。だが時間は戻らない。

　幸い、廊下の足音は空き教室にまでは踏み込んでこなかった。おそらく廊下自体がとんでもない惨さん状じようになっているので、地上の襲しゆう撃げき者しやに目が向いているのだろう。

　音源が立ち去るのをしっかり確認してから、もそもそと上条が先輩の毛布から脱出する。

　割とこの数分だけで人生のトロフィー機能をいくつも獲かく得とくした気がしないでもないが、リアルに感じたのはゴツゴツ感触とチョコレート系の甘い香りのみであった。多分近くのコンビニに行けば全部揃そろっている。

「ぷはっ。吹ふき寄よせのヤツ行ったか。ほんとに助かった……」

「オリエンテーションは校内だけに限らないのだろう？　本気で命の心配をするならほとぼりが冷めるまで外へ避ひ難なんした方が良さそうだけど」

「そ、そうだな。よし！　先輩、どうもありがとうございました！　では俺はこれで!!」

「え、あ、いや、何だったら私と一いつ緒しよにぶらつかないかという話なんだけど……ッ!!」

　なんか言っていたような気もしたが、上かみ条じようはとっとと雲くも川かわ芹せり亜あの秘密基地から出て行く事に。下へ手たに長居してこの場所がみんなに知られる事を先輩も望んではいないだろう。

　こそっと扉から顔を出して（超電磁砲レールガンで程良くボロボロになった）廊下の様子を観察し、誰だれもいない事を確認してからは早かった。

　肌色全身タイツに白ブリーフの戦士上条はゴキブリじみた素早さでもって廊下を渡り、階段を降りて、一階の昇降口を目指す。

「す、すっかり変質者が板についているようで何よりだけど」

「あれ先輩？　どうしてこっちに？」

　下げ駄た箱ばこの所で上条が振り返ると、雲川芹亜がこほんと咳せき払ばらいしていた。

「表に出るのは良いが、街中に治安役がいるんだろう。逃げ道やアシに具体的な心当たりはあるのか？」

「ああそれならご心配なく。ここ最近自転車の、ええと、アクロバイク？　電動補助付き自転車のお化けみたいなのあるじゃないですか。何だか気合いの入り過ぎた小こ萌もえ先生が勝手に調達していたみたいで、それを借りてしまえばどうとでもなるんで」

「（……いい加減にイラついてきたな。普ふ段だんはどこまでも抜けているくせに、こういうタイミングだけトコトン用意周到と来たけど……ッ!!）」

「先輩？」

　上条は首を傾かしげながらも、とりあえず自分の下駄箱に手を突っ込んだ時だった。

　かさりとした感触がまずあった。

　そして重量を感じない空気に舞う動きがあり、完全に床へ落ちる前に上条が片手で摑つかみ取る。

　それは一通の封筒であった。

　上質な和紙を漉すいて作ったと思おぼしき、うぐいす色の雅みやびな封筒。ところどころに桜の花びらを模した飾りがあしらってある。

　表を見て、裏を見て、もっぺんひっくり返して、何度も確認を取り、白ブリーフ上条はキリリとした顔でこう鑑かん定てい結果を出した。




「ラブレターだ……ッ!?」




「なっ」

　と雲くも川かわ芹せり亜あは一いつ瞬しゆん頭の中の全すべてが真っ白になる。

「なっ」

　でもって昇降口の近くでは、うっかりやらかして本当に追われる身になりかけている御み坂さか美み琴ことが壁に張り付いたまま同じく固まっていた。

　そんな事になど全く気づかない上かみ条じよう当とう麻ま。

　とりあえず手紙を持ったまま一人になれる場所へふらふら移動しようとするが今は防犯オリエンテーションの真っ最中だと思い出し、あっちこっちうろうろして、最終的には我が慢まんできなくなってそのまんま昇降口で封を切ってしまった。

　中身を検分する。

　やはり中の便びん箋せんもまた上質な和紙。それも光にかざせば奥が透すき通って見えてしまいそうなくらい奇き麗れいなものだ。細い筆を使って達筆な文字であれこれ書かれているが、これは高校生の上条にはちょっと読めない。それでも足りない頭をフル回転させて何とか読める所だけを拾っていくと……、

「……おく、じょう……で……まって、います……？」

　しばしの間、上条当麻は状況を把は握あくできなかった。

　だがやがて認識が追い着く。じんわりと氷が解けていくように理解していく。

　そして両手で手紙を掲かかげたまま、狂喜のあまりその辺をぐるんぐるん回り始めた。

「ひゃーほーッッッ!!!!!!　ついに来た、つーいーにー来たァァァァああああああああああああああああああああああああ!!　ドラマの中の話じゃない、映画の中にしかないものなんかじゃない!!　恋って本当にあったんだーァァァああああああああああああああ!!」

（（こいつ殺してやろうか!!））

　奇くしくも先輩系と後輩系が同時に毒づいていたが、今の上条は全く配はい慮りよが足りない。

　何となく雲川芹亜の中の意地悪な部分がにょきっと鎌かま首くびをもたげた。

「だ、だけどほら、お前自身には好きな人とか、気になる女性とか、意中のお姉さんとか、身近な先輩とか、そういうのはいないのか？」

「そぅれっとこぅれっとは話が別ゥゥゥううううううう!!　ラブレターをもらった、女の子の方から好きって言われたっ、その事実だけですでに人生のトロフィー一個獲得しちゃっているしィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

（（やっぱり殺して埋うめよう！　第二一学区の山で良いな!!））

[image: ]

　めらっとしている女性陣じんに気づかずに、上条は読めもしない手紙を何度も何度も解読を試みる。

「しかし、何だ、この……。奥ゆかしい、古式ゆかしい感じは……。ハッ!?　今日は防犯オリエンテーションでよその学校の子も来ているという話だし、ひょっとしたら世間を知らないお嬢じよう様さま学校の人とかかもしれん!!」

　……ほんの五メートル先の物陰で本物のお嬢様が心臓の辺りを押さえてうずくまっている事実にやはり彼は思い至らない。

「名前は、お名前……末尾に何かあるな。これか!?　そ、そ、じ、そ、じょ……なるほどね！　そーじょさん!!　早女？　総女!?　言われてみればますますお嬢様学校な感じがするね！　じゃあ行こう、とにかく行ってみよう!!　屋上でオトナの階段が俺を待っているう!!」

　ズビズバーと恐るべき瞬しゆん発ぱつ力りよくで方向転換していく肌色タイツに白ブリーフ上かみ条じよう。おそらく、冷静になったらホントに女の子が待ってたらどう返事すんのと悩むはずだが全く冷静になってない。でもって完全に置いていかれた雲くも川かわ芹せり亜あ（ともう一人）だったが、ふと残された先輩はこう呟つぶやいた。

「……末尾の名前に学校名を書くヤツなんかいるか、普通？」




　　　　６




　そしてオトナの階段を最後まで駆け上がった変態野郎上条当とう麻まが屋上の扉を開け放つ。

　吹き抜ける自由の風。

　どこまでも開かれた広い屋上。

　その先でもじもじと待っていたのは。




「よお。手紙は読んでくれたかのう、上かみ条じよう当とう麻ま」

　パッキパキに乾いた皮ひ膚ふを割って笑う謎なぞのジジィ、ていうか木ミ乃イ伊ラであった。




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

「へっ」

　にへら、と上条当麻は力なく笑った。

　だが対照的に右の拳こぶしを自みずからぶっ壊こわしかねない勢いで岩のように握にぎり締しめ、限界以上に見開いた瞳ひとみからは血の涙でも流さんばかりの鬼き気き迫せまる顔で彼は言う。

「そんなこったろうと思ったぜ。ああこれっぽっちも期待なんてしていなかったぜ。していなかったったらしていなかったよォ!!　てんめえどうせインデックス狙ねらいの魔ま術じゆつ師しかなんかだろ、さっさとその幻げん想そうをぶっ殺してやるからかかってこいやァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「いやいや待たれよ。そもそも儂わしが何者かも分からぬ内から拳を交えてどうするね。はて、オティヌスの時もかように軽々しく魔術の神へ挑いどんで奈な落らくへ落とされたのかのう」

「……まじゅつの、かみ？」

「いかにも」

　紫の法ほう衣えに豪ごう奢しやな純金の飾り、僧そう侶りよと呼ぶには華美が過ぎるその木乃伊は、杖つえの代わりにでもしているのか、やはり黄金の剣の先をコンとコンクリートの床へ押し付け、

「儂は真なる『魔ま神じん』の一柱、名は……そうじゃな、手紙にも書いた通り、『僧そう正じよう』とでも呼んでくれればよかろうて」

　サンジェルマンとはまた違う。大おお仰ぎような身振りや口振りで話して聞かせる……つまりは『納なつ得とくさせる』ための動きがない。その軽さ。『魔神』というフレーズさえぞんざいに扱あつかう、オティヌスともまた違った莫ばく大だいな存在感。

　瞬しゆん間かん。

　上条当麻の脳裏に恐るべき記き憶おくの断片が次々と突き刺さってきた。

　もう軽めに泣いていた。

　そして上条は言った。

「お前と一いつ緒しよに幾いく千せん億おくの地じ獄ごくを渡るのは無理!!」

「まあご褒ほう美び感かんはないからのう」

「もっぺん世界を敵に回して吹雪ふぶきのデンマークを駆け巡るのとかもやだ!!」

「やはり思春期の少年相手じゃとネフテュスか娘ニヤン々ニヤンの方が適任じゃったかのう」

　一見しょうもない事に思えて、だが何か気になる事を言っているような気がする。

　まずこの木ミ乃イ伊ラが……そう、完全に死体っぽいこいつが生きてしゃべっている時点で実はとんでもない技術が注ぎ込まれているであろうこのジジィが本物の『魔ま神じん』であるか否いなか。

　さらにはなんかこのジジィ、自分と同列の存在としていくつかの名前を列挙していなかったか。という事は『同列』が他に何人もいるという結論で良いのか!?

　ようやっとごくりと喉のどを鳴らす上かみ条じように、僧そう正じようと名乗る木乃伊はカラカラと笑う。

「よい。『魔神』と人間の間では理解の速度に差が出るのも当然じゃろう。その程度で腹を立てるほど気は短くもないのでな」

「……、」

「お主ぬしは今、先日起きた事件と儂わしを関連付けておる最中じゃろう。認識速度の周回遅おくれも良い所じゃが、付き合ってやろう。サンジェルマンの件なら、儂には当てはまらんぞ。『魔神』と名乗るだけの紛まがい物、などという楽観論は今すぐ捨てよ」

「……、」

「ならば何な故ぜ、と考えたな。その点で言えば、実はサンジェルマンは掠かすっていたのじゃよ。ヤツは言っていたじゃろう、かつて一振りの剣は王を選び、サンジェルマンは藍あい花はな悦えつを選んだ、と。では疑問を一つ提示しよう。『魔神』は何を選ぼうとしていると思う？　なあ、オティヌスの『理解者』よ」

　サンジェルマンの事件。

　そして上条とオティヌスの間でしか通じないはずの『理解者』という単語。

　それだけでも僧正と呼ばれる木乃伊の特別性は十分に示されているはずだが、ここで上条は空気よりも重い声をゆるゆると吐はき出して待ったをかけた。

「……それよりも、大事な話の前に一つ良いか？」

「何かね？」

「なんかとてつもない世界の裏側の話をするなら、まずはこれを脱いでからにしてもらえないだろうか……？」

　そう。

　防犯オリエンテーションのやられ役として、今の上条は肌色タイツに白ブリーフ、トレンチコートの三点セットのままだったのである。

　そして僧正は（眼球があるんだかないんだか分かりもしない）両目をくわっ!!　と見開いておののいた。

　ごごごごごごごごごごごごごご、と心の震ふるえに吞のまれそうな調子で彼は言う。

「ブリーフを脱いで真ガ剣チモード、じゃと……ッ!?」

「変に絡からんでくるんじゃねえよジジィ」
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　さて。

　肌色タイツを脱いでみれば、下に待っていたのはいつも通りの学ランであった。ぴっちりしているように見えたのは、綿わたを詰つめて一回り大きくシルエットを形作っていたからだ。何な故ぜそんな面めん倒どうな事をしたのか。素っ裸に全身タイツでは一二月の凍こごえる空気に魂たましいをかっさらわれるからだ。

　きゃーきゃーという防犯オリエンテーションの喧けん騒そうが遠くから聞こえてくる中で、冷静になって、上かみ条じようは目の前の怪異そのものを観察し直す。

「……冗じよう談だん、じゃ済まされねえみたいだな。完全に死体じゃないか」

「ふうむ。片目をくり貫ぬいて首を吊つったオティヌスを受け入れておるのじゃろう。であればそう違いはないはずなのじゃがのう」

　乾き切った手で腰をトントン叩たたきながら僧そう正じようは語る。

　明らかに死んでいるはずだが、相手は生きている人間のように動く。

　中に針金のような金属芯しんが入っていて、電子制御で操っているんですと言われた方がまだしも納なつ得とくできる異形。

　これまでにも様々な連中と渡り合ってきた。大天使のミーシャ＝クロイツェフに不死身のフロイライン＝クロイトゥーネ、自己の肉体さえ創造する垣かき根ね帝てい督とくなんていうのもいたか。人間としての肉体の限界を超えているような者も珍めずらしくなかったが、目の前の僧正はそれともどこか違う。

　何というか、無理をしていないのだ。

　どこにも皺しわ寄よせをしないで、ただ自然体として木ミ乃イ伊ラの状態になっている。逆に、この老人の生前の顔を全くイメージできない。それくらい、特異極きわまる状況を自分のものとして取り込んでしまっている。

『魔ま神じん』がどうのこうの、という話には肯こう定ていも否定もできない。

　全盛期のオティヌスと同格の存在が二人も三人もいてほしくない、というのが正直な所だが、これは思考ではなく願望でしかないだろう。

「理解の速度は大体把は握あくした。では、どこからどう順を追って話すべきかのう」

　屋上に佇たたずむ僧正はゆったりとした声で、改めて切り出す。

「そうじゃな、そもそもお主ぬしは今のこの世界についてどう定義しておる？」

「……、」

　世界。

「まあ、そう身構えんでも良い。オティヌスとの闘とう争そうや彼女が改めて作り直した世界とやらに、いちいちイチャモンをつける気もない。これは、単純な、印象の話じゃよ。お主ぬしは世界という言葉を聞いてどんなものを思い浮かべる？」

　世界という言葉を聞いて、地球の裏側まで隅すみ々ずみと思考が及およぶ人間はそういないだろう。まして太陽系とか銀河系まで『リアルに』想像が羽ばたく人間は。

　上かみ条じようにとって、世界なんていうものは『友人知人のいる場所を、点と点を線で結んだもの』くらいでしかない。

　……ただ彼の場合は、諸もろ々もろの事情で友人知人の数が人よりちょっと多いかもしれないが。

「おかしいとは思わなかったか？」

　だが僧そう正じようは全く予想もしていなかった方向へ舵かじを切った。

「ことここに至るまで、世界を揺ゆるがす事件はいくつも起きた。というか実際、粉々になった事もあった。じゃがそれは何な故ぜいつもお主……上条当とう麻まの手の届く範はん囲いで発生するのじゃ。まるで、お主が世界の中心に立っているかのように」

「……何だって？」

「世界は脆もろい。六〇億人なり七〇億人なりが均等に支えている訳でもない。そういう意味では幻想殺しイマジンブレイカーとはまことに太い世界の柱ではあるのじゃが、さてここでもう一つ問題じゃ。その不可思議極きわまる『世界の基準点』にして『世界の修復点』は、どうして一個人の右手になんぞ宿っておる？　あるいはその力よりも、それに選ばれた少年の方が特異であるように儂わしには思えるがのう」

「……、」

　上条は自分の右手に目を落とす。

　幻想殺しイマジンブレイカーについて、疑問に思った事がない訳ではない。命を預けてきた事だって一度や二度ではない。この力に答えが出るのか、出ないのか。それは常に彼の頭の片隅にある問題でもあった。

　だけど。

　何故、自分でなければならなかったのか。

　今まで、そこまで考えが及んだ事はあったか？

　少し考え、上条はやがて呟つぶやいた。

「デタラメだ」

「ほう？」

「確かに世界なんていうものは、見る人が見れば脆いものなんだろう。雲の上の『魔ま神じん』連中からすれば、それこそ何度だって作り直せるものなんだろう。……でも、やっぱり違う。ここはクリアされる事が前提のＲＰＧなんかじゃない、クリアされたらそこで『おしまい』な訳でもない。俺が中心にいる？　俺が柱になっている？　だとしたら、世界の寿命はたかだか一〇〇年しかない事になる。いくら何でもそんな訳あるか。続いていくんだよ、俺が死んだって」

「青いのう。あるいは人は皆平等であるという刷り込みを受け過ぎておるのか」

「それは当然の話だろ」

「くっくっ。例えばこの国の法律でも、医者や消防士を殺した者は普通の殺人犯より罪つみが重くなるのにかえ？　子供と老人では子供を殺した方が罪は重くなるのにかえ？　将来的に救える人間の数、稼かせげる給料の額に応じて量刑が決まるらしいが、まったく不平等な仕組みが当たり前のように蔓まん延えんしておるではないか。それはつまり、普通に殺された普通の者を指差して『どうせお前にはこの先大した事はできなかっただろう』と勝手に定義づけておるのじゃからなあ」

「屁へ理り屈くつだ」

「かもしれん」

　あっさりと僧そう正じようは認めた。

　そもそも、こんな論で上かみ条じようを圧あつ倒とうするつもりもなかったのだろう。

「じゃが大体言っている事に間違いはない。お主ぬしが世界の中心近くを陣じん取どっている事はな。でなければ、身近に『記録員』が侍はべっておる訳がなかろうて」

「『記録員』だって？」

「左さ様よう」

　僧正は一いつ拍ぱく空あけてから、

「お主の視界に入っておるかは分からぬ。入っていたとして、さて長期記き憶おくに書き込まれておるのかどうか……。じゃがヤツは確実にいる。お主の、そうじゃな、一〇メートル以内には必ず」

「……？」

　つい、上条は怪け訝げんな顔で辺りを見回してしまった。

　この広い屋上には彼と僧正以外誰だれもいない。身を隠かくせるような場所もない。

「『記録員』ってのは何なんだ。お前の事なのか？」

「まさか。ヤツならこのように面と向かう必要はあるまい。何かを尋ねる必要もあるまい。何な故ぜなら『記録員』は常に隣となりに寄り添い、全すべてを見ているのじゃから。質問の前に答えを知り、それを編へん纂さんして、膨ぼう大だいな情報の連なりを構築する事こそがヤツの本分なのじゃから」

「何を、言っているんだ……？」

「重ねて言うぞ。お主はすでに『記録員』を見ておるはずじゃ」

　その言葉を受けて。

　上条当とう麻まの頭の片かた隅すみに、小さな違和感が生じつつあるのを覚えていた。

　指の端はしにできたむず痒がゆさで、些さ細さいなささくれの存在に初めて気がつくような。

「思い出せ、ヤツはいつでもそこにいたはずじゃ。例えば教室の片隅、例えば行事の折にも、大だい覇は星せい祭さいやクラスで鍋なべを囲った時などはどうじゃった？」

「……あれ……？」

「いるじゃろう。当たり前に同じ制服を纏まとい、当たり前に同じ空間に溶け込み、しかし実際は誰だれも名前を知らず、どんな声で話すのかも分からぬ者が。同じクラスだから、では理由が足りん。アルファからオメガに至るオティヌスの悪夢を思い出せ。『記録員』は何食わぬ顔で風景に溶け込みながら、時に背を向け、時に横目で、それでも確実にお主ぬしの全すべてを見ておったじゃろう？」

　上かみ条じようの額ひたいから大粒の汗が噴き出す。

　いいや、顔の表面だけに留とどまらない。全身がびっしょりと濡ぬれていく。

　おかしい。

　言われてみればおかしい。

「……あいつ、あの茶髪のショートヘアにカチューシャの子……そう言えば何者なんだ!?　なんかしれっとした顔でどこにでも紛まぎれ込んでいるような気がするけども!!」

「つまりはそれが名もなき『記録員』」

　僧そう正じようはにたりと笑って。

　世界の理ことわりを一つ解き明かす。




「『この世界』とは、すなわち『記録員』の主観とあやつが持つ人の心を読む能力の併用によって紡つむぎ出された一編の物語に過ぎなかったのじゃよ」




　なんと……ッ！　と上条が叫び返そうとした瞬しゆん間かんだった。

「ナンチャッテな!!」

「ナンチャッテかよ、これだけ長々やってナンチャッテなのかよォォォ──────ッ!!　ああびっくりした、なんか深い理由があるのかと思った！　ただのクラスメイトに決まっているじゃないか!!」

　こいつマジとジョークの距きよ離り感かんが難しい!!　とバクバク体に悪い鼓こ動どうを続ける胸の辺りを押さえながら、上条は今度こそ叫ぶ。でも言われてみれば確かにクラスメイトなのに名前も分からないような気もするが、ナンチャッテだよな、ここ掘っても何にもないよな……と自己暗示でレールを修正していく。

　そしてカラカラと笑う木ミ乃イ伊ラ僧正は大して気にする素そ振ぶりもない。

「じゃが上条当とう麻まよ、お主が世界のほぼ中心近くにいるというのはあながち誤った認識でもないぞ」

「……まだそんな事を言っているのか？」

「中心に立つとは、お主の自発的な行動や何かの偶然が重なった結果、だけとは限らんじゃろう。例えば誰かがそうなるようにけしかけ、お主を担かつぎ上げたとしたら？　そう、それこそ世界なんていう訳の分からないスケールの定義を指先一つで破は壊かいできるような連中が、じゃ」

「……、」

「やっと気づいたかね」

　僧そう正じようは呆あつ気けなく言ってのけた。

　今にもぽきりと折れてしまいそうな、まさしく骨と皮しかない指先で自分自身の顔を指差しながら、彼は語る。

「つまりは、儂わしら真なる『グレムリン』の事じゃよ」
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　学校の屋上に、冷たい風が流れていた。

　防犯オリエンテーションの喧けん騒そうが、ずっとずっと遠くから、空くう虚きよに響ひびいてくる。

　対たい峙じする上かみ条じようと僧正の間で、纏まとう空気が変わっていく。これまで以上に、少年の警戒の密度が膨ふくらんでいくのが良く分かる。

　だが僧正は全く変わらなかった。

　上条当とう麻まがここからどう動いても自分にとっての脅きよう威いにはならない、と言わんばかりに。

「そもそも『グレムリン』とは科学と魔ま術じゆつの混成部隊の事でも、オティヌスを筆頭とする北欧系の魔術集団の事でもない」

　僧正は告げる。

　おそらくは学園都市もイギリス清教も知らないはずの極ごく秘ひ情報を。

　呆気なく。

「そして儂ら真なる『魔ま神じん』は、世界の支配にも敵対者の殲せん滅めつにも興味がない。何な故ぜならば、必要なものは全すべて作れるからじゃ。まぁ今はちょっとした事情で弱体化してはおるのじゃが、そもそも論で話をさせておくれ。敵対とはすなわち不足を暴力で補おうとする行為。『世界』という大きなくくりから自在に創造できる儂らは、その欠けたピースを指先一つで生み出せる。金銭、名めい誉よ、地位、過去、事実……さらには失われた命まで。全てを満たしてしまえば、戦う理由など失われてしまうじゃろう？」

「……、」

　言われてみれば、そこは不思議な所ではあった。

　オティヌスには『魔神』になる（あるいは戻る？）という理由があった。それは『自分だけが知る、自分だけの世界』に帰るという渇かつ望ぼうに基づいたものだった。つまり『魔神』の領域に上り詰つめるために、オティヌスは人の世でもがく必要があったのだ。人間社会で我がを通すために、暴力という素材が必要だったのだ。

　では、すでに『魔神』として上り詰めている僧正は？

　また、彼と共に歩む他の『魔神』達には、何がある？

　元来、『魔ま神じん』には人と争う理由がない。確かに人類は、この惑星を何十回でも吹き飛ばして、何百回でも滅めつ亡ぼうを引き起こせるほどの兵器を抱えてきた。だがその全すべてをバーゲンセールのように『魔神』達へ差し向けても、果たして彼らに傷をつける事などできるのか。

　どれだけ攻こう撃げきされても微動だにしないのなら、そもそも反撃する理由がない。上かみ条じようのお腹なかの中にも腸内細菌はいっぱいいるが、わざわざ駆く逐ちくしたいとは思わないのと同じように。

　そして前述の通り、『魔神』は全てを満たす。不足が苦しい、だから痛みを取り除くために戦う。過去、利害や復ふく讐しゆうのために立ち向かってきた魔ま術じゆつ師しや能力者達、その全てを『不足を満たす』事で骨抜きにしてしまえるのが『魔神』なのだ。上条自身、オティヌスが見せた黄金色の『しあわせの世界』に抗あらがえなかったのと同じように、単なる戦せん闘とう狂きようではあの完全性の前には無力も良い所だ。

　……なら、『魔神』は『今』、何をしたいのだろう？

　僧そう正じよう自身、闘争とは不足を補う行為を暴力で満たそうとするものだと語っていた。では、彼らは今、どんな不足に苛さいなまれているというのだ。

「簡単な事じゃよ」

　木ミ乃イ伊ラは無む駄だを省くように、簡潔に告げた。

「有限とは極きわめれば無に還かえる。無限とは飽ほう食しよくの山ではなく渇かつ望ぼうの消失に他ほかならぬ。いかにも悟さとりの境地ではあるが、一いつ端たんくらいは理解していただけたかね、少年」

「いいや、俺にはサッパリだよ。オティヌスの『理解者』なんて気取っているが、俺が知っているのは一人の女の子の話だけだ。『魔神』なんてどでかいくくりの話なんてサッパリ分からない」

「そうか。その手の話を聞くと流石さすがにこうも思う。つくづく、世を自じ儘ままに引っ搔かき回してくれた北欧の『魔神』が忌いま々いましいのう」

「……、」

「じゃが、本当は薄うす々うす気づいておるじゃろう」

　試すように僧正は言った。

「儂わしら『魔神』には全てがある。それこそ世界を破は壊かいしてゼロから作り直すほどの力がな。そして本来、儂らは外の世界からの脅きよう威いなど気に留めん。『魔神』以外からの攻撃など蚊かほども感じぬからじゃ」

「つまり、お前達の問題は」

「左さ様よう。残ったのは同じ『魔神』同士のリソースの奪うばい合いじゃよ。全てを変える力は全員にあって、しかし世界は一つしかない。一〇人の画家がいて、キャンバスは一枚。各おの々おの勝手に上書きを繰くり返せば殴なぐり合いになる。言っている意味は分かるかね」

　オティヌスが見せた黄金の世界は、あくまでも彼女から見た『しあわせ』を描いたものだった。あの場に『魔神』が五人も一〇人もいれば、各々思う『しあわせ』を好き放題に付け足して激突させていただろう。その結果として、互いの『しあわせ』を守るための闘とう争そうが起きていたかもしれない。

　平たく言えば、

「神は一人おれば良かった。じゃが現実にはそうではなかった」

「……持て余しているっていうのか、その力とやらを」

「はっは！　いかにも、その表現が最適じゃ。儂わしらは儂らの力を持て余しておる。そのために生まれたすり合わせの協議会が『グレムリン』となるのじゃから」

　魔ま法ほう名めい、という言葉を上かみ条じようは思い出す。

　魔ま術じゆつ師しが胸に刻む、『自みずからが道を外れてでも叶かなえたかった最初の願い』。皆が叶うはずがないと自じ嘲ちようしながらも、それでも手を伸ばす事を諦あきらめられなかった宝石のような輝かがやき。

　でも、それが五秒で叶ってしまったら？

　長い長い一生をかけてでも達成するかどうか分からなかったものが、実際にはほんの数秒で何とかなってしまったとしたら？

　後に残った『力』は、一体どうすれば良い。

　まして、一人で世界を生み出して滅ほろぼせるほどの『力』が、他にもいくらでも存在するとしたら……？

「黙だまっていても良い、という話でもない」

　僧そう正じようはそう言った。

「上条当とう麻ま、お主ぬしは運命というものを信じるかね」

「うん、めい？」

「ははっ、学園都市で科学に毒されたお主の頭では難しいかもな。じゃが常にこう感じておるじゃろう、自分は不幸を背負う人間じゃと」

「……、」

「世の中にはどうしようもない運命というものがある。個人の選択を超えた強大なレールというものが。じゃが結局はそれも、人間のあずかり知らぬ所で『魔ま神じん』と『魔神』の意見がぶつかり合っているからに過ぎぬ。いいや、そもそも。儂ら『魔神』には特定の個人を害しようなどという気き概がいはない。というより、ちっぽけな惑星にしがみつく個人など視界に入らん。それでも儂らの行動は常に外界へ影えい響きようを与え、世界を大きく動かしてしまう。困った事にな」

　運不運、というと上条は自分以外では『聖人』の話を思い出す。

　中には自分自身が常に幸運を引き当ててしまうが故ゆえに、周りへハズレくじばかり引かせてしまうのではと危き惧ぐしている者さえ。

「同じ事じゃよ」

　だが僧正はあっさりと切り捨てた。

「『聖人』は確かに運不運では幸運な方じゃろう。じゃが彼らが『聖人』として生まれてきた事には、彼らの意思は介在しない。つまりそこにはもっと大きなレールが存在する。『聖人』として幸運を享きよう受じゆする事自体が、さらに強固な運命によって決められていた事に過ぎん」

　そこまで言って、木ミ乃イ伊ラはくつくつと笑った。

「まあ、運命論で言えば唯ゆい一いつの例外はお主ぬしになるがのう。件くだんの幻想殺しイマジンブレイカーのおかげで儂わしら『魔ま神じん』の曖あい昧まいな力もまた、一律で均ならされておるようじゃし。おかげでお主だけは大きな波もなく、常に不幸でいられるという訳じゃな」

　つまりは。

　結局は。

「儂らはいちいち『外』など見ていない」

「……、」

「儂らは同じ『内』……『グレムリン』の中にしか興味がない。内輪で揉めていると勝手に歪んでしまう程度の世界など砂上の楼ろう閣かく、わざわざ執しゆう着ちやくした所で風に吹かれる砂絵の如ごとく意味がない。ここまで言えば、いい加減に害意がない事は理解してもらえたかね」

　とことんスケールが違う。

　まるでＡＩＭ拡散力場だけで世界を滅ほろぼせると言っているかのような口振り。そんな特別が一人きりではなく、集団として当たり前の話の中に存在すると宣言する傲ごう慢まん。

　何も知らなければ、反射的に食って掛かろうとしてしまうくらいに。

　だが上かみ条じようは真の『魔神』の力を知っている。

　もしも一つの世界に全盛期のオティヌスが複数存在するとしたら、もう誰だれの手にも負えない『しあわせ』同士の戦いになってしまうのも頷うなずける。

　では。

　それならば。

「……だったら何で俺に声を掛けた？　外の世界になんか興味はないんだろ」

「仏教には、六りく道どうという言葉がある」

　僧そう正じようは、その呼び名に相応ふさわしい言葉を導き出した。

「人間も畜ちく生しようも天人も……あらゆる生命は何度も何度も生まれ変わりを繰くり返し、悟さとりを目指すという思想じゃな。これは寺の高僧だとか、ほぼ完全に道を究め、羽は衣ごろもを纏まとって空を飛ぶ聖者だのでも逃れられん。完全な仏と成るまでは。今の世ではもてはやされても、次の世では餓が鬼きや畜生の道を歩んでいる可能性もありえる。まあもっとも、一代で仏と成ってしまった儂には、それが本当に物質的な魂たましいの話なのか、何かの暗あん喩ゆなのかは分からんがね」

「それが……？」

「分からぬか？　世界とやらには枠がある。人間、畜生、天人、餓鬼……じゃが、儂らのような『魔神』が存在を許される『道』などないのだよ。あまりにイレギュラー過ぎてな、もはや六つの道では収まらん。と言って、まともな方法で上り詰つめた訳でもない儂らに浄じよう土どや天国の門が開く事もない」

　つまり。

　僧そう正じようは、いや『魔ま神じん』達が欲しているのは……、

「既存の六つに収まらぬ、七つ目の『道』」

　木ミ乃イ伊ラは隠かくし立てもしないで続けた。

「別に輪のように閉じていても良い、メビウスのように捻ねじれていても一向に構わない。とにかく儂わしらは儂らを収める『枠』が欲しい。サンジェルマンのヤツは藍あい花はな……加か納のうじゃったか？　あの少年を焚たきつける時に、エクスカリバーの話を持ち出したじゃろう。それと似たようなもんかのう。言ってみれば、強大な力を持つ剣を安全に保管できる、鞘さやを欲しておる訳じゃ」

「……、」

「いいや、それは人の世の話か。むしろ神のスケールに合わせるならば、ミミルの首やアヌビスの天てん秤びんと言った方が正しいのかもしれん」

「？」

「やや難しかったかのう。ようは、神様にも自分の行いが正しいかどうかを測る天秤やコンパスのような道具が存在する、という話じゃよ。そして上かみ条じよう当とう麻ま、儂らにとってはお主ぬしがそれに当たるかもしれんのじゃ」

　いきなりな話だった。

　だが僧正は冗じよう談だんで言っている訳ではないらしい。

「先ほども言った。儂らは外の世界に興味がないと。結局は一つの世界をどう振り回すか、複数の『魔神』同士でリソースを奪うばい合っている状態だと。話し合いが穏おん便びんだろうが殴なぐり合いになろうが、儂らのあずかり知らない所で勝手に運命は揺ゆらいで外の世界は崩くずれていく。儂ら自身、世界とやらをどうすべきか、どこへ向かうべきかは見えない部分もある。じゃが、そこに単一の価値観を通して明確な方向性の軸を用意できるとしたら？」

「まさか、ちょっと待て」

「上条当麻。第三次世界大戦を拳こぶし一つで食い止め、幻想殺しイマジンブレイカーという破格のイレギュラーとさえ折り合いをつけていけた男。……正直、先にオティヌスを救って個人の『理解者』となってしまったのは完全な誤算じゃったが、お主ならできるのじゃろう？　かの眼帯の神と同じく、儂らのような存在とさえ対話による解決を」

「……、」

　だんだん、僧正の言いたい事が分かってきた。

　だがその理解に安心はない。むしろ、目隠しをされたまま歩かされ続けた先が断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだと薄うす々うす分かってきたような、緊きん張ちようの汗と鼓こ動どうを呼び起こすものでしかない。

「『魔神』の群れたる『グレムリン』は、言い方を変えれば世界や運命に対するキーボードのようなものかもしれん。誰だれかが押して誰かが引けば、それで時代は歪ゆがんでいく。誰かが問題なのではない、誰だれもが変化をもたらしてしまう。それは前へ進もうが後ろへ戻ろうが、いいや、行動しないという選択肢でさえも」

　さらりと僧そう正じようはとんでもない事実を言い放った。

「だから儂わしらは炭鉱のカナリアが欲しいのじゃよ。通り一いつ遍ぺん皆々様に迷めい惑わくを掛けないように足の置場を考えてみたが、はて？　本当に誰も踏ふみ潰つぶしていないか、皆を均等に幸せにしているかどうか。それを、もっとミニマムな、地を這はう蟻ありの視点でな」

「……、なんて、ことだ」

「もちろん、ただでとは言わん。採点をお主ぬしに任せる以上、許容の範はん囲いでなら身内に甘くなるように手心を加えても構わん。それはつまり一〇〇・〇％確実に届く願掛けや神かみ頼だのみに等しい。『魔ま神じん』のもたらす歪ゆがみを自在に制御できれば、実世界において無む尽じん蔵ぞうの成功を呼び込む事もできるじゃろう。はっは、この辺りはやはりサンジェルマンの寝言らしい。一振りの剣に認められたその少年は、全すべてを手にする王となった、か」

　常に『不幸』だった上かみ条じよう当とう麻まが、世界全体の運命論を支配する。

　何とも皮肉な提案であった。

　まるで出来の悪いジョークとでも思えるくらいに。

「つまり」

　ごくりと喉のどを鳴らして上条は言う。

「『グレムリン』ってのは、別に世界征服になんか興味はない。人類を滅ほろぼすつもりもない。そこに住んでいる『魔神』達は黙だまっていれば勝手に引きこもって、俺達の知らない場所で幸せにやっていく。それだけの存在だったって言うのか？」

「左さ様よう」

「しかも引きこもっているだけで俺達の世界に良くも悪くも影えい響きようを及およぼすから、それを何とかしたかった。でもそんな事をしてお前達『魔神』に何の意味がある？　わざわざ人間を気にかける理由なんて……」

「別に？　何も？　儂ら『魔神』は今いま更さら他の何かを目指しておる訳でもない。ただ各おの々おのの描く幸福を巡り、自じ儘ままに生きるのみ。じゃからこれは、心のささくれの問題じゃよ」

「？」

「ほれ、何じゃったか。ねっと喫茶？　最近嗜たしなんだんじゃがの、あれのセキュリティと同じじゃ。十じゆつ中ちゆう八はつ九く問題ないと分かっておっても、脅きよう威い件数０と数字で出てくれば安心するじゃろう？」

「安心……？　それだけ、だって言うのか!?　『魔神』が手を貸す貸さないのこの場面で、そんなもののために!?」

「それもまた左様。ま、儂らとしても脅威件数でざっくり噓うそつかれても困るが、ほれ、それ以外なら構わん。例えば、セキュリティソフト自体がメモリ領域を圧あつ迫ぱくしたり、通信を監視したり。その程度の些さ事じを許す心で、お主ぬしの我わが儘ままに応こたえようという話じゃ。先ほども話したが、神の定めた道へ人の都合を挟はさむ願掛けの窓口じゃ。まぁ今の儂わしらはとある事情で弱体化はしておるが、それだけで個人や国家や文明を救済または破は滅めつに導く程度の揺ゆらぎは生じるじゃろう。一応は理解が追い着いたようじゃのう」

　僧そう正じようはそれだけ告げた。

　自分が王になるための行動ではない。王権を授ける神の行動。

「この辺りはサンジェルマンのヤツにも部分的に解読されておったようでな。例の加か納のう神しん華か。彼を持ち上げる際にも断片的に活用されていたか。じゃが儂らの目的はそれだけじゃよ。かつて、ある剣は王を見みい出だし、サンジェルマンは部分的に加納神華を見出し、そして儂らは上かみ条じよう当とう麻まを見出した。とはいえ、肩かた肘ひじを張る必要はあるまい。儂らは別に採点者に『魔ま神じん』の行動と責任を負わせるつもりはない。ただ安心という単語を外部から証明してほしいだけなのじゃから。先ほど言った七番目の『道』についてもそう。大おお仰ぎような異界の話ではない、ただ形のない安心に形を与えてほしい。それだけに過ぎん」

「どうして……？」

「上条当麻を選択したのか、かね。儂は別に、お主が何かをしたから目をつけたという話はしておらん。そもそもそれでは順番が間違っておる」

「？」

「一人の少女を救った、学園都市を守った、第三次世界大戦を終わらせた、オティヌスの『理解者』となった、報復論で沸ふつ騰とうする世界に冷静さを取り戻した。だから儂ら真なる『グレムリン』が目をつけた。……逆じゃろう？」

　カラコロと木ミ乃イ伊ラは笑って、

「むしろ、お主は最初から世界を見渡す採点者じゃった。その歯車たる儂ら『魔神』を想定した存在じゃった。故ゆえにそうした『それ以下』の局面でも振り回されずに問題解決に尽じん力りよくしてきた。そちらの方が正しい。幻想殺しイマジンブレイカーなどお主の本質の付属物でしかない。というより、全世界の魔ま術じゆつ師しの願いがさまよっている内に、お主の本質へ吸い寄せられた結果に過ぎん。言ってみれば、つまらぬ横よこ槍やりじゃな。神かみ浄じようの討とう魔まとは右手の力につけられたものではなく、お主自身につけられた名であろう？　であれば事象の中心は過去のレコードでも右手に宿る力でもなく、お主『そのもの』にあると見るべきじゃ」

　得え体たいの知れない提案。

　だがそれも、木乃伊と同じ位置まで立てば違和感なく吞のみ込めるものでしかないのか。

「儂らはお主の右手に刃を預け、安心を得るのではない。神浄の討魔というその名に相応ふさわしき本質、魂こん魄ぱくに任せると言っておる。人の子よ、第一の目的を思い出せ。お主であれば儂ら真なる『グレムリン』の採点と調整も難なくこなせるじゃろうに」

　正しいのは。

　間違っているのは。

　この場合、果たしてどちらだ。

「それにこれは、お主ぬしにとっても悪い提案ではないじゃろう」

　僧そう正じようはサラリと言う。

「先ほど儂わしは、世界を揺ゆるがす事件はお主の手の届く範はん囲いで起きていた、と言った。しかし結果に至るまでにどれだけ多くの者が傷つき、倒たおれていった？　お主は事件の発生から解決まで担になってきたじゃろうが、たった一度でも一〇〇点満点を取れた事はあったか？　……じゃが儂らを採点し、自分好みに世界へ手心を加えていけば、『魔ま神じん』のもたらす歪ゆがみによって話は変わってくるのじゃぞ」

　それはそうだろう。

　オティヌスを思い出せ。たった一人の『魔神』であれだけの事ができたのに、今度は有史以来全世界の『魔神』達が一斉に無条件で力を貸すと言っているのだ。願掛けに神かみ頼だのみ、ちっぽけな少年の声を神々の定めたレールに乗せると。しかも副作用も交換条件もなく、どこか遠く離はなれた場所から一方的に。何やら僧正は弱体化うんぬんの話もしていたが、それがどうしたというのだ。

　大抵の事件なんて一秒で終わる。

　というか、そもそも事件なんて発生さえ許されるのか？

「問題なしと返してくれる事できちんと儂らを安心させるセキュリティソフト。そのメモリの占有。そこで文字通りお主は神の力、運命論を手に入れる」

　決定的な一言だった。

「歪みの制御でもって、間接的に『魔神』の真ま似ね事ごとに手が届く。お主の世界はお主のものじゃ、六〇億なり七〇億なりが暮らす世界を勝手に覆おおってしまえばよい。あらゆる悲劇は事前に取り除かれ、憎ぞう悪おの芽が吹く事もなく、誰だれもが幸せで誰もが満たされた世界が待っておる。お主の選択は世界に通用するレベルのものじゃ、それは第三次世界大戦や対オティヌスのくだりを見ていけば分かる。難しく考える必要はなかろう。お主が今までやってきた事に、いいや上かみ条じよう勢力に、最大級の切り札が加わると考えれば済むだけの話なのじゃから」

　上条は、これまでの事を考える。

　記き憶おくは奪うばわれ、オティヌスには殺されたけど、一応はここまでやってこられた。世界は粉々に砕くだけたけど、それでも今日まで繫つなげていけた。だけど僧正が言う通り、一〇〇点満点の結果だったと断言できるか。

　オティヌスの黄金の世界で、どれだけ救われなかった人達の笑顔を見た？

『魔神』の力があれば、その全すべてを本当に救えた事を証明された？

　左方のテッラは死んだ。木き原はら加か群ぐんは止められなかった。薬やく味み久ひさ子こや恋れん査さの件も。自分の知らない所では、蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆやフレンダとかいう少女の事はどうだった。

　知らなかった事はあった。騙だまされていた事だってあった。体は一つしかなくて、二本の手を振り回すだけでは届かなくて、最初から最後まで最短ルートを進んで全員救うなんて事は絶対に無理だった。

　もしも、『それ』ができるとしたら？

　反則でもチートでも構わない。災わざわいの芽を事前に潰つぶして、事件が始まる前から解決してしまうような夢の選せん択たく肢しが目の前にあるとしたら。

　願掛けとは願いを掛ける行為。

　神かみ頼だのみとは神に頼たよる行為。

『魔ま神じん』側が人に歩み寄り、手を差し伸べてきた。本当にそれだけなら……。

「さあ」

　パキパキと乾いた手を伸ばし、握あく手しゆでも求めるように僧そう正じようは言う。

「採点者として、『魔神』の祭さい壇だんを手に入れろ、上かみ条じよう当とう麻ま」

　対して。

　少年は真まっ直すぐに僧正の目を見据えて。

　そして答えた。




「断る」
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　木ミ乃イ伊ラの手は、ただ虚こ空くうに取り残されていた。

　採点者。

　極限の刃の鞘さや。

　自みずからのために用意された祭さい壇だん、世界の操縦席を蹴けり、上かみ条じよう当とう麻まはこう続けた。

「アンタが言っているのは、オティヌスが最後の最後に見せた『しあわせな世界』と何も変わらない。上うわっ面つらだけをなぞれば一見完かん璧ぺきに見えるけど、実際にやっているのは自分の定義を他人に押し付けているだけの、恐怖政治の世界でしかない。衣食住揃そろっているから独房は幸せでしょうと迫せまるのと何も変わっちゃいないんだ」

「……、ほう」

「そしてアンタの提案にはまずこんな前提がいる。人は、放ほうっておけばいくらでも争いを始める。だから先んじて潰つぶしておかなければならない、ってな」

　突き付けるように、上条は言う。

「誰だれがそんな事を決めた？　人は特別なきっかけがなければ大事件なんか起こさないかもしれない。なのに二四時間三六五日監視を続けて、少しでも不ふ穏おんな動きに『見えれば』その芽を一方的に潰すのか。陰でコソコソやっていたのは誕生日のプレゼントで恋人を驚おどろかしたかっただけかもしれないのに？　そんなの!!　それこそ新たな火種にしかならない。僧そう正じよう、アンタが言っているのはさ、人間を藁わらのように燃やしてその火を足で踏ふみ潰せって勧すすめているのと何も変わらないぞ。そんなもん放ほう火か魔まの消防士とどこが違うって言うんだ!!」

「人の世に性善説を求めるか、あれだけ散々見てきたじゃろうに。青いと言うには少々特異で、じゃからこそ鞘や採点者として組み込んでしまいたいものじゃが、さて。ここでホイホイ話に乗ってこないからこそ、儂わしらの眼鏡にかなったと評価するべきかね」

　僧正はかえって楽しそうだった。

「じゃがどっちみち結末は変わらんよ」

「俺が心変わりでもするって言うのか」

「ああ。これは早いか遅おそいかの違いでしかない。失ってから気づくのか、失う前から気づくのか。だって、そうじゃろう？　儂の話を蹴ったところで、お主ぬしは事件が起これば解決に向かう。これはもう本人の自覚のあるなしに拘かかわらずな。であれば、正攻法で戦って損害を増やすか、最初から反則に手を伸ばして無傷で終わらせるか。……途中の道は多少違えど、結局最後に至る地点は何も変わらんじゃろう。事件は、解決するんじゃ。ただ死者の数が違うだけで」

「……、」

「であれば儂の手を取らぬ理由が少々解げせぬ。誰も死なせずに笑い合える道が目の前にあるのに、何な故ぜわざわざ死ぬ道を選ぶ？　それもお主の命ではなく、お主の周りにある命の話でな」

　分かっていても、目が眩くらむ。

　これが『魔ま神じん』と相対した特有の問答だ。オティヌスが見せた『しあわせな世界』だってそうだった。一個人には達成不可能に見える究極の理想を提示する事で、少年の拙つたない自我など呆あつ気けなく押し流してしまう。そういう神との対たい峙じ。

　だけど騙だまされるな。

　あの時だって『総体』に言われたはずだ。一見全すべてが救われているように思える『しあわせな世界』だって歪いびつなものなのだ、と。ちっぽけな人間の武器は独占欲やわがままくらいのものしかないのかもしれないけど、でも、人間はそんなどうしようもないもののために命を懸かけられる生き物なんだっていう事を、教えてくれた。

　命の数で言えば、僧そう正じようの方が正しいのかもしれない。

　だけど僧正の方法は、命以外の全てを剝はく奪だつする。運命論という言葉は、人を容た易やすく操り人形に変えてしまう。衣食住の揃そろった監かん獄ごくに六〇億なり七〇億なりを詰め込んで、格差は是正されました、飢うえや貧困で苦しむ人はもういません、皆さんこれが理想の社会です、と謳うたうのと何も変わらない。

　ニヤニヤ笑いで上から眺ながめている者にとっては、それが最適なんだろう。

　両手で糸を動かし、一日一日を必死でもがく人々を滑こつ稽けいに操る者にとっては。

　一〇〇年も二〇〇年もそんな状態が続けば、誰だれも疑問を持たなくなるかもしれない。品種改良を繰くり返した金魚がもう自然の川では生きていけないのと同じように。そして疑問さえなければ、そんな歪な環境に満足して、幸せだと思ってしまう時代が来るのかもしれない。

　インデックスも、御み坂さか美み琴ことも、風かざ斬きり氷ひよう華かも、オティヌスも。

『人』の形態なんて問わず、誰も彼も。

　これまで積み重ねてきた全てを否定され、人工的に酸素を供給され、温度管理の徹てつ底ていした熱帯魚の水すい槽そうから放ほうり出されればすぐにでも絶命するような、そんな『しあわせ』を満面の笑みで迎え入れるのだろう。

　でも。

　だけど。

「許せるか、そんなもの……」

「……、」

『それ』は不合理で、非効率で、何の意味もないこだわりなのかもしれない。

『それ』は不完全で、未完成で、一つもプラスには働かないのかもしれない。

　ただし、『それ』を無条件で捨てられるかどうかは、また別の話。

　そもそも、今の今まで歯を食いしばって、拳こぶしを握にぎって、がむしゃらに走り続けてきたのは、変化をもたらしたかったからではない。

　変わらない日々が欲しかった。

　余計な事なんかしてほしくなかった。

　当たり前の笑顔が当たり前にあって、妙みような理り不ふ尽じんに何かを奪うばわれる事もなく、みんなで仲良くやっていければそれで満足だった。

　僧そう正じようの言う世界の支配や管理は。

　たとえ平和であったとしたって、上かみ条じよう当とう麻まの『当たり前』を根底から覆くつがえすものでしかない。

　少年は。

　インデックスや御み坂さか美み琴ことといった身近な人が、観賞用の熱帯魚に作り替えられる事など望んでいない。

　願掛けも神かみ頼だのみもいらない。

　大切なものを失わずに守り切るために必要な方法は、もっと他にあるのだから。

「僧正、俺はアンタとは一いつ緒しよに行かない。たとえアンタ達がどれだけ絶大な力を無条件で貸してくれると言ったって。そんな未来だけは絶対にダメだ。そして採点者ってのが資格さえあれば、アンタ達のお眼鏡にかなえば別に誰だれでも良いなんて話なら、もう放ほうってもおけない」

「つまり？」

「アンタは言ったな。災わざわいの芽を先んじて潰つぶしてしまえば良いって。だけど生あい憎にく、俺にはアンタがそう見えるよ。そんな風に世界を支配する力をホイホイ貸し出すようなヤツらを、黙だまって見過ごせる訳ないだろうが!!」

　だって、知っているのだ。

　上条当麻は『魔ま神じん』の力をその目で見てきたのだ。

　アルファからオメガまで。

　夢や幻まぼろしではない。本当に人々の積み重ねを、長い長い歴史を、神の気き紛まぐれで突き崩くずされていく所を。あの力でもって『魔神』が今ある世界を壊こわしにかかるのも十分怖いが、そちらの世界に興味がないからどうぞご自由にお使いくださいなんてもっと駄だ目めだ。誰がどんな『しあわせ』のために六〇億なり七〇億なりを巻き込んでいくか分かったものではない。いいや、場合によっては『巻き込まれた事にさえ気づかない』完全な人形にされてしまうかもしれないのだ。

「ふうむ。困ったもんじゃのう」

　パキパキと乾いた音を鳴らして、僧正は首を傾かしげていた。

　囲い碁ごのルールが分からない者がデタラメな位置に石を打ってしまったのを見るような。

　どうしてそんな答えが出るのか、本気で理解できないといった調子で。

　告げる。




「じゃから散々言っておるはずなんじゃがのう。これは、早いか遅おそいか、失ってから気づくか失う前から気づくかの違いでしかないと」




　直後の出来事だった。

　僧そう正じようが背にした金属フェンスの向こう側、何もない虚こ空くうから、ゴバッッッ!!　と何かが噴き出した。下から上へ、勢い良く飛び出したものは二本の大樹のようにも見えるが、違う。

　素材は土か泥どろ。

　ちょうど僧正のシルエットに重なるように配置されたそれらは翼つばさの形とも思えたが、おそらく本質は『腕』であろう。

　上かみ条じようの右手に対する意い趣しゆ返がえしか。

　僧正はため息をついて、黄金の剣の先で屋上の床をコンと叩たたいた。

「わざわざ失ってから気づく方を選ぶとは、まことに解せぬのじゃがなあ？」

「……ッッッ!!!???」

　警戒に総毛立つ。

　上条の背せ筋すじに電流のようなものが走り抜ける。

　だが遅おそい。




　直後に巨大極きわまる腕が片方振り下ろされた。

　それは躊ちよう躇ちよなく、鉄筋コンクリート製の校舎を半分ほど押し潰つぶす。




　視覚も聴ちよう覚かくも吹っ飛んでいた。

　目の前の光景を信じられなかった。

　ガラガラと硬いものが崩くずれていく音が酷ひどく遠い。爆ばく弾だんなんかで吹き飛ばされたというよりは、床に置いてあった菓子箱の端はしをつい踏ふんづけてしまったような、あまりにも呆あつ気けない結末。だが箱の中には何百人という生徒や教師が詰つまっていたはずだ。

　ズタボロになった屋上で、剝むき出しの鉄筋が柳の枝のように垂れる縁に立ち、僧正はさして興味もない風に言ってのけた。

「赤色が足りんな。なるほど、おりえんてーしょんとかいうヤツじゃったか」

（っ？　そうか、俺や土つち御み門かどをみんなで追い駆けていたから、みんなの位置が校舎の中で偏かたよっていた……？　まだみんな死んだと決まった訳じゃない!!）

　これが平常授業だったら、方眼紙のマス目を埋うめるように席に着いていた生徒達は均等に押し潰されていただろう。

　しかし、

「ならば知れた事。もう片方の腕を振り下ろせば、校舎のもう半分も押し潰されるじゃろう。奇跡は二度も起きんぞ、少年？」

　ほんのわずかな望みさえも、僧正は潰しにかかる。

　いいや、白々しい。こうなるようにわざと調整していた、と見るべきだ。

　上条当麻を揺ゆさぶるために。

「幻想殺しイマジンブレイカーだけで全すべてを救えるなどと本気で思っておるのか？　だとすれば、やはり失ってから気づくが良い。早いか遅おそいかの違い、早々に儂わしの手を取り、神にすがっておけば、このような悲劇が起きる事もなかった、とな」

　言葉に合わせて、残ったもう片方の巨腕が動く。

　校舎の残った側も菓子箱のように押し潰つぶし、今度こそ数百人を殺害するために。

　上かみ条じようのイメージできる『小さな世界』を奪うばい取る、それだけのために。

　少年の頭の中で。

　細い細い線が焼き切れるのを、確かに感じた。

「僧そう正じようォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　土か泥どろで作った巨腕が完全に振り下ろされる手前の出来事だった。

　上条当麻は一直線に目の前の僧正へ向けて駆け出した。

　とはいえ、右の拳こぶしを硬く握にぎり締しめて、木ミ乃イ伊ラの顔の粉ふん砕さいにかかった訳ではない。先ほどこいつ自身が言った、幻想殺しイマジンブレイカーだけで全てを救えるなどと本気で思っているのか、と。

　だから、それ以外の方法に頼たよった。




　腰を落とし、肩からぶつかるような格好で僧正へ全体重を掛ける。

　引き裂さかれた金属フェンスの向こう、都合四階建ての屋上から躊ちゆう躇ちよなく身を投げ出す形で。




　ッッッダン!!　という自分が足を蹴ける音が、体感的には遅おくれて聞こえた。

　浮遊の感覚はほんの一いつ瞬しゆんだった。

　あっという間に重力の糸に搦からめ捕られ、胃の辺りに重たい慣性の力がのしかかる。落下が始まる。あれだけ固く摑つかんでいたはずの僧正の軽い身体からだが手を離はなれる。

　もう絶叫している暇ひまさえなかった。

　校舎脇わきにいくつか並んでいた街路樹の一つ。すっかり葉を落とした銀杏いちようの木へと上条の体が突っ込んだ。バキバキバキバキ!!　と立て続けに枝を折る音と共に、身を引き裂く代わりに落下の速度が落ちる。それでも途中で枝に引っかかって止まるなんて事はなく、そのまま上条の体は地面へ叩たたきつけられた。

「がっ、ガバァ!!　がふげぼっっっ!?」

　全身の皮ひ膚ふを鋸のこぎりでギザギザに切られたような痛みよりも、とにかく呼吸困難の方が酷ひどい。いくら咳せき込んでも酸素が体の中に入らず、あっという間に視界が暗く狭せばまっていく。それでも必死になって呼吸を繰くり返していくと、喉のどの奥で栓せんの詰つまりが外れるような感触があった。盛大に赤黒い塊かたまりを土の上へ吐はき出し、ようやく酸素を取り戻す。

　木の幹へ手をつき、のろのろと起き上がりながら、上かみ条じようは痙けい攣れんする瞼まぶたを動かして何とか視界の確保に努める。

（そ、うじょう、は……？）

　途中で手を離はなしてしまったため、同じ場所には落ちなかった。

　つまり僧そう正じようは街路樹で勢いを殺す事なく、ダイレクトに地面へ墜つい落らくしたはずだった。

　だが、

「く、くく」

　上条当とう麻まは、目もく撃げきする。

　数メートルほど離れた先。校庭の土の地面の上から、紫の法ほう衣えを纏まとう老人がゆっくりとした動作で立ち上がっていくのを。

　ただし、おかしい。

　木ミ乃イ伊ラでできた乾いた首は完全に折れ、真横に倒たおれていた。ぶらぶらと揺ゆれるそれは、枝についたまま鳥にさえ啄ついばまれずに腐くさっていく果実を連想させる。

　そんな状態にも拘かかわらず、笑っていた。

　僧正は本当に楽しそうに笑っていた。

「くかっ！　くかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか!!」

　バギ、ベギ、ゴギ、ボギ、と。

　乾き切った両の手を使ってぐらつく首を支え、かえって余計に捻ひねるように無造作な動きで頭部を元に戻していく僧正。痛みを感じている様子もなければ、自分の肉体が破は壊かいされる恐怖に囚とらわれる様子もない。

　その異質。

　その異様。

（ダメだ、こいつ……）

　理り屈くつではなく、直感で上条はそう結論付けた。

「ああ、ああ。よいぞ、この感覚は久しぶりじゃ。力を失うとは、不完全な状態に陥おちいるというのは、それだけで新鮮なものなのじゃなあ。こればかりは『ヤツ』にも感謝をせねばなるまい……」

　そう、オティヌスの時もそうだったではないか。

　あの漆しつ黒こくの世界で『弩いしゆみ』を使った際、彼女は最後の最後で自分自身ごと上条当麻を貫つらぬき、絶命させたではないか。

（まともじゃない。これまでも不死身に近い連中は何人も見てきたけど、それとも違う。防御や防衛の構えとして不死身なんじゃない。ここまで壊こわされて、久しぶりに壊された事を楽しんでいる節ふしがある……ッッッ!!!???）

　もはや悠ゆう長ちように話を聞いている場合ではない。

　あんなものは右みぎ拳こぶし一つでは倒たおせない。これ以上ここに留とどまっていれば学校のみんなを巻き込む。そして僧そう正じように捕まってしまえば、おそらく採点者とやらに取り込まれるのも時間の問題だ。

　インデックスの、御み坂さか美み琴ことの、身近にいるたくさんの人達の顔を思い浮かべる。

　その全すべてが酸素供給と温度管理を徹てつ底ていした水すい槽そうの中に放ほうり込まれ、観賞用の熱帯魚にされる最悪の結末も。

（そんなの駄だ目めだ!!）

　決断は早かった。

　どうせ僧正はこちらにしか興味がない。

（とりあえずここからヤツを引き離はなす。これ以上あの馬ば鹿かデカい泥どろの腕で学校を壊こわさせてたまるか。それが終わったらこの『魔ま神じん』を根本的にどうにかしないと……ッ!!）

「こっちだ僧正、来い!!」

　ぐるりと回って背を向ける。全力で走り出す。どこがゴールかも分からないまま、兎とにも角かくにも僧正をこの場から引き離すために。

「カカッ!!　早いか遅おそいかの違いでしかないというのに、そんなに先延ばしにしたいのかえ!?　ならばそれも良かろうて、存分に遊びに付き合ってやるぞ、我らが鞘さや、我らが採点者、まだ見ぬ七番目の『道』となり、形のない安心に形を与える者よ。今は『魔神』としての力を制限され、タマネギやマトリョーシカのように無限に重なる力の内、ほんの薄うす皮かわ一枚しか残っておらぬ身。じゃが無限大の力を無限大に等分したところで、世界の許容量ギリギリいっぱいなのは変わらぬのじゃからなあ!!!!!!」

　背後からの声にいちいち応じている暇ひまもなかった。

　走る。

　とにかく全力で走る。

　先ほどの一いち撃げきの影えい響きようか、あちこちひび割れたアスファルトの歩道をほとんど転びそうになりながら。目指すのは正門ではなく、その脇わきに並んでいる駐輪場の方だ。上かみ条じようは大体どこへ行くにも徒歩なのだが、今日に限っては気合が空回りした小こ萌もえ先生が用意したアクロバイクが待っている。

　後輪に鍵かぎはかかっていたが、靴くつ底ぞこを使って二、三回思い切り蹴け飛とばすとあっさり壊れた。

　引っ張り出したのは電動補助付き自転車の一種だが、前にカゴのついた買い物用といったものではない。マウンテンバイクをベースに前輪と後輪はそれぞれ特とく殊しゆなジャイロの円えん盤ばんで挟はさみ、金属パイプのフレームも大部分は太いサスペンションに付け替えられたものだ。

　アクロバイク。

　確か前身はサーカスなどのパフォーマンス用で、電動補助の力を借りれば最大時速は五〇キロ超、サスペンションのバネの力も加味するとその場で二メートル以上垂直ジャンプできる自転車らしいのだが、上かみ条じようはそこまで使いこなした事はない。小こ萌もえ先生の資料と、動画サイトのパフォーマンスがすごい事になっている、くらいの知識だ。

　慌あわてて自転車にまたがり、学校を飛び出そうとした時だった。

「うわっ、何アンタ!?　あちこちズタボロじゃない!!」

「御み坂さか、どうしてここに……？」

「なに、さっきの崩ほう落らく事故でどっか怪け我がでもしたの!?　ゴニョゴニョ（……わ、私の超電磁砲レールガンのせいじゃないわよね、あれ。こうなるとラブレターの件とかも聞きにくい……）」

　とっさに上条は彼女から目線を外した。

　土の校庭の方では、紫の法ほう衣えの僧そう正じようがパキパキと乾いた皮ひ膚ふを割っていた。今すぐにでもこちらに突っ込んでくる構え。ヤツの足がどの程度かは分からないが、一いつ瞬しゆんでも楽観できない事くらいは予測できる。

　細かく説明している暇ひまはない。

「ちくしょう、後ろに乗れ御坂!!」

「えっ、はい？」

「理由は後だ、このままじゃお前もやられちまうんだよ!!」

　スタートラインも号ごう砲ほうも必要なかった。

　機能の確認と初速を稼かせぐため、上条は暇な時に動画サイトで眺ながめていたサイクルアーツとかいうのを試してみる事に。

（前輪をロックして、思い切りペダルを漕こいで後輪と地面を嚙かませてから、ブレーキを離はなして力を解放する、っと!!）

「うわあ!!」

《Ｒダッシュ》。

　ズドン!!　と引き絞しぼった弓から矢を放つような勢いで、アクロバイクが猛もうスピードで解放される。

　とにかく『魔ま神じん』の僧正から逃れるため、上条と美み琴ことの二人を乗せて、電動補助付き自転車アクロバイクが学校の正門を勢い良く飛び越えていく。








サイクルアーツ全集、その一









《タイトロープ》

　難度二。

　アクロバイクを使った綱つな渡わたり。文字通りロープを使ったものから、ガードレールや手すり、橋の欄らん干かんまで様々な足場が当てはまる。見た目は派手だが、ほとんどジャイロ頼だのみでさほど難しくもない。階段やエスカレーターの手すりなど斜めになっているものはまた名称が異なる。

《スライディング》

　難度二。

　ジャイロ機能を利用したサイクルアーツ。まず普通にペダルを漕こいで速度を稼かせぐ。進行方向に対して垂直になるようハンドルを切ったら、進行方向と逆側へ思い切り体を倒たおし、車体全体を五〇度以上倒して進む。ポイントはハンドルを切る際の思い切りの良さ。また、あまり車体を倒し過ぎると地面側の足を擦こすってしまう羽は目めに。

《Ｒダッシュ》

　難度一。

　おそらく最も簡単なサイクルアーツ。前輪をロックしたままペダルを全力で漕ぎ、後輪と地面の間でエネルギーを蓄たくわえてから前輪のロックを外す事で、猛もう烈れつなスタートダッシュを可能とする。単体で扱あつかうのではなく、他のサイクルアーツと組み合わせる初動技といった位置づけ。助走なしで速度を稼げるため、意外と高度な技への繫つなぎとして重宝する。








行間　一









　即そく身しん仏ぶつとはまことに特異な成じよう仏ぶつの方法だと思う。

　土を掘って築いた狭せまい地下室に、その意思を持つ高僧が自みずから潜もぐっていく。後は空気の通り道を除き、唯ゆい一いつの出入口を完全に埋うめる。中で高僧は最さい期ごの瞬しゆん間かんまで禅ぜんを組み、小さな鈴を鳴らしながら読ど経きようを続ける。手順としては、まあこれだけだ。

　実際問題、人が木ミ乃イ伊ラになる事に対する特別性はさしてない。

　そこまで追い詰つめられても揺ゆるぎのない信仰心を試す行い……それこそが即身仏なのだ。

　故ゆえに。

　即身仏には一つ、本当につまらない『仕上げ』が残っている。

　儀ぎ式しきを経て数週間から数ヵ月後、明らかに内部の高僧が息を引き取ったであろうタイミングで、周りの僧達は再び地下の出入口を掘り返すのだ。

　そして、確かめる。

　すっかり乾燥して干ひからびた高僧の遺体を検分するのである。姿勢やその表情にわずかでも飢うえの苦しみや死の恐怖が浮かんでいないか、少しでも崩くずれて腐敗した場所はないか。その完かん璧ぺきさをもって、高僧は晴れて即身仏として認められるのである。

　では、ここで問題。

　……もしも即身仏として認められなかったら？

　答えは簡単、即身仏にはなれない。ただ失敗した遺体として扱われる。

　しかし、悟さとりを開いてもいない下位の僧達が何十人集まったところで、道を極きわめた高僧が悟りを開いたか否いなかなど外から見て正しく確認する術すべがあるとでも言うのか。

　まして、政治と宗教が深く結びついた時代の話であれば、派は閥ばつの問題なども生じる。互いの陣じん営えいの影えい響きよう力りよくを考こう慮りよして、あの高僧には『仏』に成ってもらっては困る、といった輩やからが横よこ槍やりを入れてくる事もあるだろう。

　そう。

　即身仏とは高僧自らの行いによって完成するのではない。力を持つ事が、仏に成れる条件なのではない。それを眺ながめていた有う象ぞう無む象ぞうが『認める』事によって初めて完成するという、何とも回りくどい構造を含んでいるのだ。

　これは想像もしたくない事ではあるが、時にはワイロなどの横行によって、ある高僧を意地でも即身仏にさせたくない……などという動きも陰ではあったのかもしれない。

　であれば。

　もしも、即そく身しん仏ぶつとして完成していたはずの老人がいたとしたら？

　もしも、周りが頑としてそれを認めようとしなかったら？




　……さて。

　即身仏としての『力』を手に入れておきながら、『仏』に成る事を許されなかったその高僧は、一体どのような存在へと変じてしまったのであろうか……？








第二章　走れ、さもなくば死ね　Chase_With_the_Girl.









　　　　１




　上かみ条じようは後部シートに美み琴ことを乗せたまま、学校の正門を目指していた。ちなみに美琴はこんな時でも両足で後部シートをまたぐ正統派スタイルではなく横座りのお嬢じよう様さまスタイルだったが、何もこれは彼女が風流を解する人物だからという理由だけではない。

　確かにバランスは悪いが、身をひねらなくても後方確認できる。その分だけ、背後から迫せまる謎なぞの老人（……で、良いのか？）を迎げい撃げきするチャンスにも恵まれる。

　スライド式の分厚い金属格こう子しの門は閉じていたが、上条が体重を掛けてアクロバイクを真下に沈め、電子制御されたサスペンションのバネの力を借りると、ズバン！　と自転車が真上に跳ねる。あっという間に正門を飛び越してしまう。《ジャンパー》と呼ばれるサイクルアーツだ。小こ萌もえ先生からの無む茶ちやブリの分厚い資料が役に立った。

　だがいちいち感心している場合ではなかった。

「ッ!!　摑つかまってろ、御み坂さか!!」

　この猛もう烈れつな速度では着地と同時に対面の塀へいに激突してしまう。ドリフト気味にカーブを切っても間に合わない。

　ぎゅう、と腰回りに抱き着く少女の力が強まった、その直後。

　上条は完全に前輪をロックすると後部シートの美琴ごと後輪を浮かばせ、固定した前輪を軸にぐるりと車体をひねる。《フレイルターン》。ほとんど円周状の距きよ離りロスをゼロにして曲がるためのものだ。

　初心者でもどうにかこうにか転てん倒とうしないで済んでいるのは、上条の技量ではなくアクロバイクのスペックの高さによるものだろう。

　前輪の悲鳴と共に無事にカーブを切る。新たに突っ走る。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、ついさっき上条達が飛び越えた重さ何百キロもありそうな分厚い正門が、内から外へと吹っ飛んだ。

　ッッッゴン!!!!!!　という爆ばく音おんじみた破は壊かい音おんは単純に正門がへし折れたからではない。放ほうり出された金属塊かいが車道を走るトラックの荷台に直撃し、大きくめり込んだのもある。

　しかもそこに留とどまらない。




「うほほーい☆」




　いっそふざけたような掛け声と共に、紫の法ほう衣えの木ミ乃イ伊ラが破は壊かいされた門を突き抜けた。自分でブレーキが利きかなかったのか、やはりそのままトラックの荷台へ突っ込む。完全にぶち抜いて反対車線へ飛び出し、ギャリギャリギャリギャリ!!　と足の裏で地面を削けずるような音を発しながらカーブを切る。

　さらに対向車線からまっすぐ向かってきたスポーツカーを片手一本で横合いの壁まで薙なぎ払う。

　無視して上かみ条じよう達を追う。

　木乃伊の乾き切った肉体の限界を軽く無視して。バキバキパキパキと乾いた皮ひ膚ふを割りながら、短たん距きよ離り走そうを全速力で突っ走るスプリンターのようなフォームで。

「ふざけやがって……ッッッ!!!!!!」

　電動モーターの力も借りて、全力でとにかくアクロバイクを漕こぎ続けた。最高速度は時速五〇キロを超えるとされていたが、背後から迫せまる僧そう正じようとの距離が開く様子もない。向こうがあれで本気なのかどうかも分からない。そもそも『魔ま神じん』相手の戦いで『分かりやすい勝敗条件』が提示されるとも思えない。この状況を含め、徹てつ底てい的てきに遊ばれているような気がする。

　例えば。

　小学校の先生が子供に自分の凄すごさをアピールするため、敢あえて子供にも分かる鉄棒の逆上がりで勝負をしようと言い出すような。

『分からせる』ための戦い……？

　御み坂さか美み琴ことの方も、いきなりこんな事に巻き込まれてさぞかし面めん喰くらっているだろう、と上条は思う。魔ま術じゆつだの『魔神』だのを正確に思い浮かべられなくても、明らかな木乃伊が鋼こう鉄てつの塊かたまりである自動車を吹き飛ばしながらこちらを追っているのだ。頭がパンクして理解放ほう棄きに及およんだって何の不思議もない。

　気になって、こちらの胴へ後ろから手を回している美琴の方へ意識を集めてみれば、

「（……うわー、二人乗りだ。私、今、自転車で男の子と二人乗りしちゃってる！　えっ、えっ、何これ？　ドラマじゃない、映画の中の話じゃないわよね。やっ、やだなあもう、こうなるって分かっていたらゼッタイ白いワンピース着てきたのに、ぽやー……）」

「あの、御坂さん？」

「ハッ!!!???」

　謎なぞの呟つぶやきを駄だ々だ洩もれにする美琴が、一いつ瞬しゆん遅おくれて再起動した。

「なっ、何でもにゃいにゃい!!　つーか全体的に何あれ!?　そういう生き物なの、それともぬいぐるみの中にロボットの骨格詰つめ込んだようなヤツなの!?」

「多分ああいう生き物だ。でもって捕まったらろくな事にならない!!」

　防犯オリエンテーションの真っ最中とはいえ、平日の昼間なのは幸いだった。
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　学園都市は住人の八割が何かしらの学生だ。

　街中が舞台になったとして、真後ろから迫せまる僧そう正じようの大暴走に巻き込まれる数はかなり減るはずだ。

　美み琴ことは圧あつ倒とう的てきに少ない情報で、とにかく現状把は握あくに努める。

　まずは真後ろへ目をやり、

「あれは敵」

「ああ」

「私達に危害を加えようとしている」

「見りゃ分かると思うけど！」

「なら具体的にどうすんの!?　黙だまっていたら私達に危害を加えてくるし、下へ手たにあちこち逃げ回れば無関係な人達まで巻き込まれる可能性もゼロじゃないでしょ!!」

「ッ!!」

（ああそうだな、ちくしょう、何とかしないと!!）

　上かみ条じようは歯は嚙がみし、大きな通りから直角に折れて細い道へ入る。さらに直角に路地へ。さらに、さらに、さらに、さらに。ほとんど速度は殺さず、タイヤを滑すべらせて摩ま擦さつで焼くようにしながら、もうほとんど道というより隙すき間まのような場所を爆ばく走そうする。

　だが、

「ついてきてる、この程度じゃ振り切れなさそうね！」

「まずいぞ……」

　上かみ条じようは思わず呟つぶやいていた。

　今は時速六〇キロ前後。音速超えを叩たたき出す『聖人』などと比べれば大した事ない……ように聞こえるかもしれないが、上条の背せ筋すじには嫌いやな汗がじわりと滲にじんでいた。

　これは、単純に比べられるものではない。

　いいや、考え方によっては僧そう正じようの方がずっと恐ろしい。

　確かに『聖人』の運動性能は脅きよう威いの一言だ。何しろ冗じよう談だん抜きに銃じゆう弾だんと同じ世界に生きていて、今まさに空中を突っ切っている弾を目で見てから避よけられるような輩やからなのだから。まともに対たい峙じすれば、所しよ詮せんは高校生の筋力しかない上条ではどうにもならない。一つの壁とも言える。

　だけど、逆に言えば『聖人』達は力が強過ぎるのだ。

　彼ら自身、その力に振り回されていると言っても過言ではない。

　生身で音速超えを実現する『聖人』に対し、例えばピアノ線を張ったり、何度も何度も細かく角を曲がって逃げ続けたら。もちろん全すべての『聖人』には当てはまらないかもしれないが、でもその内の何人かは自じ滅めつして首を刎はねられたり壁に激突してぺしゃんこになったりすると思う。いいや、無理に無理を重ねて力を引き出す彼ら『聖人』は、そもそも全力全開で肉体を酷こく使しする事自体が自滅のトリガーでもあるのだ。あまりに強大な力を持つ『聖人』にとって最も恐ろしいのは、実は外からの敵ではなくその強過ぎる力にあるんじゃないかと疑いたくなるくらいに。

　ところが、

「ほっほ」

　真後ろからの、小こ馬ば鹿かにするような笑い声。

「うほほーい☆」

　僧正には、その無理に無理を重ねる様子がない。こうしている今も自滅を誘さそって何度も角を曲がり、細い道を選び続けているのに。ただ的確に曲がり、ただ的確に追いすがる。これだけの事が、今の上条にはとことん恐ろしい。

　わずかな齟そ齬ご。

　人の身でありながら壮絶な力の一いつ端たんを引き出す『聖人』と、人の身から片足をはみ出してしまった『魔ま神じん』の、ちょっとした違い。

「この方法じゃ駄だ目めか。自滅を待つだけじゃ！　こっちからも攻めろって事か!?」

「攻めるってどうやって……きゃっ!?」

　ギャリギャリギャリ!!　とタイヤを滑すべらせる音を鳴り響ひびかせ、上条達のアクロバイクは細い路地から大通りへと飛び出す。

　周囲へ目をやり、さらに一歩退ひいて観察するように視野を広く持って、上条は決断した。

　行動範はん囲いは三六〇度。

　ただしアクロバイクがあれば、地べたに置かれたものだけが自由度の全すべてではない。

「摑つかまってろ、御み坂さか!!」

　真下にわざと体重をかけ、電子制御のサスペンションを深く沈ませる。

　その反動で、跳ぶ。

　真上に。四、五メートルほど。ちょうど窓まど拭ふき用の清掃ゴンドラに乗っていた作業服の若者と目が合った。

「すみません、借ります!!」

　驚おどろく青年の目の前で彼らが使っていたバケツを一つ拝借し、洗剤を薄うすめた溶液を眼下の歩道へとぶちまけていく。

　地面への着地と、細い道から僧そう正じようが飛び出してきたのはほぼ同時だった。

「ほっ───」

　笑い声の音おん響きようが、ブレる。

　こちらを追って急カーブを切ろうとした僧正の足が、滑すべる。

「ほほォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォう!?」

　横よこ倒だおしに転がったまま、凄すさまじい勢いで歩道から車道へ。一度バランスを崩くずせば後は早かった。ヤスリのように粗いアスファルトの上を見えないワイヤーで引っ張られるように、猛もう烈れつな速度で転がされていく。

　これが学校の廊下での一幕なら、まだ笑っていられたかもしれない。

　だが忘れてはいけない、今は時速六〇キロの世界。それこそトラックの端はしに服を引っ掛けられて路上を引きずられるのと何も変わらないはずだ。

　ギャギャギャガリガリガリ!!　と、とてつもなく嫌いやな音が延々響ひびき渡った。

　僧正の枯れた肉体は車道の反対側まで吹っ飛び、違法駐車してあったスポーツカーの側面に激突する。よほどの衝しよう撃げきだったのか金属製のドアが歪ゆがみ、ガラスに亀き裂れつが走り、盗難防止用のブザーがけたたましい音を撒まき散らした。

　アクロバイクに急ブレーキをかけ、身をひねって後方を確認する上かみ条じよう。

「やった、か!?」

　言っていて、上条はどこか自分の心を冷静に観察している別の視点を認識していた。

　空くう虚きよで、重みがなく、白々しい熱望。

　なあ、自分で分かっているはずだろう。




　仮にもオティヌスと同格かそれ以上の存在が、こんな搦からめ手でやられるはずがないって。




　バガン!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　僧そう正じようは車のドアから体を引っこ抜くのではなく、スポーツカーそのものを真上に持ち上げた。例の泥どろで作った巨大な腕で。

　腕は、腕としての本来の働きを全うした。

　まるで煉れん瓦がか何かのように、鋼はがねの塊かたまりを上かみ条じよう達の方へとぶん投げたのだ。

「う、わあああああああああああああああッッッ!?」

　慌あわててハンドルをひねり、ペダルを勢い良く漕こいで、巨人の放つ剛速球を何とか回かい避ひする。

　見れば、紫の法ほう衣えを着た僧正自身が冗じよう談だんのようにクラウチングポーズを決めていた。

　ブォ!!　と、その背後から巨腕が横よこ殴なぐりに唸うなる。

　一歩飛び出した僧正の足の裏に合わせるような格好で───恐ろしいほど原始的なカタパルトが、枯れた木ミ乃イ伊ラを水平に射出した。

　距きよ離りの概がい念ねんに意味などなかった。

　全すべては一いつ瞬しゆんで圧縮された。

　この時、上条達は僧正から少しでも遠ざかるため、彼に背を向けて走り出そうとしていた。上条の後ろにはお嬢じよう様さま座りの美み琴こともついていた。

　だが僧正は一瞬で美琴の頭上を飛び越すと、そこで側転でもするように体をぐるりと回す。勢いを殺すというよりも方向を垂直に捻ねじるため、といった方が近い。

　とんっ、と。

　いっそ軽やかに聞こえる音を立て、僧正の足がアクロバイクのＴ字ハンドルの真ん中へ降り立ったのだ。

「な……っ!?」

「ほっほ。この程度で仕し舞まいかね、上条当とう麻ま」

　杖つえの代わりにするは、黄金の剣。

　向こうに刺す意図はなくとも、その鋭するどい切っ先が上条の鼻先で揺ゆらぐ。

「であればこの辺りで収穫と行こうかの……」

　と、僧正の言葉が途切れたのは、彼の気き紛まぐれとはまた異なる理由によるものだった。

　ぐんっっっ!!!!!!　と。

　絶体絶命の中、上条がさらに全力でアクロバイクのペダルを踏ふみ、あっという間にバイク並の速度を叩たたき出したからだ。

　だがその程度で振り落とされる『魔ま神じん』ではない。

　彼が真に言葉を止めた理由はもっと単純明快。




　ゴィン!!　と。

　一周回っていっそ間抜けな音すら立てて、雑居ビルの途中階から突き出た電飾看板が僧正の後頭部を直ちよく撃げきしたからだ。




　それが笑っていられたのは、皮肉にも相手が『魔ま神じん』だからか。

　これだけの速度での不意打ちなら、並の人間なら頭が割れるどころか千ち切ぎれていたかもしれない。たとえ相手が『聖人』であっても、だ。

　電飾看板のネオン管が弾はじけて凄すさまじい火花を散らす。ぐらりと揺ゆれた僧そう正じようの体がアクロバイクから路上へ落ちる。今度こそ上かみ条じようはやったかどうかなんて間抜けな質問はしない。全力全開でペダルを漕こぎまくる。

「ちくしょう、どうする、逃げれば逃げた先にあんな化け物を呼び込む事になるぞ、ここからどうする!?」

「ねえ、ちょっと待って、あれ、ねえ!!」

　後ろに張り付いている美み琴ことが何かを指差しているようだった。

　身をひねり、指先を確認し、また前へ視線を投げて……上条はようやく気づいた。

　その時にはもう、複数の特とく殊しゆ車両が上条のアクロバイクの左右からすれ違っていた。

「警備員アンチスキル!?　馬ば鹿か野郎!!」

　思わずアクロバイクを急停車させ、そう叫んでいた。

　直後に。

　人間と『魔神』の、余りにも無む謀ぼうな激突が始まった。




　　　　２




「はあ!?　ここに来て即時撤てつ退たいだって!?　アンタ何を口走っているんだ。制圧対象Ｄ１は目の前にいるんだぞ!!」

　第一陣が激突したその瞬しゆん間かん、わずかに遅おくれた警備員アンチスキルは車載無線に向けて思わず怒ど鳴なり散らしていた。あまりの内容に眩暈めまいがしたため、とっさに路肩に特殊車両を停とめて会話に集中する。

『上からの命令だ、何でも手持ちでは火力が足りないらしい。私だって不本意なのは理解している、だがこれは命令だ!!　復唱しろ潮しお騒さい!!』

「納なつ得とくできない。Ｄ１がもたらした被害についてはすでに報告を受けている。あれの危険性が認められたならなおさら放置はしておけ……ッ!?」

　言葉が、途切れる。

　原因は影。

　最初、潮騒と呼ばれたその警備員アンチスキルは目の前の光景を視覚として認識しておきながら、頭の方で理解できずにいた。いいや、理解を拒こばみ、放ほう棄きしたと言うべきか。

　第一陣として飛び込んでいった複数の特殊車両。

　決して少なくない制圧用の装備を纏まとう同どう僚りようの警備員アンチスキル達。

　その全すべて。




　まるでオモチャのクラッカーを破は裂れつさせたような騒さわぎだった。

　ゴッ!!　と金属や複合装甲の塊かたまりが重さを感じさせない動きで四方八方へ吹き飛ばされる。




　しばし、呆ほうけていた。

　そして影の正体を知った。

　こちらに向けて放物線を描いて飛んできた……全く同機種の特とく殊しゆ車両であった。

「うわああああ!?」

　潮しお騒さいは慌あわてて運転席側のドアを開け、転がり出る。わずかに遅おくれて直ちよく撃げきがあった。ワックスでピカピカに磨みがかれた車体がひしゃげ、全てのガラスが粉々に砕くだけ、原形さえも失う。まるで墓標のように、車の上に別の車が縦に突き刺さっている。

　もはや、爆ばく発はつしない方が不思議なくらいだった。

　呆ぼう然ぜんとしている潮騒の耳に、まだ生きているのか、車載無線から（今となっては吞のん気きにさえ聞こえる）上官の声が飛んでくる。

『聞こえているのか潮騒、撤てつ退たいだ！　復唱しろ!!　今後、Ｄ１はHsAFH-11及びHsWAV-15を軸とした無人機編成にて対処する!!　被害を拡大させたくなければ後ろへ下がれッ!!』

「『六枚羽』に、『一〇本脚』……？」

　呟つぶやいてから、潮騒はゾッとした。

　まるで治りかけのカサブタでも剝はがされるように、その意味を知ったのだ。

「完全に戦争仕様じゃないか!!　あのじいさんが何だって言うんだ!?」

　当然、答えなんてなかった。

　ただ時代遅れの労力を嘲あざ笑わらうように、複数の無人攻撃ヘリが青空を舞う。プログラム制御の無ぶ骨こつな装輪装甲車が何台も潮騒を追い抜いていく。頭についているのは重機関銃どころか、戦車にありそうな砲ほう塔とうであった。

　しかし、そこまでやっても。

　なお。

　ドガドガドガドガッッッ!!　という太い爆発音は、もはや空くう虚きよですらあった。徹てつ底てい的てきに計算された最適解の破は壊かいが、もっと巨大で絶望的な何かに打ち破られる。まず地中から飛び出したのは、塔と見み紛まがう巨大な腕であった。それが装甲車をオモチャの車のように持ち上げ、そして投げつける。『六枚羽』周辺の空気が火花を散らし、何かしらの防御手段を取ったようだが、あまりに原始的な攻撃には対処できなかったらしい。そのまま直撃を受けて、両者は絡からみ合うように地上へ落ちていく。

　次々に潰つぶされ、落とされ、爆発する最適解。

　その圧あつ倒とう的てきな理り不ふ尽じんに、潮しお騒さいは心のカサブタが剝はがされていくのを感じる。

　脳裏にちらつくのは白。

　ロシアの雪原。

　第三次世界大戦と呼ばれたあの戦いの中で見た、科学の公式が一切通用しない理不尽。

（ああ……）

　それと重ねて、照らし合わせて、今度の今度こそ潮騒の全身から力が抜けた。

　腰が抜けた。

　思い知らされた。

（……ここは、この街は、本当に『戦争』の時代に突入しちまったって事なのか……？）

　その時だった。




　ゴォ!!　と。

　一台のアクロバイクが、そんな諦てい観かんを切り裂さくように勢い良く追い抜いていく。




「僧そう正じようォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　全力の叫びがあった。

　上かみ条じようの頭は沸ふつ騰とうしかけていた。

　それは筋違いかもしれない。怒いかりはおかしいのかもしれない。

　でも、だけど。

　僧正ほどの力があれば、できたはずなのだ。争わずに済ませる事も。なのにわざとヤツは争いを選んだ。選んで、蹴け散ちらし、ほくそ笑んだ!!

　あちこちに警備員アンチスキルの特とく殊しゆ車両が突き刺さり、無人戦力として投入された攻こう撃げきヘリや装甲車すら砂場の遊びのように蹴散らされる地じ獄ごくの様相であった。

　まさに今、地上に落ちて爆ばく発はつする事も許されず、ねずみ花火のように暴れ回る攻撃ヘリのローターが、現場に取り残された負傷者達をジューサーのように引き裂さく一歩手前であった。

　だが、そこで上条のアクロバイクは大きく飛んでいた。

　地面で暴れる攻撃ヘリを飛び越す。

　美み琴ことが磁力を操り、全力で攻撃ヘリの軌き道どうを逸そらす。ほんのわずかに、一〇センチ間かん隔かくで高速回転するローターはへたり込む警備員アンチスキルを食いそびれ、その真横を突き抜ける。

　一方で、上条の手には太いワイヤーがあった。

　潰つぶれた装甲車の側面に束ねて貼はり付けてあったものを拝借した。着地と同時にその端はしを僧正に向けて投げつける。首へと緩ゆるく巻きつける形で。

「ぬう？」

　そして後は重力が片づけた。

　上かみ条じようの通った道をなぞるように緩ゆるやかな山なりの弧こを描いていたワイヤーが、落ちる。先ほど美み琴ことがギリギリで軌き道どうを捻ねじ曲げ、今なお猛たける攻こう撃げきヘリの真上へと。

　ローターとワイヤーの接触。

　オレンジ色の火花が散り、

「ぬううううううううううううううううううううううううううううううううううう!?」

　……東南アジアのとある国には、ヘリコプターと呼ばれる拷ごう問もんがある。

　その名の通り、犠ぎ牲せい者しやの両手を縛しばってヘリのローターの端はしにくくりつけ、後はエンジンの回転数を上げていくという極きわめて乱暴な手法のものだ。遠心力を使った拷問、というのは世界的に見てもかなり珍めずらしいものだが、一方でこれは『加減』がとても難しく、対象から必要な情報を聞き出す前に死亡させてしまう事も多々あるらしい。

　だがこちらは、それにも増して残ざん虐ぎやくだっただろう。

　何しろヘリは真横に倒たおれていたのだから。

　高速回転するたびに僧そう正じようの枯れた肉体はアスファルトに叩たたきつけられ、痛みを感じる間もなく再び宙へ舞い上げられるのだから。

　もはや残像すら伴ともなうほどの、いっそ不ふ謹きん慎しんな笑いが込み上げるほど苛か烈れつな打ちよう擲ちやく。

　だがもはや上条の顔には安あん堵どの片へん鱗りんさえ浮かんでいなかった。

　彼はへたり込む警備員アンチスキル達にこう叫んでいた。

「危ないから下がって!!」

「えっ、あ……」

　一いつ瞬しゆん、ローターやワイヤーの高速回転に巻き込まれるのが、と警備員アンチスキル達は思ったかもしれない。だが続く少年の言葉は、彼らの常識を丸ごと破は壊かいしにかかる。

「あの僧正が、あの『魔ま神じん』が!!　この程度で死んでたまるか!!」

「わわわわわわわわわ分かっておるのではないかかかかかかかかかか」

　ドップラー効果、とはまた違うのだろう。小さな子供が扇風機に向かって声を当てるような、そんな冗じよう談だんめいた響ひびきさえ含んだ返答があった。

　だが今度こそ……笑う者など誰だれもいない。

　ここまでの暴力を、冗談で済ませられる脅きよう威いが目の前に存在するというだけの話。

　警備員アンチスキルの中には、両目をぐるりと回して失神する者まで出ていた。

　この場に留とどまるのは、誰にとっても危険だ。

　上条は素直にそう考え、

「来い、僧正!!」

「ほっほーい!!　言われずともなあ!!　さあ戦おう、また一つ『魔神』を知ろう！　なあに心配する事はない、その全すべてを終えて両者の距きよ離りをゼロまで縮めた時、お主ぬしは儂わしらの一部となり採点者の役を負うのじゃから!!」

　アクロバイクを使って本格的な逃走を再開する上かみ条じようと、攻こう撃げきヘリのローターを千ち切ぎり、ワイヤーを自みずから振り回して、まるで狩しゆ猟りよう道具の時代のブーメランのように投げ放つ僧そう正じよう。

　まだ終わらない。

　こんなのはほんの序の口。

（摩ま擦さつもダメ、電飾看板使って頭ぶち割ろうとしてもダメ、警備員アンチスキルの銃じゆう弾だんだの砲ほう弾だんだのでもダメ、ヘリのローターにくくりつけて一分間に一〇〇〇回以上地面に叩たたきつけたって全然ダメ!!　一見シュールに思えてもやっぱり『魔ま神じん』は『魔神』か、『聖人』だの『神の右席』だのだって飛んでくる攻撃には身を守ろうとする。第一位も攻撃を弾はじく。こいつは身を守る素そ振ぶりさえ見せない！　でもならどうすればこいつと同じ領域に立てるって言うんだ!?）

　だが一つ残念な事に、そもそも上条には切るべき札など用意がない。

　そこで、後部シートでお嬢じよう様さま座りをしていた美み琴ことから声が掛かった。

「ねえ、ちょっと、ねえってば！」

「何だよ御み坂さか！」

「あれが規格外の怪物だっていうのは分かったわ。私達の命を狙ねらっているのも、このまま放ほうっておいても大変な事にもなるのも！　その上で提案したいんだけど!!」

「何を!?」

「規格外の怪物っていうのは、ここにももう一人いるって事をよ!!」

「あっ、おいまさか、馬ば鹿か!!」

「なら逃げるだけじゃ駄だ目めよ、戦わなくちゃ。ここで何としても食い止めなくちゃ!!」

　するりと自分の腰から少女の腕が離はなれていくのは分かったが、今さら上条にはどうにもならなかった。車と違って、自転車やバイクの二人乗りは基本的に後部シート側からの協力が不可欠になる。

　自ら降りる意思を見せたらどうにもならない。

　後部シートから腰を浮かし、ブランコから降りるような気軽さで横座りの美琴がアクロバイクから身を離す。体感的には高速でスクロールしているように見えるアスファルトへと革靴の底を勢い良く押し付ける。ひょっとすると一部能力でも使っていたのか、かなり強引に急ブレーキを掛けていく。

　背後を振り返り、美琴は向かってくる僧正を待ち構える。

「くそっ!!」

　舌打ちして、上条も慌あわてて《フレイルターン》を使ってアクロバイクに急制動をかけ、一八〇度方向転換。背後をビタリと見据える。

　美琴も美琴で、一応は相手が尋常ならざる敵であるのは理解していたのだろう。『雷らい撃げきの槍やり』や『砂鉄の剣』などの牽けん制せいは使わず、いきなりゲームセンターのコインを取り出していた。

　超電磁砲レールガン。

　彼女の代名詞。音速の三倍で金属塊かいを撃うち出す事によって無類の破は壊かい力りよくを生み出す極ごく悪あくな攻こう撃げき手段。あまりの空気摩ま擦さつで五〇メートルも進んだ頃ころにはコイン自身がオレンジ色に溶けて消しよう滅めつしているとまでされる一撃。

　だが。




　ッッッゴン!!!!!!　と。

　僧そう正じようが乾いた腕を横に振るった途と端たん、解き放たれた一撃は真横へ大きく弾はじかれた。




「なっ、ん……ッ!?」

　美み琴ことが啞あ然ぜんとした声を上げるが、見ていた上かみ条じようとしては今さら驚おどろかない。

　勝敗に拘かかわらず、本物の『魔ま神じん』相手に殴なぐり合いへ持ち込めた事自体が奇跡的と見るべきなのだ。

　僧正は走る足を止める事すらしなかった。

　そして目の前の羽虫を振り払うように気軽な仕草でも、本物の超電磁砲レールガンは真横へ弾かれた。居並ぶ鉄筋コンクリートのビルの一いつ棟とうが根元からボキリと折れて路上へ迫せまる。

　木ミ乃イ伊ラの背後で、またも大樹のような泥どろの巨腕が伸びた。

　アスファルトを突き破って現れた腕が、ビルを摑つかむ。

　守りのためではない。

「あ」

　美琴が何かを言おうとした直後の出来事だった。




　二〇階建てのビルが木の枝のように振り下ろされた。




　　　　３




　爆ばく音おんとは、一定のラインを超えてしまえばむしろ静せい寂じやくを呼び込むものだ。

　あまりにも強きよう烈れつな爆ばく轟ごうが、それまでチロチロと残っていた火を吹き消してしまうように。膨ふくらみきった恒こう星せいが自分の重力に耐たえられずに大爆発を起こし、ブラックホールを生むように。

　迷いや悩みを生む有は、極限の肥大を経てやがては無へ導かれる。

　これぞ諸しよ行ぎよう無む常じようの境地。

　僧正が歩んだ仏教の辿たどるべき、悟さとりの道筋そのもの。

「……、ふむ」

　少し離はなれた横断歩道からは、カッコウの鳴き声に似た視覚障害者向けの音色が単調に続いていた。

　青空をゆっくりと飛ぶ飛行船のお腹なかには大画面が取り付けられており、そこには一七〇〇年に一度最接近するアローヘッド彗すい星せいのニュースが流されていた。

　ビルを丸々一いつ棟とう振り下ろした僧そう正じようは、泥どろの巨腕をそのままに、ようやくその足を止めていた。

　恐るべき破は壊かい力りよくだが、僧正はそんな『今さら言われるまでもない事』にはいちいち拘こう泥でいしない。

　彼が着目していたのはビルそのものだ。

　あれだけの勢いで振り下ろしたはずなのに、粉々になるどころか真っ二つに折れる事もなく、奇き麗れいにビルの形を保っていられた構造物の方だ。

　当然、鉄筋コンクリートがそこまで硬かったという話ではない。

　不可思議に見える現象にも、きちんとした理由がある。

「なかなか面おも白しろい手品ではあるのう。はて、これは磁力かえ？」

「……っさい、わね」

　ビルの向こうから、そんな声が聞こえた気がした。

「アンタが余計な事してくれたせいで、私が面めん倒どう見なくちゃならなくなったんでしょうが。あのままビルを放ほうっておいたら、中の人達がどうなっていたか分かったもんじゃないし……」

「はっは!!　そうかそうか、衆しゆ生じようを救うと来たか！　となると単純に磁力で受け止めるだけに留とどまらぬ。中の人間がグシャッと潰つぶされぬよう様々な策を講じておったのじゃろ───」

　言い終える暇ひまはなかった。

　ダンッ!!　と地を蹴ける音が響ひびいたと思ったら、常盤ときわ台だいのエースは振り下ろされた棍こん棒ぼうのように真横へ倒たおされたビルの壁面へと飛び上がっていた。

　断じて、ビルを支えながら回り込めるものではない。

　となると、

（あの『声』そのものも紛まがい物か。電話と同じく、薄うすい鉄板でも振動させておったのかもな。まともに下から支えても、割れたガラスの雨を被かぶるじゃろうし）

　ビュルン!!　と美み琴ことの腕から鞭むちのようなものがしなった。

　高速振動する砂鉄の集合体だ。それらはまずビルを支える巨腕を根元から切断し、返す刀で僧正自身へ狙ねらいを定める。

　だが、

「危ないのう」

　全く緊きん張ちよう感かんのない声で僧正が呟つぶやいた。

　そうしながら、彼は新たに地面を割って別の巨腕を生み出していた。

　適当にその辺のビルを引っこ抜き、砂鉄の剣に応じる。

　まるで、学校に不審者が入ってきたので思わず椅い子すや消火器を手に取ってしまいました、くらいの気軽さ。それだけで、中に何十人、何百人いるのかも分からないビルを使い潰そうとしている……ッ!?

「こいつ!!」

　意図せず鞭むち状じようの『砂鉄の剣』をぶつけてしまってから、美み琴ことが吼ほえる。

　僧そう正じようは気にした素そ振ぶりもない。

「さあて、お嬢じようさん。衆しゆ生じようを救うと言っても色々あるぞ」

「ッ」

「ビルの人間は何も分からず恐怖も苦痛もなく死ぬ。これも救いではないか？」

　呟つぶやきながら、僧正は次々にビルを引っこ抜いて放ほうり投げる。

　流石さすがに美琴でも両手では押さえきれない。能力は人命優先、建物の方は水道管や鉄筋などを引っ張り出してわざと押し潰つぶされるクッションを作るが、それもいつまで保もつか。『中身』が潰れないよう苦戦しながら何とか受け止め、支えようとするが、その上からさらに遠えん慮りよなくビルが積み上げられていく。

　一回でもミスすれば、どれだけの人間が内部で潰れるか分かったものではない。

（まずい、延々やられたらこっちが潰される!!）

「くそっ!!」

　美琴はとっさに砂鉄の剣を振るった。

　僧正を攻こう撃げきするためではない。

　彼の足元の地面を大きく切り裂さき……真下にある地下鉄のトンネルへ叩たたき落とすためだ。

「ほっ」

　いっそ木ミ乃イ伊ラは笑っていた。

　初孫の作った落とし穴にわざとはまって喜ばせる老人のような危機感のなさで、真下へ沈み込んでいく。

　わずかに得た十数秒の猶ゆう予よで、美琴は磁力を使って持ち上げていたビルの群れをどうにかこうにか下ろしていく。

　その時だった。

　ギャリギャリギャリ!!　とタイヤが地面を嚙かむ音が美琴の後方から響ひびき渡る。

　そう思った時には、すでに踵かかとからすくうような格好で彼女の体が宙に浮いていた。《スライディング》。後からやってきた上かみ条じようがアクロバイクを使って真後ろから足払いを掛け、美琴の腰を後部シートへ強引に乗せたのだ。

　彼は叫んでいた。

「だから真正面からじゃ駄だ目めなんだって!!　何億分の一だろうが何兆分の一だろうが、どれだけ弱体化したって『魔ま神じん』は『魔神』なんだ！　早く摑つかまれ、あいつはすぐに来る!!」

　ボコン!!　という鈍にぶい音が響いた。

　地面が盛り上がっている。土もアスファルトもお構いなしに形を崩くずし、海面をサメのひれが走るように『何か』が上かみ条じよう達へと迫せまり来る。

「ち、ちょっと何あれ!?　わわわわわっ!!」

　上条が勢い良くアクロバイクを起こして本格的な逃走に入った途と端たん、ボゴォッッッ!!　と地球が割れた。

　中から飛び出してきたのは、乾いた両手を大きく広げた僧そう正じよう。

　真下からは開いた掌てのひらが二つ。泥どろの巨腕はまるで巨大な花のように『魔ま神じん』の到来を彩いろどっている。

「さてどうするね、上条当とう麻ま」

　木ミ乃イ伊ラはやんわりと地に足をつけ、

「気づくのが早いか遅おそいか。儂わしは最初にそう言ったはずじゃぞ？」

　ッッッドン!!!!!!　とロケットエンジンのような勢いでこちらへ突っ込んできた。
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「……、」

　秋あき川かわ未み絵えは上下逆さになったまま沈ちん黙もくしていた。肩まで伸びる黒髪に、健康的ではあるが一二月にしてはやや不自然に焼けた肌。唇くちびるには派手になり過ぎない程度のリップクリーム、爪つめにもほとんど透とう明めいなマニキュアが塗ぬってあった。自己主張はしたいが、周りにバレてあれこれ言われるのも嫌いやだ。そんな相反する内情が透すけて見えているのが微ほほ笑えましい。服装については白系の長なが袖そでのセーラー服に、平均よりやや短い程度の冒険心のミニスカート、さらに腰の辺りでミントグリーンのカーディガンを袖の所で縛しばって巻きつけていた。寒さ対策の装備というより、階段を上る時に下からスカートの中を見られないようガードしている意味の方が大きいかもしれない。肩から提さげているのも三〇〇〇円のスポーツバッグ。一見して女子中学生としておかしな所は特にないが、問題なのはやはりその体勢であった。

　何というか、ええと、パイルドライバーだったか。バックドロップでもジャーマンスープレックスでも何でも良い。とにかく派手なプロレス技を喰くらった直後みたいになっている。何にしたって両足をガバリと開いて尻しりを天に突き出すこの仕草、うら若き乙おと女めがキープして良いポーズではない。というか前述のカーディガンガードはどこへやら。ちなみに下着だけは歳とし相応と呼ぶにはやや大人びていたのはここだけの話である。

　どうしてこんな事になったんだったか。

　そうだ、そう。確か今日は防犯オリエンテーションで、通常授業なんてやってなくて、学校から学校へ自由に行き来して治安役、人質役、犯人役がそれぞれポイントを稼かせぐ行事だったはず。とはいえ彼女は全く興味がなく、これ幸いと学校を抜け出して適当に息抜きしていたのだ。商業ビルの中で、母親にお使いを頼たのまれて父親の元までお弁当なんて運びながら。

　が。

　そこで何だか良く分からない事が起きた。

　ビルが逆さにひっくり返ったのだ。

　自分でも上手に説明できないのだが、事実そうなのだからそれ以外に言葉が出てこない。そしてそれは、何も彼女に限った話でもない。

『だからねえ！　そんな風に言われて信じろっていう方が難しいでしょ。なに、ビルが飛んだ？　地面に逆さに刺さった？　うちの社員なら建築や設計の基本くらい学んでいますよね。一体二五階建てのビル一いつ棟とうで何百トンあると思っているんですか！』

「ええ、ええ。仰おつしやる通りです。でもですね、あの」

『業務が滞とどこおっているのならもっとまともな言い訳を考えてください。これは上にも報告させていただきます。大体ですね秋あき川かわさん、あなたはこの前も液化建材の発注ミスで───』

　ひっくり返ったまま音源へ目をやってみれば、彼女の父親が携帯電話を耳に当てたまま困り顔でぺこぺこと頭を下げていた。どうせ相手には見えないのに律りち儀ぎな事だ。大体、事件（？）に巻き込まれているのはこっちなのに、何を謝る必要があると言うのか。こんなのテレビやネットニュースがざわつけばすぐにでも自分達が正しいのは判明する。それでもなんやかんやで電話の相手は絶対に謝らないだろうと娘の未み絵えは思う。

　何でこんな風になっているんだろう。

　いつからレールがおかしくなったんだろう。

　こちらについては、メガネにバーコード頭、瘦やせぎすの背中をいくら眺ながめてもサッパリ思い出せない。

「はあ」

　口に出して、思ったよりもずっと冷たい音域の吐と息いきがこぼれた。

　いつまでもこうしていたって仕方がない。秋川未絵はひっくり返った状態から自力で起き上がると、尻しりや背中をパンパンと叩たたく。父親は済まなそうな目でこちらをチラリと見たが、すぐに無意味な謝罪に戻っていった。彼女も彼女でひらひらと手を振り、父親とは別れる。お弁当を届けるというミッションはもう済ませてあるのだ。

　あちこちにガラスが散らばり、ちょっと危ない廊下（の厳密には天てん井じよう）を歩きながら、未絵は自分の携帯電話を取り出した。

　こっちはこっちで、母親に掛ける。

「お使い終わったよ。なんかちょっとすごいトラブルに巻き込まれているんだけど」

『聞いたー！　ビルが飛んで逆さに突き刺さったって！　最初バイラル系のお騒さわがわせニュースかと思ったけど、どうもほんとだったみたいね。なに、ナマで現場見ちゃったの？』

「ていうか中に入ってた」

『ヴえ!?』

　流石さすがに看過できなかったようだが、秋あき川かわ未み絵えはひらひらと手を振った。

　……振ってから、ぺこぺこ頭を下げる父親と大してリアクションが変わっていないな、と自分で気づく。

「自分でも不思議なんだけど、私もお父さんも怪け我がしてないから大だい丈じよう夫ぶだよ。あっちはあっちで会社に説明するのに四苦八苦しているみたいだけど」

『あはは、そりゃあねえ』

「……ほんと、格好悪いトコしか見てないよね、あの人」

　知らず、声が暗く重たくなる。

　暗に、何であんなのと結婚したんだ、宝飾デザイナーで稼かせぎも五倍以上開きがあってアローヘッド彗すい星せいから新たな宝石を引っこ抜こうなんてプロジェクトにも一枚嚙かむほどの影えい響きよう力りよくがあるくせに、などと言っているようなものだった。

　が、特に気分を害する事もなく、少女の母親は即答した。

『何な故ぜならね、お母さんの作った宝石はお父さんの作った大金庫で安全に守られているからよ。未絵が知らないだけで、あの人にはすごい魅み力りよくがいっぱいあるんだから』

「そうかあ……？」

　ついガチで本音が出てしまった。

　それでもやっぱり母親は平常運転だ。その程度で傷つくような絆きずなでもない、と言わんばかりに。

『そもそも私としては、磨みがき上げられた金庫の方が中身よりキレイだと思うけど。宝石なんてお飾りよ、文字通りの。ルビーやサファイアが高値で取引されているのは、数が少ないからでも赤や青に輝かがやくからでもない。ただ人がそういう付加価値をつけたから。それだけなんだもの』

「ふかかち？」

　中学生の秋川未絵にはちと早い、と自分で思ってしまった。

『そうよー。今お母さんが進めているプロジェクトはね、液体ダイヤっていうの。五〇〇カラット相当で六兆円くらいするものなんだけど』

「……こっかよさんみたいなすうじがでているね」

『あっはは！　こんなの誰だれも買い取らないから好きなだけ吹っかけられるのよ。どこぞの王室に献上された世界最大のダイヤと一いつ緒しよ。そもそも液体ダイヤなんて言ってもね、そんなの作れないのよ理論上』

「？」

『ダイヤは熱しても液化しない。融ゆう点てんを持たないからね。その矛む盾じゆんを解決するからとんでもない価値がつけられているんだけど、これ、実際はちょっと加工した海水なのね』

「え、海水？」

『海水には様々な貴金属が溶け込んでいるの。純金やプラチナ、レアアース、それに炭素も。こうしたものを凝ぎよう縮しゆくして、ハート形なり星形なりの容器に詰つめたのが液体ダイヤ。公式には五〇〇カラットなんて呼んでいるけど、実際の成分は顕微鏡サイズで、全部集めたって一カラットあるのかどうか……。というか、工業用のジェットカッターにだって水の中にダイヤの粉末を混ぜているのに、どうした事か人間って「天然モノ」って言葉に弱いのよね。だから、そんなものに無限大の値札をつけていく。珍めずらしい、見た事がない、今までにないものだって』

　呆あきれたように母親は言った。

『なんて無意味な商売なのかしらね。アローヘッド彗すい星せいで騒さわがれている七番目のエイコンドライトだって似たようなものよ。あれ自体が眩まばゆい光を放つ訳じゃない。説明されなければただの石ころにしか見えない。……だからお母さんはね、不変の輝かがやきが宝石の魅み力りよくなら、金庫室の方こそすごいと思うのよ。きちんと積み上げて、積み上げた分がそのまま不変性に結びつく。素直で誠実で、何よりその美しさは絶対に揺ゆるがない』

「……、」

『そんなこんなでお父さんにはいっぱい素す敵てきな所があるのよ。でなけりゃ私だってあの人と結婚なんかしてないって。夢や希望だけじゃあ指輪の交換はできないのだぜ？　あっはっはー』

　何だか笑い声と共に電話を切られてしまった。

　まあ秋あき川かわ未み絵えとしても夫婦仲が悪化して離り婚こん大戦争とかになっても困る。のろける程度に健全だったら別に何でも構わないのだが。

「？」

　ぎぎぎぎぎ、という鈍にぶい金属音が響ひびいたのはその時だった。

　何となく気になってそっちに向かってみれば、宝飾店だった。店員らしき影はない。ショーケースは派手に砕くだけてガラスは散乱していたが、床（いいや天てん井じようか）に散らばっている指輪やネックレスに大した値段はついていないと少女は知っている。本当に大切なものは、奥の金庫に仕舞ってあるのだ。

　その大金庫のようだった。

　彼女の父親が作り、母親が心の底から尊敬している分厚い扉。

（これがねえ……）

　いまいち良く分かっていない顔で秋川未絵は扉を眺ながめていたが、その内におかしな現象が発生した。まるで夏の日に路上へチョコレートを置いたように、堅けん牢ろうなはずの扉がみるみる歪ゆがんでいくのだ。

「なっ、ちょ……何これ何これ何これ!?」

　驚おどろく未絵だが、少し冷静になってみよう、と努める。

　大金庫はそもそも重い。何十トン、下へ手たすれば一〇〇トンを超えかねないほど。壁が分厚いのだから当然だ。そしていくらリスクシミュレートを重ねてきたと言っても、まさかビルごと引っこ抜かれてぶん投げられ、逆さに突き刺さるなどとは想定していないのでは？

　平たく言えば、きっと自重で金庫室全体が潰つぶれかけているのだ。

　一枚岩の壁と違い、複雑な機構を持つ扉の方に皺しわ寄よせが襲おそいかかって来ているのだ。

　バギン、バギン！　と少女の見ている前で金属の破断する音が連続する。彼女の知る由よしもなかったが、それは円形の扉をロックするために使う強力なデッドボルトのものだった。ただ彼女に分かるのは、歪ゆがみに歪んだ扉が外側へ、ぎい……と開いてしまった事だけだ。

「ちょっと、これ」

　……かなりヤバいんじゃないだろうか。

　思わず出口の方を振り返り、大人の人を呼んでこようか考えたが、そこで廊下の方からこんな若い男達の声が飛んできた。

『なあおい、マジでやるのかよ。そりゃ防犯オリエンテーションの最中だし、多少怪しい素そ振ぶりをしていても犯人役のふりしてりゃあ素通りできるかもしんねえけど』

『ビルが引っこ抜かれたって事はケーブル系もみんな切断しているんだろ。今なら電子ロックも防犯カメラもまともに動いてねえぞ。盗み放題ってヤツだ』

『そういえば、確かここの大金庫だったよな、ニュースに出てた。五〇〇カラットの液体ダイヤが保管されているとかっていう……』

　心臓が鷲わし摑づかみにされる。

　もう大人は……というか、赤の他人はあてにできない。

　この大金庫は父親が作ったもので、液体ダイヤは母親が温めてきた大きなプロジェクトだ。こんな所で盗まれたら、二人とも大きな傷を負う羽は目めになる。

　決断は早かった。

　秋あき川かわ未み絵えは自重で歪んだ扉から大金庫の中へ潜もぐり込む。中はステンレスみたいな銀色に輝かがやく、鍵かぎ付つきロッカーが四方の壁を埋うめ尽つくしたような空間だ。実質、ほとんどの宝石は無事のようだが、運が悪い事に液体ダイヤの扉だけ破れている。円筒形の保護容器の中で、ハートの形をした液体ダイヤの入れ物が無造作に輝きを放っていた。

「ええい!!」

　秋川未絵は液体ダイヤの保護容器を摑むと、そのままとんぼ返りする。大金庫の中に籠ろう城じようするつもりはない。宝飾店から飛び出すと、早さつ速そく若い男達がこちらの動きに気づいたようだった。

「あいつ！」

「ちくしょう、考える事はみんな一いつ緒しよか」

「おい、あいつが持っているのニュースで見たぞ。液体ダイヤだ!!」

（一緒にすんなバカ!!）

　いくつもの足音が迫せまり来る。秋川未絵も本格的な逃走に移る。防犯オリエンテーションを軸とした、予行練習では済まされない逃亡劇がもう一つ幕を上げていく。
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『だからですね、隕いん石せき、彗すい星せい、小惑星、まあ色んな分類がある訳ですけども、今回の場合はいわゆるエイコンドライトと呼ばれるものでして……』

　家電量販店のウィンドウに並べられたテレビから、いかにもお堅い教育番組の流れる昼下がり。

　浜はま面づら仕し上あげは路上に座り込んだまま、首根っこを摑つかまれていた。

　摑んでいるのはフレメア＝セイヴェルンの小さな手だった。

「にゃあにゃあ!!　大体、犯人役をゲットしたぞ。これでスタンプ一つ!!」

「……、」

　興こう奮ふん冷めやらぬ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの八歳児は先ほどから人の話を聞いていないらしく、何度浜面が人質役と説明した所で誤解が解ける事はないのであった。もう知り合って結構経たつし、途中何度か命を助けているとも思うのだが、どうやら初見の『悪人顔』の印象は全く払ふつ拭しよくされていないらしい。……別に自分が善人であるとも思っていないため、浜面としては強くも出られないのだが。

「スタンプカードを全部埋うめれば給食に秘密の裏メニューが出てくるんだ。にゃあ！　びーふすとろがのふ!!」

「また凄すげえの食べようとしているな。ストロガノフってロボットの名前みてえじゃね？」

　もうさっさと防犯オリエンテーションの集計係の所までついていって、係員の口から誤解を解かせた方が手っ取り早そうだ、と考えた浜面はとりあえずフレメアに言われるがままに起き上がる。ぐいぐい手を引っ張る彼女についていく格好になる。

『このエイコンドライトというのは大きく分けて六種類あり、太陽系の成り立ちを調べる上で重要な資料になるとされてきました。ところが今回アローヘッド彗星が特に注目されているのは、どうやら七番目のエイコンドライトが見つかるかもしれない、という点ですな。いやぁ、未知の七番目が小惑星ではなく、氷の塊かたまりの中にある一ひと握にぎりの鉱物から出てくるというのもロマンチックじゃないですか』

「なあフレメア、アローヘッド彗星って知ってる？」

「に、にゃあ……？　大体、浜面のくせに小難しい事言うなんて生意気だ！　にゃあにゃあ！」

「……たまに忘れそうになるけど、お前はやっぱりフレンダの妹だよな」

　うんざりしたように言いながらも、うろ覚え極きわまりないテキトー知識を披ひ露ろうする浜面。

「何でもでっかいお星様が落ちてくるんだとさ。願い事なんてし放題なんじゃねえの？」

「……、」

　そこで。

　浜はま面づらの手を摑つかんでいるフレメアはわなわな震ふるえ始めると、

「にゃあにゃあ!!　ま、まさかそこまでの悪党だったとは。浜面には劇場版はまだ早い!!」

「別に俺が落っことす訳じゃねえから！　世界も滅めつ亡ぼうしねえし!!」

　と、その時だった。

　浜面のポケットから携帯電話の着信音が鳴り響ひびいた。

　手に取って画面に目をやれば、どうやらメールが着信したようなのだが……、

「何だこりゃ。『アネリ』から？？？」

　思わずフレメアの手を摑んだまま立ち止まってしまったのは、メールの全文が文字化けしていて意味不明だったからだ。眺ながめていても仕方がないのだが、何となく放ほうってもおけず、ついつい無む駄だに画面を凝ぎよう視ししてしまう浜面。

　次の瞬しゆん間かんだった。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　そんな彼らの目の前を、全速力のアクロバイクと紫の法ほう衣えの木ミ乃イ伊ラが横切っていく。




　凄すさまじい突風にフレメアは頭の帽ぼう子しを押さえ、浜面は驚おどろいて画面から目を離はなした。

　が、その時にはもう何もない。

　着信がなく、そのまま横断歩道を渡ろうとしていたらどうなっていた事か。

　真実を知るプログラムだけが、あちこちの防犯カメラから浜面とフレメアの二人を観察している。
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　驚くべき事に、単純な速度勝負では僧そう正じようを振りきれない。

　音速すら超える『聖人』とはまた違う。単純な速度だけなら確かに彼らの方が上だろうが、僧正は無理をしていない。絶対に自じ壊かいしない。つまり瞬発力だけでなく、永遠に等しい持続力を持っている。考えようによってはこちらの方が怖いくらいだ。

　自転車を操る上かみ条じようは細かく何度も角を曲がり、下りの階段を飛んで、手すりに車輪を乗せる《スロープクリア》で滑かつ走そうし、公園を横切って細い路地を突っ走る。強力なジャイロやサスペンション、モーターなどで支えられ、『扱あつかい方次第では前輪だけで立って車留めのポールの上をピョンピョン跳べる』とまで呼ばれるアクロバイクでなければ途中で何度転てん倒とうしていたか分かったものではない。

「僧正は!?」

「あのジジィなら……角を、かど、かー、あああーっ!!　来てるっ、やっぱこっち来てる!!」

　美み琴ことの叫びに応じる格好で、さらにペダルを漕こぐ力を増していく上かみ条じよう。

　路地を埋うめるゴミの山が邪じや魔まだし、大ジャンプすると壁から突き出たエアコンの室外機に激突する。上条は走行中に前輪をロックし後部シートの美琴ごと後輪を浮かばせると、ハンドルをひねる。ここまでは《フレイルターン》と同じだが、今度は途中で前輪のロックを解除した。

《フライングＤ》。

　ぶわりと車体が完全に浮かび上がり、宙でアクロバイクが水平になる。そのままぐるりと横一回転し、ジャイロの力を使って無事に地面に着地する。上と下、双方の障害物をクリアしてさらに爆ばく走そうする。

「何気に大技じゃなかった!?」

「いや慣れると簡単だぞこれ。どこでもスイスイ行ける、空だって飛べる。俺じゃなくてマシンがすごいんだ。何やっても絶対コケないぞ」

　続けざまにいくつもの角を細かく曲がっていくと、横座りお嬢じよう様さまスタイルで後ろの確認ばかりしていた美琴の声のトーンも変わってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ……かな。油断ならないけど、見えなくなってきたわ……」

　速度では勝てなくても、単純に向こうがこちらを見失うように誘ゆう導どうすれば良い。追っ手を撒まく時の基本は『魔ま神じん』相手にも通用するものらしかった。

　それでも何となく立ち止まるのが怖くて、上条は速度を落としながらもペダルを漕ぎ続ける。

　路地裏を越えて大きな通りへ出る。

「ぜえ、ぜえ……。これからどうする、いやマジで」

　指を鳴らすよりも簡単に世界を壊こわして作り直す、全盛期のオティヌスと比べればまだマシなのかもしれない。だけど結局『魔神』は『魔神』だ。あんなのと考えなしに鬼ごっこを続けていたら、学園都市が街の形を保っていられる保証さえなくなる。

　これまでも学園都市の危機なんて何度もあった。

　人の命なんて顧かえりみない連中もたくさんいた。

　だけど、『僧そう正じよう』はどこか違う。

　意図して大量の命を奪うばおうと大おお仰ぎような計画を立てる訳ではない。魔ま術じゆつサイドの存在を隠かくそうとするために、表立った破は壊かい行為を控える訳でもない。

　ただ単純に己の目的を達する。

　手足を振り回した結果、一〇〇万人単位の人命が失われても知った事か。

　その程度の意思しか感じられない。

　何が迷惑をかけないだ、何が形のない安心だ。僧正のやる事は支し離り滅めつ裂れつ過ぎる。

　美琴は美琴で、横座りのまま両手を回して上条の背中にしがみつきながら、

「あいつ、私達がいなくなった途と端たんに駄だ々だこねたりしないでしょうね。早く出てこないと無差別に街を破壊する、とか」

「何とも言えないけど、おそらく率先してはやらないと思う」

「どうして？」

「別に良識の問題じゃない。あいつがそういうやり方を好んでいるなら、最初のコンタクトの時に俺の前に立とうとしなかったはずだ。初しよっ端ぱなから人質を取って俺の方を待ち合わせの舞台へ案内させたはず。単純に趣しゆ味みの問題なんだろうけどさ」

「なるほど。うちの第五位が肉弾戦なんか絶対に挑いどんでこないのと一いつ緒しよか。できるできないの問題じゃない訳ね」

「とはいえ、放ほうっておいたら延々追われ続ける恐怖を味わうばかりだ。広いとは言っても一つの街の中の話だし、あんなのを野放しにもしておけない。どうにかして逆転の手を考えなくちゃならないんだけど……」

「とりあえず、周りを巻き込まないのが前提よね。どこか人ひと気けのない場所で……変に摑つかんで振り回せるビルも少ない……大きな公園とか、山の中とか？」

　その言い分に、上かみ条じようは場違いにも少しだけ笑いそうになった。

『魔ま神じん』との戦いに周りを巻き込まない。とても当たり前の事なのに、なんと困難を極きわめる事か。全盛期のオティヌス相手だったら絶対に考えられなかった事だ。

「御み坂さか。じゃあ周りを気にせず戦える環境を整えたら、あの僧そう正じようとかち合って勝てると思うか」

「あんなヤツ！　卑ひ怯きような手さえ使ってこないなら、今すぐにだって……ッ!!」

「御坂」

　改めて名前を呼ぶと、『うっ』と後ろの少女は声を詰つまらせた。

　白状するように彼女は言う。

「……分かんないわよ、やってみなくちゃ。少なくとも一〇〇％絶対勝てるーなんて楽観できるヤツじゃないのは認めるけど」

　自信の塊かたまりにしては殊しゆ勝しような言い方である。

　そしてペダルを漕こぎながら、上条はこう提案した。

「それを一〇〇％に持ち上げられない限り、闇やみ雲くもに僧正とぶつかるのはダメだ。あいつのモラルは見ての通り、人命なんかこれっぽっちも考えちゃいない。命いのち乞ごいしたって見逃してくれるようなヤツじゃないぞ、あいつは」

「分かっているけど、でもそれじゃ堂々巡りじゃない？　一〇〇％あの化け物を倒たおせる手段って具体的に何よ。ゴミ処理場の焼しよう却きやく炉ろにでもぶち込む？　印刷所の輪転機に挟はさんでペシャンコにする？　アメリカ大牧場御ご用よう達たしの巨大芝しば刈かり機でも持ってきて全身ズタズタの細こま切ぎれにする？　何やったって笑顔でカムバックするイメージしか湧わかないんだけど」

「……う、うへえ。意外とえげつない方法がサラサラ出てくるんだな、御坂って」

「どっ、ドン引きするな!!　頼たのまれて列挙しているだけなのに!!　ゴニョゴニョ（あれえ!?　昨日立て続けにゾンビ映画を観みたのがまずかったか……っ!?）」

　ただ、そこは上かみ条じようとしてもネックだった。

『魔ま神じん』を倒たおす……具体的にどうやって？　かつて正しよう真しん正しよう銘めいの『魔神』であるオティヌスと正面切って戦った事もある上条だが、あれは例外中の例外だろう。そもそも勝負になっていたかどうかも怪しいのに、まして『勝った』などとはとても言えない。

　今度の僧そう正じようはああいう風にはいかない。

　挑戦して挑戦して挑戦して……最後の最後に向こうが折れてくれるなんて期待はできない。

　分かっている。

　そんな事は百も承知だが、さてここで堂々巡りだ。

　具体的にどうする？




『まったく、仕方のない野郎だ』




　唐とう突とつだった。

　男の声……のようなものを耳にして思わずそちらに目をやってみれば、真っ赤な紙を折って作った模型飛行機のようなものが上条のアクロバイクと並走していた。

　一いつ瞬しゆん、僧正側の追跡装置か何かかと思って身構えたツンツン頭だったが、

『俺様を忘れたか。世界を支える四つ角の一つ、「神の右席」において赤と右を司つかさどるのが何者だったかを浮かべればすぐに答えは出るはずだがな』

「……フィアンマ？」

　上条はそう呟つぶやく。

　少年の背中に張り付いている美み琴ことはまだ怪け訝げんな顔のままだ。

　模型飛行機はその主しゆ翼よくを糸電話のカップのように震ふるわせて『声』を紡つむぐ。

『状況は大体把は握あくしている。僧正への対抗手段もある。俺様の手には、オティヌスに動作不良を起こした「妖よう精せい化か」の術式があるからな。こいつをさらに先せん鋭えい化かさせて「魔神」の肉体が剝はく落らくする速度を圧あつ倒とう的てきに上げてやれば、ヤツらを専門に滅ほろぼす術式として完成するだろう』

「『魔神』を……」

　ごくりと喉のどを鳴らして上条は尋ねる。

「あの『魔神』を……人の手で倒せるのか？」

『できない事など口に出さん、俺様はそのためにここまで来た。そうだな、第五学区、セントラルパークまで顔を出せ』

「第五学区？　大学生が多いとかっていう？」

『そこまで知るか。どうせ僧正は黙だまっていても貴様達を追い駆けるだろう。ポイントに誘ゆう導どうすれば後は俺様が引き継ぐ。こちらとしても、「魔神」と相対するのはこれが初めてではないからな。心配はいらん』

「……、」

　その言葉を聞いて。

　永遠の終わりの見えない逃走劇から解放されるのだと知って。

　ふらり、と上かみ条じようの全身から力が抜けた。アクロバイクは前輪と後輪にジャイロがついているとはいえ、やはり人間側の努力は不可欠だ。ついつい勢いを殺してしまい、上条の足が地面へと押し付けられる。

　ようやっと、安あん堵どの息を吐はく。

　ほんのわずかな、それでいて確実な休息。

　直後の出来事だった。
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　僧そう正じようがニタリと笑った。
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　グアバッッッ!!!!!!　と。

　唐とう突とつにアクロバイクの真横の地面が盛り上がったかと思ったら、巨大な鰐わにの口のようなものがフィアンマの模型飛行機を丸まる吞のみにした。その正体はアスファルトを割って飛び出した泥どろの巨腕で、その掌てのひらでもって握にぎり潰つぶした、といった方が近かったのかもしれない。

「な……」

　上条の全身を異様な緊きん張ちようが包む。

　そうこうしている間にも役目を終えた巨腕はボロボロと崩くずれていく。

　ブラインドの向こう。

　改めて開かれた視界の奥。




「うほほーい☆　待ったー？」

　と、枯れ枝のような手を振ってこちらへ駆け寄ってくる、紫の法ほう衣えの『魔ま神じん』が一人。




「う」

　もう恥はじも外がい聞ぶんもなかった。

　上条は後ろに美み琴ことを乗っけたまま、全体重をアクロバイクのペダルへ乗せる。前輪をロックし、全体重を掛けてペダルを漕こぎ、後輪がたっぷりとエネルギーを蓄たくわえてから、上条は前輪のロックを解除するのではなくそのままウィリーを決めた。

　ズドン!!　と車体は前ではなく宙へ跳ちよう躍やくする。

《テイクオフ》。

　まるでカタパルトで発射される戦せん闘とう機きのように上かみ条じよう達は解き放たれる。

「うおおおおおおァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　絶叫する。

　絶叫しながらとにかく走る。

　僧そう正じようも僧正で速度が跳ね上がる。その周囲のアスファルトが次々と割れて、いくつもの泥どろの巨腕が飛び出す。上から踏ふみ潰つぶすような格好で迫せまり、上条達のアクロバイクが強力なサスペンションの力を借りて二メートルも飛び上がった途と端たん、その真下を横よこ薙なぎの一いち撃げきが通り過ぎていく。そのたびに街路樹がへし折れ、風力発電のプロペラが飛んでいき、近くのビルの壁などに突き刺さっていくのが良く分かる。

「何あれ!?　やっぱまともじゃないわよあんなの!!」

　美み琴ことが思わず大声で理り不ふ尽じんに憤いきどおっていた。

　僧正はたかが一対一の戦闘なんて考えていない。そんなスケールではない。まるで模型でできた街に強力な掃除機を持ち込むような、風景全体を削けずり取ってその中にターゲットが混じっていればそれでいいやと語るような、そんなぞんざいな扱あつかいさえ感じられる。

　そう。

　僧正は戦っていないのだ。

　ただ一方的に獲物を追い詰つめ、狩り出す。それしか考えていないのだ。

「どうすんのよ、こんなの!?」

　美琴からの質問に、上条は歯を食いしばる。

　今はこう言うだけだ。

「頼たよるしかない」

「誰だれに!?」

「さっき話をしたフィアンマに!!　『妖よう精せい化か』って言葉はオティヌスとか、デンマークの攻防の中でも何度か耳にした事がある。あいつがその正体を知って自分のものにできるとしたら、確かに対『魔ま神じん』に一番詳しいのはフィアンマって事になるかもしれないんだからな!!」
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　とりあえず液体ダイヤの保護容器は肩に引っ掛けている三〇〇〇円のスポーツバッグの中に突っ込んだ。

　そうしながら、秋あき川かわ未み絵えはどこかに携帯電話で連絡を取っている。

『いい、未絵ちゃん。馬ば鹿かな事を考えるのはやめて、すぐに液体ダイヤの容器を放ほうり捨てなさい。お母さんはそれでも構わないから！』

「でもお母さん！」

『時価六兆の宝石なんて盗まれたって誰だれにも売れない。製法と特許はうちしか持っていないから別の容器に移してブラックマーケットへ流されたってすぐ追尾できる。海水容器内のプランクトンを調べれば個体識別だってできるから、国際法上でも取り返せる。だから大だい丈じよう夫ぶなの、何も心配ない。未絵ちゃんがそんな危ない橋を渡る事はないから!!』

「だけど」

　彼女は電話を手にしたまま唇くちびるを嚙かんで。

　告げる。

「だけどそれじゃ、『盗まれた』って事実を作ったら、それだけでお父さんもお母さんも傷つけられる。これまで胸を張って歩いてきた道の全部を！」

『未絵ちゃん!!』

　これ以上の会話は無理だ。未絵は携帯電話を切る。

　あっちこっちを走り回るが、とにかく心臓に悪い。防犯オリエンテーションに加えて謎なぞのビル投射事件、さらには方々で交通事故も頻ひん発ぱつしているらしい。渋じゆう滞たいができたり歩道に人が溢あふれたりしているが、何だか誰も彼もが強盗に見えてくる。

（とっ、とにかくお母さんの会社に行こう。そこまで行けばこれを預かってもらえるはず）

「あらちょっと、ほんとにここでお別れ？　だとすると帰りは電車になっちゃうんだけど」

「同どう僚りようがトラブったんだとさ。潮しお騒さいのヤツがしょげてる。これから現場検証と緊きん急きゆう手配の用意。ったく、それにしても警備員アンチスキルの装備に手を着けるとはいい度胸じゃんか」

「うーん、こういう仕事に振り回されている貴女あなたの顔を見ていると、本格的に復職するのもどうかなーって思っちゃうわよねえ。やっぱりもうしばらくボランティアでいようかしら」

「桔梗ききよう……。ああもう、仕事がないのが常態化していくととことん大人って腐くさっていくのな。注意が必要じゃんよ」

　角を曲がった所で大人の女性達とぶつかりそうになり、『ひっ！』と秋川未絵は甲かん高だかい声を上げそうになる。怪け訝げんな顔をする彼女達の横を慌あわててそそくさと通り過ぎていく。

　警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントというのも頭には浮かばなかった。平常運転から外れてしまえば、彼らだって『赤の他人』だ。この液体ダイヤを他ひ人と事ごとにできない、安易に売り払ったりできない、そんな人にしか預けられない。

「……地下鉄は……よし、止まってない！」

　表は小規模の渋滞ができていたが、流石さすがに地下深くには関係ない事だったらしい。いつも通りにＩＣカード機能を持った携帯電話を自動改札にかざして、彼女はホームを目指す。人前にさらすのは危険だが、でも気になって、スポーツバッグの中をこっそり覗のぞき込む。

　特に液体ダイヤの容器が割れたりはしていない。

　何しろ時価六兆円だ。やわな構造はしていないのだろう。

　とりあえずホッとする彼女だったが、そこで気づいた。

　ハート形の五〇〇カラット容器の外にある、円筒形の保護容器。その表面に、おかしな英数字が刻みつけてあったのだ。

『1.5V 22MHz』

（な、何これ……ボルト、メガヘルツ……？）

　宝石だのセキュリティだのに詳しくもない未み絵えはド素人しろうと丸出しで変換していたが、直後に自分で思い浮かべた単語に冷や汗が出た。

　ホームでは、すぐ近くで誰だれかが話をしている。

　一人はアオザイを着た女子高生くらいの目つきの悪い少女で、もう一人はパンクロックみたいな黒革の衣装の上から、白いフード付きのパーカーを羽は織おった、いいやフードの部分だけ頭に引っ掛けた小さな少女だ。

「おっ、何だ何だ。びびびと来たぞ。さーてーはーミサカのすぐ近くで金目のものを持ってるヤツがいるなーっ!!」

「その前に何で私がお前の荷物持ちやらされているのか説明しろよ」

「骨折完治から久しぶりのお買い物なんだから手伝えってばよ。ていうかシカトしてもアンタのサイボーグボディはミサカの能力で常時遠えん隔かく操作できるんだがな！　にゃはははーん!!」

「悪め！　くそう、根っからの悪め!!」

（待って、これ、発信機でもついているっていうの!?）

　むしろ液体ダイヤの価値を考えれば、ない方がおかしいくらいだ。だけどそれは今の状況でプラスに働くのか。警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメント以外の人間が信号を傍受したら？　いいや、正規の治安維持要員が邪よこしまな考えを持ち始めたら？　すぐ近くにいる目つきの悪い少女も、もし『そういう能力』を持っていたら？　この混乱の中なら上う手まく切り抜けられるか、多少リスクを負ってでも六兆円に手を伸ばしてみたいとか、とにかく色々だ。

（どうしよう、これ、どうしたら）

　慌あわててスポーツバッグの中にあった爪つめ切きりを使って文字の表面を擦こすってみるが、そもそも発信機の位置がどこなのか分からない。擦った程度で壊こわれるものなのか、壊れた事をどうやって確かめるのか。容器全体に変な負荷を掛けて液体ダイヤそのものが漏ろう出しゆつしてしまわないかどうか。分からない分からない分からないだらけだ。

　そして地下鉄の列車はさっさとホームに滑すべり込んできてしまった。

「ああもう!!」

　とにかく考えるのは後回し。秋あき川かわ未絵はスポーツバッグを肩に下げたまま、やってきた列車に飛び乗ってしまう。







「すげえな、ほんとに出たよ、おい、位置が分かるぞこれ！」

　はしゃぐように言ったのは大学生くらいの若い男、乾けん山ざん庄しよう治じだった。

　彼が手にしているのはスマートフォンだった。ただし一般に販売されているものとはＳＩＭカードの型番が違う。警備員アンチスキル仕様のＰフォンというヤツだ。警察無線と並んで、その手のマニアが喉のどから手が出るほど欲しがる品である。

　つまり普通ならまず手に入らない。

　にも拘かかわらずオモチャのように振りかざしているのには訳がある。

　つまり、あっちこっちで小規模な事故が頻ひん発ぱつしている中、警備員アンチスキルの関係車両、というか、そのスクラップに近いものから引っ張り出してきたものなのだ。

　横から、おどおどと仲間が言う。こちらは岡おか田だ歩あゆむ、やはり同じ大学生だ。

「で、でも、これって警備員アンチスキルなら誰だれだって信号を拾えるんだろ。今いま頃ごろ、本物の連中だって急行しているんじゃ……。やっぱり手を出すの危なくないか？　行ってみたら蜂はちの巣なんてのはごめんだぜ」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　言って、乾山はスマホとは逆の手でズボンの尻しりの辺りをパンパンと叩たたいた。

　そこには黒光りする金属の塊かたまりが無造作に突っ込んであった。




　警備員アンチスキルに支給されている拳けん銃じゆうだ。




「この混乱の中だろ。モノホンの連中だってきっとみんながみんな英雄様って訳じゃねえ。何しろ時価六兆だ、現場じゃ奪うばい合いの混乱が起きるぞ。銃声の嵐あらしの中で俺達もパンパカ撃うって、最短距きよ離りで液体ダイヤに近づけば良い。奪うだけなら簡単だ。流れはこっちに来ているぜ」

　そんなやり取りを耳にしながら。

　三人組の最後の一人、干ひ潟がた彰あき夫おは困こん惑わくしていた。

（……何でこんな事になったんだ？）

　そもそも逆さになったビルの中での火事場泥どろ棒ぼうだって、ほんとにやるのかどうかは微び妙みようだった。これだけのトラブルに巻き込まれてすごすご帰るだけじゃ割に合わない。不幸な目に遭あったんだから帳尻を合わせて欲しい。そんな不満の中で出た、冗じよう談だんのような話に過ぎなかったはずなのに。

　しかも、今度は警備員アンチスキルの機材や拳銃まで持ち出して。

　ごくりと喉を鳴らす。

（やるのか、ほんとに。ただ歪ゆがんだ金庫の中を覗のぞき込むだけじゃない。あれを持ち出していたのは中学生くらいの女の子なんだぞ。それなのに）

「何だよ、干ひ潟がた」

　ズボンの尻しりに金属塊かいを突っ込んだ『ともだち』がそんな風に言ってきた。

「い、いや、俺は」

「何だよ」

　本当に、どうしようもない圧があった。

　昨日までの関係値とは明らかに違う、得え体たいの知れないピラミッドが構築されそうになった。

　そいつそのものよりも、拳けん銃じゆうの存在が重くのしかかる。

　女の子とは言っても赤の他人だ。彼女を助けるために、自分が矢や面おもてに立つ覚かく悟ごはあるか？

「……何でも、ないよ」

「なら良いんだ。手早く始めようぜ。もうすぐこの世の天国が待っているからよ」

　本当に、何でこんなになってしまったんだと干潟は考えていた。

　狂気は次々感染し、おそらく誰だれが中心になるでもなく皆で転がり落ちていく……。
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　僧そう正じようへの切り札となる術式『妖よう精せい化か』を持っている右方のフィアンマとは、第五学区、セントラルパークで合流する運びとなった。

　第七学区とは隣となりの学区だ。

「つっても最短ルートってどっちだ!?」

　アクロバイクのペダルを全力で漕こぎながら上かみ条じようは叫ぶ。

　こうしている今も真後ろからは木ミ乃イ伊ラの僧正が迫せまっている状態だ。

　上条の背中に張り付いている美み琴ことは、自分の携帯電話を親指で操作しながら、

「ええと、位置情報を取得して……ここが木の葉通りだから……五〇〇メートル先の交差点を右!!　後はまっすぐ行けば第五学区に入れるわ!!」

「ケータイ……？」

　が、上条は別の所に着目していたようだった。

「そうだよケータイ!!　それがあればインデックスやオティヌスとも連絡がつくじゃないか!!」

「ああん!?　私のケータイでどこの女と連絡取れって!?」

「何でこの窮きゆう地ちでめらっとしてんの面めん倒どう臭くせえ!!」

　あれこれやり取りしている間に問題の交差点を通り過ぎてしまった。いったん《フレイルターン》で一八〇度方向転換して戻り、信号も無視して改めて交差点を曲がっていく。

（あいつらから話を聞ければ、もっと直接的に僧そう正じようの弱点が分かるかもしれない。癖くせを見抜くっていうか、とにかくフィアンマのトコへ行くまで死なないようにしないと!!）

　車道を全力でぶっ飛ばし、時速六〇キロ超で自転車を漕こぎながら自分の携帯電話を操るよそ見運転最低野郎上かみ条じよう当とう麻まだったが……、

『ざざーザザザザザ!!　ブツッ！　───現在、電波の状況が込み合っており、おかけになった通話は……』

「何だこりゃ……妨ぼう害がい電波？　いやまさか、御み坂さかお前ェェェーッ!?」

「わっ、私じゃない！　自分で制御できないっ!!」

　せっかくの千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスは状況的に棒に振らなくてはならないらしい。

　激しくペダルを漕ぎながらも真後ろを振り返ると、先ほどよりも僧正が距きよ離りを詰つめてきているような気がする。

「ああくそっ、最短コースを選んだのが仇あだになったか。何にもない直線だと向こうの方が上だ。このままだと追い着かれる!!」

「アンタが最短コースって言った!!」

「別にお前のせいとか言ってないし!!」

　道路全体をまたぐように設置された、青い看板の道路標示の真下を潜くぐり抜ける。

　内容が正しければ、第七学区から第五学区へ入ったはずだ。

「御坂、セントラルパークまでは!?」

「あと、ええと、二キロくらい!!」

　真後ろからの重圧を感じる。このままでは僧正に追い着かれるが、今までのように闇やみ雲くもに細かく角を曲がり続けて視線を遮さえぎるやり方だと、セントラルパークまで遠回りになってしまう。どちらにせよ今のままでは保もたない。追い着かれて八つ裂ざきにされる。

　と、背中に張り付いている美み琴ことが静かな声でこう言ってきた。

　とっさに何かを思いついたのではなく、逃走中にしばらく考えをまとめていたのだろう。

「……ねえ、ようはあいつに追い着かれる前にセントラルパークに入っちゃえばこっちの勝ちなのよね？」

「ああ！　具体的な方法が見つからないのが問題だけどな!!」

「今からこのアクロバイクを無理矢理加速させるのは難しい。すでに限界いっぱいだし、私の能力使ってブーストかけたらモーターが焼き付き起こすかもしれない」

「だから!?　どうすんだ!?」

「なら逆に、僧正とかいうヤツの足を遅おそくすれば良い」

　上かみ条じようはしばらく言葉が出なかった。

　だがこうしている間にも状況は進む。何か返さなくてはならない。

「本気で言ってんのか？」

「この状況で冗じよう談だん言えるほど図太くないわ」

「さっきのあれ、見ただろ!?　あいつは全力全開の超電磁砲レールガンだって……ッ!!」

「ええ、真っ向勝負じゃどうにもならないのは私自身、よおく分かってる!!」

　ぎゅう！　と。

　一ひと際きわ強く、胴に回された腕に力が込められた。

　上条の背中に美み琴ことは自分の顔を押し付けながら、呻うめきのようなものを洩もらしていた。

「（……届かなかった。全然届いていなかった!!　なんだかんだで同じ場所に立っていると思っていたのに、私だってやれるって思っていたのに、それが全然!!）」

『代名詞』は、軽くあしらわれた。

　あの時。

　あの瞬しゆん間かん。

　美琴と違って、ツンツン頭の少年はその結果に驚いていない節もあった。

　最初から効かなくて当然だから気にするなという前提で行く末を眺めていた。

　それが何より心を炙あぶる。

　彼女の心を追い立てているのは一人だけではない。

　二人。

　同じ前提で立つ二人。さらには遠くから割り込んできたフィアンマとかいう人物。すぐ近くにいる美琴は全く役に立たず、あの少年もまた第三者に希望を見みい出だしている。

　その全すべて。

　そう、東京湾の真ん中から今日までずっと続く、このざわざわした感覚の正体は……。

「（僧そう正じようとかいう木ミ乃イ伊ラだって、あれにギリギリで立ち向かっているこいつだって、私じゃ届かない……ッ！　虎とらの子の超電磁砲レールガンを取り出したって、追い着ける気がしない!!）」

「御み坂さか、どうしたんだ？　おい！」

　何でもない、と彼女は上条の背中に押し付けていた顔を離はなす。

　不ふ貞て腐くされている場合ではない。投げ出す事もできない。

　相手は待ってくれない。

　僧正も、そして一番近くにいる少年も。

「だからああいう無む茶ちやはもうやらない。勝てないのを前提に時間稼かせぎに徹てつする。それでも話を聞く気はない!?」

「……あんなヤツをどうやって足止めするって言うんだ？」

「一回限りなら、やってやれない事はないわ」
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「ふん？」

　猛もう烈れつな速度で車道を突っ走りながら、木ミ乃イ伊ラの僧そう正じようはパキパキと皮ひ膚ふを割って瞼まぶたを動かしていた。

　標的である二人乗りのアクロバイクは大体一〇〇メートル先をキープしている。が、そこでギャリ！　と前方の自転車が横よこ揺ゆれをしたのだ。どうやら路上に散らばる枯葉か何かを踏ふんでタイヤを滑すべらせたらしい。

　すぐにでもバランスを取り戻すが、その間にも速度的なロスは発生している。

　相手は防犯オリエンテーションの最中に走っていた無人の護送トラックの側面などを摑つかんで人力以上の加速を稼かせごうとしているようだが、それでも僧正からは逃れられない。

　両者の位置が縮まる。

　好機と見るや、木乃伊はすぐにでも行動に移った。

　ゴバッ!!　と周囲のアスファルトがめくれ上がる、土の地面から大樹のような巨腕が何本も伸びる。あるいは家庭科室より広い掌てのひらで、あるいはコンクリートより頑強な拳こぶしで、真上から流星を落とす勢いで、次々と大質量をアクロバイクへ叩たたき込もうとする。

　その時だった。

　ぎしっ!!　という鎖くさりで戒いましめられるような反発力と共に、巨大な腕の動きが止まる。そうこうしている内に複数の腕が捻ねじれて絡からみ合い、まるで網あみに捕らわれたようになってしまう。

　なお走りながら、複数の腕を従えて、僧正は即座に看破していた。

（例の磁力……。さて、腕の形成時に自然と多く取り込むよう、辺り一面に砂鉄でもばら撒まいていたのかのう）

　だが純じゆん粋すいな力比べにおいて、『魔ま神じん』に勝る者など存在しない。

　僧正が軽く命令を飛ばした途と端たん、複数の巨腕が強引にでも引き剝はがされる。まるで握あく手しゆや揉もみ手でもするように合わさっていた巨腕の掌同士が強引に離はなれていく。

　武器を取り戻す。

　今度こそアクロバイクを叩き潰つぶしてアシを奪うばい、上かみ条じよう当とう麻まを手に入れる。

　そう、『魔神』が考えた直後の出来事だった。

「……？」

　最初、僧正はそれをそよ風かと思った。

　だが違う。

「おお」

　絶対に違う。

「おおおおおおおおッッッ!?　これは……っ!!」







　御み坂さか美み琴ことはアクロバイクの後部シートに腰掛けたまま、身をひねる。背後から迫せまる僧そう正じように向けて拳けん銃じゆうのジェスチャーを向ける。

「真空って言えば特とく殊しゆなものに聞こえるかもしれないけど、ゴムの吸きゆう盤ばん一つあれば簡単に作れるものでしかない。いいや、それどころか二つの掌てのひらを合わせただけで、お風ふ呂ろ場ばで再現できる程度のものだもの」

　轟ごう!!　という烈れつ風ぷうが吹き荒れた。

　アクロバイクで時速六〇キロを叩たたき出しているから、だけではない。

「そして知ってる？　車や飛行機の空気摩ま擦さつを調べるために人工的な風を生み出す風ふう洞どう実験じゃ、ある程度までは大きなプロペラを使うけど、それでも限界はあるのね。だからそこから先は、高圧圧縮空気を噴き出したり、逆に真空タンクを用意して風洞内部の空気を吸い込む事で莫ばく大だいな人工風を作り出すのよ」

　御坂美琴は、僧正が用意した巨腕に砂鉄を混ぜて、ほんの数秒制御を奪うばえれば良かった。

　あまりにも巨大な掌同士をくっつけて、内部に一定以上の真空空間を作れれば。

　後は勝手に僧正が制御を奪って、至近で真空の部屋の扉を開けてしまう。

　そうなれば。




「でもって、これは極きわめ付け。真空タンクを使った風洞実験じゃ、超音速戦せん闘とう機き用に風速マッハ超えの突風を生み出す事もあるのよ!!　ちょうど今みたいにねッッッ!!!!!!」




　それはもう爆ばく音おんだった。

　風洞実験のトンネルと違い街は開けた空間で、上かみ条じよう達はある程度の距きよ離りも開けていた。だから体感的には烈風程度で済んだのだが、さて。間近で扉を開けてしまった僧正はどうなるか。

「おお」

　ぶわり、と。

　木ミ乃イ伊ラの足が地面を離はなれる。

　重力を無視する。

「おおおおおおおおッッッ!?　これは……っ!!」

　叫び声さえも虚こ空くうに吞のみ込まれていく。宙の一点、自じ壊かいしていく巨大な掌のある辺りへと強引に吸引されていく。

　僧正がどうなるかは知らない。

　並の人間なら急激な気圧差で鼓こ膜まくや内臓を潰つぶされるか、最悪、骨格そのものを押し潰されるかもしれないが、元から木ミ乃イ伊ラの僧そう正じように人間並の致命傷などどこまで通用するかは全く予想がつかない。

　そしてそんなのはどうでも良い。

　最初から、上かみ条じようと美み琴ことの勝敗条件は一つと決まっている。

「見えたわ!!　セントラルパークの出入口!!」

「よし、これで……ッ!!」

　直接僧正を倒たおせなくても良い。時間稼かせぎなんて十数秒もあれば問題ない。

　上条はもう後の事など一切気に留めず、残ったスタミナの全すべてを犠ぎ牲せいにして、筋肉の束なんてまとめて千ち切ぎれてしまうんじゃないかという勢いで、とにかくペダルを漕こぎまくる。全部で一〇個でも二〇個でもありそうなセントラルパークの出入口の一つを目指す。

　ずんっ!!　という重たい音が背後から響ひびく、

　早くも僧正が音速超えの暴風を強引に振り切って、新たな一歩を踏ふみ出している。すぐにでも呪じゆ縛ばくを解き放って全力全開の猛もう追ついが再開される。あんな騙だまし討うちは二度も三度も通用しないだろう。

　これは上条達がフィアンマに届くか。

　その前に僧正が上条達を捕らえるか。

　それだけの勝負。

「届け……」

　間近に迫せまるセントラルパークのゲートを見据えて、上条は吼ほえる。

「届けェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」
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　その男は、冬の寒さできつね色に退色した芝しば生ふの上をゆっくりと歩いていた。

　上から下まで赤一色。おまけに片腕もない。しかし空き缶を拾っている清掃員や犬の散歩をしている若奥様などが彼に注目する事はない。彼は自みずからの存在感を消す事で、そうした部外者からの認識を排除する事に成功している。

　右方のフィアンマ。

　かつて第三次世界大戦を引き起こし、世界全人類の救済を願った一人の男。

（そろそろか）

　一二月の凍いてつく風を嫌いやがるのではなく、楽しむ程度の余裕をもって、フィアンマは判断する。厳密に上条当とう麻まと連絡を取り合っている訳ではないが、耳を傾ければ遠方から騒そう乱らんの音が近づいてくるのはすぐに分かる。

　第五学区、セントラルパークまで来い。

　どうやら、ひとしきりの約束を守れる程度の頭はあったらしい。

「……、ふん」

　右方のフィアンマは『腕』をなくした後もいくつかの魔ま術じゆつを修得している。オッレルスという規格外の存在と接触する事で。『妖よう精せい化か』もその一つ。元々はオティヌスという『魔ま神じん』を葬ほうむるためだけに用意したもののはずだった。

　思えば、この両者については最初から気に喰くわない部分もあった。

　魔術を極きわめて神となる。不ふ遜そんにも軽々しく『神』という単語を振りかざすのもさる事ながら、この『妖精化』には徹てつ頭とう徹てつ尾び救いというものがない。たとえ想定通りにオティヌスを無力化できたとしても、イレギュラーに彼女の身体構造を内側から砕くだく事になっても。

　デンマークの折も、最後の最後で問題になったのは、フィアンマがオティヌスに打ち込んだ『妖精化』であった。いくつかの偶然が重なってオティヌスは生存の道を進んでいるようだが、もしもそうならなかったら、どうなっていた事か。

　あの少年の構造にどれほどの影えい響きようを与えたか。

　地球人類全体の救済さえ明確に図面を描いたフィアンマでさえ、そればかりは計り知れない。

　だからこれは、雪そそぐための儀ぎ式しきなのだ。

　ある種、オティヌスという『魔神』が完成してから、ここに至るまでのいくつかの道。何かの偶然が重ならなければ冗じよう談だん抜きに世界は終わったままだったかもしれない、その罪に対する贖しよく罪ざいである。

「……、」

　やるべき事はオティヌスの時と変わらない。

　彼はそう結論付け、左手を使って光の杭くいを出す。

　ただしそれは、『左の掌てのひらに収まる』とは限らない。




　ズン……ッッッ!!!!!!　と。

　一いつ瞬しゆんにして、全長五〇〇メートルのセントラルパークを縦に貫つらぬく巨大な杭が生じる。




（これでも）

　ただ肉体的に『魔神』と接触すれば良い。具体的には体のど真ん中へ直接ぶち込んでやれば、『妖精化』は迅じん速そくに僧そう正じようの構造を崩くずしにかかる。

（これでも、『魔神』とやらを撃げき滅めつするのだから随ずい分ぶんスケールは小さいものだ）

　だが今回違うのは、『魔神』を人間レベルに落とすというオッレルス本来の目的を大きく離はなれている点にある。

　と言っても大おお仰ぎようなものでもない。ただ直ちよく撃げきと同時に全く同じ術式を二〇七万回ほど連続的に叩たたき込むだけ。『少しずつ』の歪ゆがみを一挙に押し広げて確実に『魔ま神じん』を砕くだく。自じ壊かい活動に特化した右方のフィアンマのオリジナル。

（……こんなものを抜きにして万全のオティヌスを泥どろ沼ぬまから引きずり上げたというのだから、あの男には遠く及およばない、か）

　ギャギャギャリギャリギャリ!!　とタイヤが地面を擦こする音が盛大に鳴り響ひびく。

　ツンツン頭のあの男がセントラルパークへ突入してくる。全身汗だくで、髪もグシャグシャで、鬼き気き迫せまる顔つきには微み塵じんも余裕が感じられない。

　だけどきっと、あの男は追われているのが自分一人だけだったら、あそこまでがむしゃらにはならなかっただろう。

　電動補助付き自転車の後部シートには、見知らぬ女が一人しがみついていた。

「相変わらずなヤツだ」

　それだけ呟つぶやいて。

　わずかに笑って。

　隻せき腕わんの男は唯ゆい一いつ残った左手側の掌てのひらに意識を集中させる。『変異型妖よう精せい化か』の、五〇〇メートルを超す光の杭くいが、連動してピクリと動くのが分かる。サイドスローの一振りで、それこそロケットのように射出される事だろう。

　向こうもこちらに気づいたらしい。

　互いに挨あい拶さつはなかった。

　ただ各おの々おのの目的を達すればそれで良い。

　まず最初に上かみ条じよう達のアクロバイクがフィアンマのすぐ横を通り過ぎる。

　赤い男は真正面を見据える。

　後から追ってきた紫の法ほう衣えもまた、右方のフィアンマの存在を認識したらしい。

　目礼すら必要としなかった。
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　そして。

　正しよう真しん正しよう銘めいの『魔神』と、世界の救済を願った赤い男。

　両者が真っ向から交差した。
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　ゴバッッッ!!!!!!　という爆ばく音おんが真後ろから炸さく裂れつした。

　上かみ条じようは全力でブレーキを掛けて、それでも気が逸はやって靴くつ底ぞこを強引に煉れん瓦が敷じきの遊歩道へと押し付けていた。

　焦こげ臭くさい音と共にアクロバイクが急停止していく。

　決着は、ついた。

　ごくりと喉のどを鳴らす。

　こうして明確な結果が出たのに、上条はしばらくその光景が信じられなかった。

　目が眩くらむ。

　だが受け入れなくてはならない。

　そうしなくては前へ進めない。

　何な故ぜならば。

「くかっ」

　カラコロという笑い声があった。

　フィアンマではない。

　彼はこんな、乾いた植物で作った笛のような哄こう笑しようは放たない。

「くかかっ！　くかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか!!」

「ちくしょう、フィアンマ!!」

　叫ぶがどうにもならない。

　交差の瞬しゆん間かんに、すでに勝負は決まっていた。広大な公園を縦に貫つらぬくような巨大な光の杭くいがガラス細工のように砕くだけて霧む散さんしていくのが分かる。いいやそれだけではない。ぐるんっ!!　と隻せき腕わんの男の体が宙で勢い良く回転していた。一回転など留とどまらない。姿勢の制御も着地も何も考えていない、ただただ猛もう烈れつなスピン。ろくに受け身も取れずにそのまま枯れた芝しば生ふの地面へと叩たたきつけられていくのが分かる。

　具体的に、どのような攻防があったのかは不明。

　だが起きた結果だけを見れば明らかだ。

　右方のフィアンマでも、駄だ目めだった。虎とらの子の『妖よう精せい化か』とやらでも、僧そう正じようは止められなかった。

　上条が招いた。

　予知能力者ではないから先の事は分からない。フィアンマ自身もそんな呵か責しやくを求めていないかもしれない。でも上条がすがらなければ。何かが違っていたらこうはならなかった!!

「……どうすんのよ？」

　後部シートで美み琴ことが根本的な問いかけを飛ばしてきた。

「本当にさっきのが最後の切り札なの!?　だとしたら私達これからどうすんのよ!!」

　フィアンマの事が気がかりだ。

　本当なら今すぐにでも駆け寄って怪け我がの調子を確かめたい。最低でも脈と呼吸くらいは。だけどそんな暇ひまはない。こうしている今も僧そう正じようは全力全開だし、ここで拘こう泥でいしているとまたもや木ミ乃イ伊ラが誰だれ彼かれ構わず巻き込んで盛大に暴れ回る。そうなれば、身動きの取れないフィアンマが助かる可能性はさらに減る。

　だから上かみ条じようは言った。

「御み坂さか、とにかく救急車をここに呼べ」

「分かったけど、私達は!?」

「決まってる」

　恐怖はある。呼吸は荒くて心臓も痛いくらい脈打っている。頭の奥がパチパチと火花を散らしているようで、ろくに思考もまとまらない。

　でも。

　だけど。

「これ以上、あんな風に倒たおれる人を増やしてたまるか!!　だから何とかして僧正のヤツをぶっ飛ばす！　それだけは確定だ!!」




　ギャリギャリギャリ!!　と。

　上条と美み琴ことと乗せたアクロバイクが凄すさまじい勢いでセントラルパークを突っ切る。

　ゴールなき逃とう避ひ行こうの幕が再び上がっていく。








サイクルアーツ全集、その二









《ジャンパー》

　難度二。

　サイクルアーツの基本。走行中に全体重を真下に掛けて自分からサスペンションを沈ませ、その反動で跳ちよう躍やくする。元々の加速によってどれだけ前方へ跳べるかは変わってくる。ストリートでの障害物を利用したパフォーマンスのためには、これができないとどうにもならない。

《フレイルターン》

　難度三。

　まず前進して速度を稼かせいだら、前輪をロックして後輪を浮かばせ、さらにハンドルをひねって浮いた後輪をバットのように振り回すサイクルアーツ。

《スロープクリア》

　難度二。

　タイトロープの応用技。こちらは階段やエスカレーターの手すりなど、斜めになった手すりを急きゆう滑かつ走そうする。ポイントは前輪と後輪の両方をロックし、意図的なスリップを利用する事。車輪を回すと速度が出過ぎて、途と端たんにクラッシュの危険が高まる。

《フライングＤ》

　難度五。

　フレイルターンの応用技。車体を振り回している最中に前輪のロックを解除し、車体全体を水平に倒たおしたまま宙を跳躍する。さらにそのまま横一回転以上車体を回すのが理想。着地時に車体を進行方向に戻さないと、そのまま転てん倒とうしてしまう羽は目めに。

《テイクオフ》

　難度二。

　Ｒダッシュの応用技。前輪のロックを解除するのではなく、車体全体をウィリーさせる事で、単純に前へ進むのではなく斜め前、つまり空中に向けて発射させるサイクルアーツ。こちらもＲダッシュ同様、高度な技への初動、繫つなぎとして重宝される。

《モータードライブ》

　難度一。

　自動車やバイクなど、主にエンジンのついた他の乗り物に摑つかまって人力以上の速度を稼ぐ行為。方法自体は簡単だが、接触時の事故のリスクや、何より無関係な他者を巻き込む可能性があるため、扱あつかいには注意が必要。








行間　二









　その高僧は、本気で衆しゆ生じようを救いたいと願っていた。

　それには人の身では足りず、仏に成る必要があると信じていた。

　彼は今ある立場や財産などを全すべて放ほう棄きして、土を掘って作った狭せまい地下室へただ一人、躊ちゆう躇ちよなく潜もぐっていった。

　必要な事は全て行った。

　彼は決められた手順を完かん璧ぺきに消化し、輪りん廻ねの連なりを無視して、一代にして仏へ上り詰つめたはずだった。




『このように欲にまみれた顔が、仏などとは到底思えん』

『見よ、背せ筋すじがわずかに曲がっておる。これは相当命いのち乞ごいをした証あかしですな』

『ここも崩くずれていよう。やはり、このような者を即そく身しん仏ぶつとして認める訳にはいきませぬ』




　しかし彼は仏には成れなかった。

　いいや、成ったはずなのに誰だれにも認めてもらえなかった。

　背景にあったのは、寺院と寺院のつまらないいざこざに、宗教と政治が強く結びついていた時代性も大きな影えい響きようを及およぼしたのだろう。つまり、派は閥ばつの影響力の争いなのだ。この高僧が即身仏となって民衆の支持を集めてしまっては困る、だから悟さとりを開けずに苦しんで死んだ未熟者という事にしてしまえ。そういう動きがあったのだ。

　即身仏に成れなかった木ミ乃イ伊ラは、祀まつられる事はない。

　各おの々おのの事情はどうあれ未熟者として、皆と同じ墓には入れてもらえず、切り離はなされた一角に埋うめられるのだ。

　若い僧達の手で運び出される乾いた遺体を横目に、くすくすと笑う一団があった。

　公家や貴族。

　彼らが具体的にどのような手を使ったかは分からない。

　だけど、この結果を望んでいたのは明らかであろう。




『これでやっと枕まくらを高くして眠れますな』

『まったく、貴き賤せんなく衆生を救いたいなどと寝言を言い続けるからこのようになる』

『人の世に混乱は必ひつ定じよう。でなければ惨みじめな民がまつりごとにすがる理由を失いますからねえ』




　だが忘れるな。

　どこの誰だれが認めなかったとして、すでにその高僧は必要な手順を全すべて終えている。それは人々を救う装置として再起動を進めており、衆しゆ生じようを救うという目的を達成するため、様々な情報の取得を実行に移していたという事を。

　その木ミ乃イ伊ラは全てを蒐しゆう集しゆうした。

　その木乃伊は全てを分析した。

　その木乃伊は全てを理解した。

　そして。

　結論付けた。




『なるほどのう。衆生の救済には新たな仏に座を与える必要もなかった。いやはや、流石さすがの儂わしも考えが及およばなかったわい』




　突然の声に、若い僧の一人が驚おどろいた声を上げて手を離はなしてしまった。

　だが乾いた遺体は床へは落ちない。

　いいや、それはもう遺体ではない。

　ゆるりと両の足を板張りの床へ押し付けて立つその木乃伊は、哀あわれな欲から抜け出す事のできない『衆生』を見渡してこう宣言した。

『であれば儂がその役を買って出よう。あさはかな欲を捨てられなかった未熟者にして、完成を待たずに死に絶えた惨みじめな破は戒かい僧そう。仏となっても座を与えられず、仏となっても役割を与えられず、ただ莫ばく大だいな力を持ち彷徨さまようモノの一つに』

　どうしようもなかった。

『儂はなるぞ。お主ぬしらが望んだ通りのただ僧そう正じよう、ただ迷い仏に』

　ニヤニヤ笑いで調整を進めてきた『何者か』達は、ここに来てまだ事態の深刻さを理解していなかった。ある者は斬きれと叫んだ、ある者はへらへら媚こびて金品を積んだ、ある者は身も世もなく泣き伏して許しを乞こうた。

　だが全ては無む駄だな事。

　いっそ悪神であれば悪神なりのなだめ方はあっただろうに、その僧正にはもはや善悪も役割もない。故ゆえに方向性は誰にも分からず、ただ自じ儘ままに血まみれの爪そう牙がを振るわれるのみ。







　そう。

　これこそが、新たな『魔ま神じん』の産うぶ声ごえとなったのだ。








第三章　千切れた蜘蛛の糸の先　Nightmare_to_Ray_of_Hope.
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　秋あき川かわ未み絵えは、電車に乗ってしまえばある程度は安全だと思っていた。

　大金庫のあるビルから離はなれてしまえば、液体ダイヤを直接連想できる人間は減る。スポーツバッグの中身を直接見られたら『欲』を刺激されてしまうかもしれないが、そういうミスさえしなければ大だい丈じよう夫ぶ。そんな風に。

　だが現実はそうはならなかった。

　ガリガリガリギギギギギギギぎぎぎぃ──────ッ!!　と重苦しい金属の擦こすれる音と共に、突然列車が急停車する。摑つかむものもなく、近くにいた若者達と一いつ緒しよに揉もみくちゃにされた。

「どわーっ!!」

「すっ、すみません！」

　反射的に謝ってしまった事に、電話口でペコペコしていた父と同じ遺伝を感じてややブルーになる未絵だったが、向こうは向こうでそれどころではないらしい。

　そして改めて見てみれば、相手はガラの悪そうな連中だった。一人は黒系の衣装に身を包む細身の少年、もう片方は……何だ？　黄色いミニ浴衣ゆかたに茶髪の髪には大量のカンザシ、肌も一二月にしては不自然に焼いた女の子だ。

「半はん蔵ぞう様、まさかどさくさに紛まぎれて痴ち漢かん天国を味わおうなんて無ぶ粋すいな真ま似ねを……？」

「謂いわれもない冤えん罪ざいが全くの他人からぶっこまれた!?」

「嘆かわしい、ああ嘆かわしい!!　色香など伊い賀がの女の基本中の基本だというのに、この程度で取り乱されて……。良いでしょう、この郭くるわ、今日という今日はこの私が一から半蔵様を再教育して差し上げますっ!!」

「やーめーてーガチのくノ一いち系の手て練れん手て管くだは女性不信にしか繫つながらねえからーっ!!」

　訳が分からないが、彼らの注目がよそへ逸それたのならそれで構わない。が、周りから不平不満が噴出するより早く、今度はトンネル内で列車の照明が落ちてしまう。真っ暗くら闇やみに近い。

（なに、何なの……!?）

　何もかもが怪しく思えてくる。今に覆ふく面めんを被かぶった男達が列車に飛び乗って来ないかと不安になってくる。

　どこかにあるスピーカーからは、吞のん気きな車しや掌しようの声が響ひびき渡っていた。

『ええ、第五学区、セントラルパーク近くの変電施設の故障の影えい響きようで、列車の運行にも支障が生じています。復旧の目め途どは立っておりません。お客様には大変ご迷めい惑わくをおかけいたしますが、車しや掌しよう、運転士の指示に従ってトンネルから非常口を目指してください。繰くり返します……』

「……、」

　もう何も信用できない。

　固く閉ざされているはずの金属製のドアが開いた途と端たん、秋あき川かわ未み絵えは砂じや利り敷じきの線路の上へ飛び降りていた。

「あっ、ちょっと!!　危ないから走らないでくださいませ！　ああもう、視界さえ確保できていれば空間移動テレポートができるのに……ちょっと初うい春はる！　電源復旧はまだですの!?」

　真後ろから風紀委員ジヤツジメントらしき少女の声が背中に突き刺さったが、それも親切なのか罠わななのか、そもそも相手が本物か否いなかも判然としない。

　時価六兆の液体ダイヤを抱えたまま、女子中学生はトンネルの出口へひた走る。
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　御み坂さか美み琴ことはアクロバイクの後部シートに横座りし、上かみ条じよう当とう麻まの腰に両手を回しながら、激しい焦しよう燥そうに駆られていた。

　自分達の命が狙ねらわれている事に対して、ではない。

　自分達の住んでいる街が壊こわされていく事に対して、ではない。

　もっと個人的で。

　もっとミニマムで。

　彼女自身、明確に言葉にはできないのだけれど、これはきっと、語ご彙いの問題ではない。それを明確に言葉にしてしまったら、自分で自分を打ちのめす事になる。だから思考にブレーキがかかっているのだ。

　ひょっとしたら、自分はとてつもなく矮わい小しようで、醜みにくい存在なのかもしれない。

　答えが覆おおい隠かくされたまま、覆い隠している事実を受けて、美琴はそう思う。

「大だい丈じよう夫ぶだからな……」

　アクロバイクのペダルを漕こぎながら、ツンツン頭の少年はそんな風に言っていた。

　しがみついている美琴の方は振り返らず、前を向いたまま。

　その背中でもって、彼は語る。

「巻き込んで悪かった。でもこれまでだって何とか切り抜けてきたんだ。今回も必ず何とかする。お前だけは元いた場所に帰してやる。だから何も心配いらないからな」

　根こん拠きよなんてなかったのかもしれない。

　上条自身、自分で自分に言い聞かせているだけなのかもしれない。美琴を、後輩を、少女を守る。自分の枠や役を決めて収める事で、無む秩ちつ序じよに暴れようとする心を必死に押さえつけているのかもしれない。

　でも。

　だけど。




　その言葉を耳にした途と端たん、美み琴ことの胸へさらに鋭するどい何かが刺さっていく。

　それが、明確に分かる。
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　まずは場所の確認だ。

「ええと、ここは第五学区のセントラルパークだから……隣りん接せつするのは第一、第四、第六、第一八、第二三学区！　中でも絶対ヤバいのは行政の集中する第一学区と巨大遊園地になってる第六学区ね。こっちに誘さそい込まれるとどこまで被害が増えるか分かったもんじゃないわ!!」

「……第二三学区」

　ほとんどスタミナを使い切った中、それでも限界以上に体力を振り絞しぼってアクロバイクのペダルを漕こぎながら、上かみ条じようは必死になって言葉を紡つむぐ。

「航空宇宙関連の第二三学区があるな！　僧そう正じようとまともにかち合うならそこがベストなはずだ！　少なくともだだっ広い発射場なら周りを巻き込まないし、いざって時の消火設備だって目一杯整っているはずだ!!」

「で、また最短コースで目指すの!?　そんなのやってたら僧正とかいうのに直線で追い着かれるわよ!!」

　例えば最短コース以外にも、途中で第一八学区をまたいで第二三学区へ入る手もある。

　だがそれは、上条達の都合で僧正に蹂じゆう躙りんされる学区を選べと言っているようなものではないか？　そんな事が許されるのか？

（今欲しいのは何だ）

　歯は嚙がみしながら上条は思う。

（距きよ離りや場所じゃない。そんなの稼かせいだって何の意味もない）

　時間。

　考える時間。

（僧正から一〇センチ先でも良いんだ。あんなヤツに追い抜かれたって構わないんだ。……そこでヤツに気づかれず、じっくり作戦を立てる時間さえ手に入れられるなら）

「ほっほ。若者達が仲なか睦むつまじく殺しの相談かのう？」

「ッ!?」

　先ほどまで。

　僧そう正じようはそれでも真後ろに迫せまっていたはずだ。

　だが今は真横に並走していた。

（くそっ！　想像以上に疲れが出て足が重くなっていたって事か!?　ここまでゴッテゴテに改造するならいっそ電動補助じゃなくてただの電動二輪で良いだろうに!!）

「ほい、と」

　気軽な言葉だった。

　それだけで、グァバ!!　と地面が割れてビルすら摑つかむ巨腕が生える。横よこ殴なぐりの一いち撃げきが迫る。

　後部シートに美み琴ことを乗せたまま、上かみ条じようはとっさに真上へ跳ぶ。

　だが上条の動きには、ギリギリまで僧正の動きを引き付けようとする『待ち』の時間があった。

「少しでも、一ミリでも」

　何を、どこまで。

　僧正はきっとさして危機感も持たずに疑問を持ったはずだ。

「お前も味わえ、僧正!!」

　直後にそれはやってきた。

「おっと、ミキサー車か、ばふっ!?」

　空振りした巨腕が道路脇わきに停とめてあった作業車を食い破る。常に回転を続ける事で固まるのを阻そ害がいされてきた生コンが大量に溢あふれ出し、僧正は頭からそれを被かぶる羽は目めになる。

　僧正がどれほどの怪物であっても、目を塞ふさがれれば行動に空白が生じる。

　その隙すきにアクロバイクごと地面に着地した上条の足が、歩道から生えていた金属製のポールのようなものを蹴け飛とばす。

　厳密には、消しよう火か栓せんの蓋ふたを。

　ッッッド!!　と、凄すさまじい放水の音は低く腹に響ひびくものだった。真上へ噴き出すそれはもはや噴水のようだった。そしてふらふらとおぼつかない足取りの僧正がまともにそこへ差し掛かる。枯れた木ミ乃イ伊ラの体が莫ばく大だいな圧を受けて真上へ数メートルも吹き飛ばされた。衣服を染める灰色の生コンが引き剝はがされていく。

　だが生コンも放水も決定打ではない。

　最後のトリガーを引くために、落ちてくる僧正を睨にらみながら上条は叫ぶ。

「御み坂さか!!　『雷らい撃げきの槍やり』!!」

「っ、にゃるほど。オッケーッ!!」

　ズヴァヂィ!!　というその爆ばく音おん自体が心臓を締しめ付ける凶きよう器きのようであった。

　ただでさえ一〇億ボルト。しかも全身を水みず浸びたしにして伝導率を高めた上で叩たたき込めば、どのような事態になるか。

　並の人間なら心停止どころか生焼けにされてもおかしくないはずだ。

　だが。

　ここまでやって。

「ほっほ」

　軽い笑い声だった。

　その冗じよう談だんさに反比例して、上かみ条じようの背中一面にドッと嫌いやな汗が浮かぶ。

「うーほほーい☆」

「ちくしょうッッッ!!!!!!」

　改めて、ただでさえ荒い息を嚙かみ千ち切ぎるように歯を食いしばって、全力でペダルを漕こぐ上条。

　とにかく今は行き当たりばったりだ。

　さっきのだって、本当に会心の出来だったか。

　あれが最上だったと断言できるか。

　確かにあれだけやれば『聖人』だってただでは済まなかったかもしれない。『神の右席』や雷神トール、マリアン＝スリンゲナイヤー達だって顔色を変えたかもしれない。相手からの一いち撃げきをかわしてのカウンター、とっさのアドリブでここまで組み上げられれば上出来だったのかもしれない。だけど、オティヌスと同格の存在に対して、十分と呼べるほどの火力だったと言えるのか。

　そして。

　あと一〇秒、いや五秒で良い。考える時間があれば、もっと僧そう正じようへ効果的な攻撃を加える連携を組み上げられはしなかったか。

　背後からは特大の爆ばく弾だんである『魔ま神じん』僧正が確実に迫せまっているのに、こっちはゆっくりと反撃を企くわだてる事もどこかに隠かくれる事も叶かなわない。足を止めれば確実にやられるが、かと言って逃げ込んだ先に何が待っているかも分からない。

　もしも、タンクローリーが立ち往おう生じようしていたら？　もしも、幼稚園児の列が信号待ちでもしていたら？　もしも、コンサートやらパレードやらで人がごった返していたら？　もしも、他の『魔神』とでもかち合ったら？

　何が待っているか分からない。

　何が起こるか分からない。

　だからその先のアクションへ、自分から舵かじを切る段階まで踏ふみ込めない。ひたすら状況に流されるだけで、一向に自分達のターンが回ってこない。

（何とかしないと……ッ!!）

　と、その時だった。

　ペダルを漕ぎ続ける上条はふと見た。見つけてしまった。

「やっ、ちょっと、離はなしてよ！　それ返して!!」

「すっげえ、ほんとに液体ダイヤだ！　ははっ、時価六兆だってよ、マジかよ!!　ビルが宙を飛んだ時はひでえ一日だと思っていたのに!!」

「セキュリティの線切れてる今ならマジでやりたい放題なんだな。くそっ、あの歪ゆがんだ大金庫もうちょっと物色しておけば良かったかも」

　耳にした、その直後だった。

　上かみ条じよう当とう麻まは前輪と後輪を同時にロックした。ギャギャギャガリガリガリ!!　とアクロバイクが急制動する。

　ジリ……ッ!!　と高密度の緊きん張ちように空気が焼き付く。

　後部シートの美み琴ことが尋ねてきた。

「なに、何で止まってるの!?」

「……ビルが宙を……？　あっちのあの子、僧そう正じようの……いいや、俺達のトラブルに巻き込まれたクチっぽい。詳しい事は知らないけど、混乱の中で好き放題やってる便乗犯がいるぞ」

「……、」

　言われて、常盤ときわ台だい中学のエースは二つの方向へ交互に目をやった。

　一つ目は大学生くらいの集団に絡からまれている女子中学生。二つ目はこうしている今も大暴走でこちらへ突っ込んでくる木ミ乃イ伊ラの僧正。

　上条だって状況の苦しさは理解しているだろう。

　あるいは、巻き込まれただけの美琴よりも深く。

　だが彼は言った。

「御み坂さか。一つ、本当に一つ、とんでもないわがままを言っても良いか？」

「何よ」

　ほとんど分かっていて、彼女は先を促した。

　予想通りの事を少年は告げた。




「あの子今すぐ助けたい」




　思わず、小さく笑ってしまった。

　脈みやく絡らくはない。危険も度外視。そもそも真後ろからやってくる僧正の恐ろしさは骨身に沁しみているだろうに、なお脇わき道みちに逸それる。

　だが美琴も美琴で、どうして自分が笑っているのかを分析する必要はなかった。

　ただ上条の腰へ回す両手に力を込めて、彼女はこう答える。

「安心しなさい。アンタがそう言わなかったら、私がぶん殴なぐってた」

　後は何もいらなかった。作戦会議さえも。

　上条はアクロバイクを勢い良く方向転換させる。

　彼らが作った『別の騒さわぎ』の下へ、全速力で飛び込んでいく。
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　その瞬しゆん間かん。

　起きた事自体は極きわめてシンプルだった。




　ズドン!!　と。

　液体ダイヤの保護容器を摑つかむ大学生の横っ腹に、最高速度のアクロバイクが突っ込んだのだ。




　いかに身軽な自転車とはいえ、時速六〇キロオーバー。

　前輪をまともに脇わき腹ばらへ食い込ませた乾けん山ざんの体が冗じよう談だん抜きにくの字に折れる。

「あごっが!?　ばはァァああああああああああああああああああああああああああ!?」

　そのまま吹っ飛ばす。

　高い高いするように取り上げていた円筒容器が、まるでだるま落としのように空中に置き去りにされる。それを秋あき川かわ未み絵えが摑み取り、なんか両手でお手玉するように弄もてあそんでいた。

「わっ、わっ」

　一方で、頭が沸ふつ騰とうしたのは残りの大学生グループだ。

「こいつ……ッ!!　横取り狙ねらいか、やっぱりみんな考える事は同じかよ!?」

　取り合わず、上かみ条じようは女子中学生の方だけ見て叫ぶ。

「早くそれ持って伏せろ!!　あいつが来るぞ!!」

　それ以上の説明の時間はなかった。上条は全力全開でペダルを漕こぎ、美み琴ことを連れてその場から立ち去っていく。

「えっ、ええ!?　ちょっとどこ行くの、助けてくれるんじゃなかったの!?」

　思わずポカンと見送ってしまった未絵だったが、直後に彼らの言は正しかったと知る。




　僧そう正じよう。

　風景全すべてを破は壊かいしながら爆ばく走そうする、木ミ乃イ伊ラの怪物が突とつ撃げきしてきたからだ。




　まるで地面に垂らしたガソリンを走る火のようだった。

　その『魔ま神じん』は上条達が通ったルートを正確に捉とらえ、後追いし、そして無防備に突っ立っていた大学生グループへまともに接触した。

「あばはあッッッ!!!???」

「ひっひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　一人は宙を舞ってまともに街路樹へ背中から叩たたきつけられ、もう片方は涙目で身を伏せて難を逃れたようだった。完全に腰が抜けている。

「きゃあっ!!」

　秋あき川かわ未み絵えは液体ダイヤの保護容器を摑つかみ、ついでに短いスカートの端はしを押さえながら、呆ぼう然ぜんと災さい厄やくの嵐あらしを見送っていた。

　やがて。

　一度だけ、ぺこりと彼女は頭を下げる。

（何だか良く分からないけど……）

　それから全速力で再び逃げ出す。彼女も彼女でまだ立ち止まってはいられない。

　そうしながら。

　久しぶりの善意に、胸がぽかぽかしながら。

　秋川未絵は、見る人が見ればとても奇怪に思う感想を素直に抱いだいていた。

（やたらとパワフルなおじいちゃんに助けてもらっちゃった）
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「ヤバい」

　上かみ条じようはアクロバイクを全力で漕こぎながら、思わず呟つぶやいていた。

　無意味な発声は呼吸を阻そ害がいすると分かっていても、胸の内から来る不安は拭ぬぐえない。

「ヤバいヤバいヤバいヤバいヤバい!!　さっきより距きよ離りが縮まってる!!」

「うほほーい☆　ようやく『片へん鱗りん』のようなものが見えてきたか、上条当とう麻まよ。儂わしとしても興が乗ってきた所じゃ。どれ、次はどんな我欲に『魔ま神じん』を差し向ける？」

　寝言なんぞに付き合っている暇ひまはない。

　捕まったらおしまいなのは同じだ。それは寄り道する前から分かっていた事だ。

　そこで携帯電話の地図に目をやっていた美み琴ことが慌あわてたように叫ぶ。

「ッ!!　ちょっと待って、このまま直進すると開かずの踏ふみ切りとかち合うわよ!!」

「ならどうすれば良い!?」

「とりあえず左折!!」

　とっさに指示に従ってハンドルを大きく切るが、これもやはり状況に対する反射でしかない。上条は今、自分の頭で考えて運命のレールを切り替えている訳ではない。

　そして、曲がった途と端たんにアクロバイクの前輪が何かを蹴け飛とばした。

　それは赤い三角コーンを二つ並べて横に倒たおしたプラスチックのポールでハードルを作ったようなものだった。

　どう考えても何かの侵入を阻はばむためのサインだった。

　でもってその先で待っていたのは。




　明らかな工事現場。

　上かみ条じようと美み琴ことを乗せたアクロバイクが、都合四階程度の深さの奈な落らくへダイブしていく。




　サイズにして学校の二五メートルプール以上に大きな四角い口。

　深さについては奈落の底に設置された作業用ライトの照り返しで確認するしかないが、わずかな情報だけでもゾッと身がすくむレベル。

　しばし、重力の知覚を忘れた。

　ついでに時間の感覚もこっそりなくなっていた。

　体感的には無限に引き延ばされた時間の中で上条は、ああ、開かずの踏ふみ切りを何とかするために線路の真下にトンネルを掘って、立体交差でも作ろうとしたのかな、もののついでだから商業エリアも拡充して新しい地下街にでもしようとしたのかなー、そんな風に考える余裕さえあったという。

　言いたい事は色々あるが、とりあえず頭に浮かんだフレーズをそのまま口に出していた。

「みさーか」

「もっ、文句は地図に言ってーっ!!」

　直後に時間感覚が元に戻り、少年少女へ凄すさまじい落下のＧと恐怖心が襲おそいかかってきた。
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「……ふん？」

　と、紫の法ほう衣えを纏まとう木ミ乃イ伊ラは角を曲がった所で立ち止まる。
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　上条達は大穴に放ほうり込まれたが、そのまま直接ダイブする訳でもなかった。

　少しでも速度を落とすため、上条は真横にあった壁へアクロバイクの前輪と後輪を押し付ける。ジャイロの力を借りてほぼ垂直の足場へ強引にタイヤを嚙かませる。ガリガリガリガリ!!　とゴムの悲鳴を聞きながら、落ちるというより滑すべるような格好で地底を目指す。初心者の上条の知る由よしもなかったが、《ラピッドＳ》と呼ばれる最高難度クラスのサイクルアーツだ。

　それでも着地の瞬しゆん間かん、上条は危うく舌を嚙む所だった。

　アクロバイクの強力なサスペンションの力で車体が跳ね、横座りだった美琴の体がちょっと宙に浮く。

　ギャリギャリ!!　と何度もＳ字に蛇だ行こうしながら、どうにかこうにかバランスを取り戻していく電動補助付き自転車。足元は平らなコンクリートの場所もあれば粗い砂じや利りの場所もあるようだが、とりあえずタイヤがパンクする事はなかったようだ。

　だがタイヤよりも今は後ろの方が気になる。自転車を漕こぎつつ、あちこちにある現場作業用ライトを頼たよりに何度も何度も振り返って、相手の出方をひたすら窺うかがう上かみ条じよう。

　そして、

「僧そう正じようが……追ってこない？」

　足を止めるのが怖く、目的地も定まらないままペダルを漕ぎ続ける上条。

　美み琴ことも美琴で怪け訝げんそうに背後へ目をやって、

「あの化け物が、高さに怯ひるんで飛び込むのを躊躇ためらった……って訳じゃないわよね」

　何か意味がある行動なのか。

　それとも意味のない行動でこちらを揺ゆさぶっているのか。

　今のままでは『根こん拠きよ』となるものが何もないため、ただ起きた現象だけ突き付けられても安心はできない。

　しかも悠ゆう長ちように考えている暇ひまもなかった。

　ピーピー、と。甲かん高だかい電子音がアクロバイクの方から響ひびいてきたのだ。

「なに、今度は何よ!?」

「ハンドルのグリップが何か点てん滅めつしてる。緑のランプがオレンジのヤツに」

　上条はペダルを漕ぎながら、

「……アクロバイクのバッテリーだ。底を突きかけてる!?」

　この状況でアシを失うのはあまりにもまずい。上条は慌あわてたように自転車のフレームに寄り添うバッテリーパックから、掃除機のようにケーブルを引っ張り出す。

　美琴は怪訝な顔で、

「こんな工事現場で給電ステーションなんてあるの!?」

「いやプラグの形見ろよ、家庭用でもいけるみたいだ。あっちこっちに現場用のライトがあるだろ。三〇分もあれば充電できるはずだ。僧正がいない内に、少しでも充電しておいた方が良さそうだな」

　言いながら、上条はアクロバイクのブレーキをかける。

　前輪、後輪共に巨大なディスク状のジャイロで挟はさんであるアクロバイクは、完全に停車しても倒たおれない。ビタリと静止した状態で、二人は急いで自転車から降りていく。

　とりあえずは三〇分。

　それだけの猶ゆう予よがあれば、当座の危機は回かい避ひできるはずだったが。




　ズドァッッッ!!!!!!　と。

　直後に、膨ぼう大だいな岩がん盤ばんを突き崩くずして一直線に『魔ま神じん』が突っ込んでくる。




　地形全すべてを残らず破は壊かいしてしまうような、とてつもない暴ぼう威いだった。

　大量の土ど砂しやは生き物のように蠢うごめき、無防備に立つ上かみ条じようや美み琴ことを丸まる吞のみしようとしていた。

「っ!?」

「乗れ、御み坂さか!!」

　絶叫し、上条自身もアクロバイクへ飛び乗る。後部シートに荷重が加わったのを確認するや否いなや、全速力でペダルを漕こぐ。時に冷蔵庫よりも大きな岩がん塊かいが撒まき散らされ、時に頭上を追い越し、時に前方から転がり込むような格好で上条達の行く手を阻はばむ。もうヤケクソで上条は自転車を漕ぎ続ける。《ルナティックＧ》。障害物を避さけるため、遠心力を利用して地面から壁面へ数秒間足場を変えながら。

　満足に充電もできない。

　あと何分バッテリーが保もつのかも分からない。

「ほほっ」

　それこそ背後から迫せまり来る、巨大な顎あご。

　トンネル全面を埋うめ尽つくす土砂の向こうから、しわがれた老人の声が響ひびく。

「ほほっほう。うほほーい☆」

「ちくしょう!!」

　トンネルはあちこちに伸びているようだが、流石さすがにどこへどう繫つながっているのかは市販の地図アプリでは分からない。そもそも工事中の区画全般の表示機能がないくらいなのだから当然だ。

　がむしゃらに逃げてはいるが、このトンネルはどこへ繫がっている？

　いいや、そもそも行き止まりにはなっていないのか？

「どっ、どうすんの!?　道は分からないしバッテリーは底を突きそうだし……ッ!!」

「みさーか、ちょっとこのプラグ口に咥くわえてみてくれる？」

「ふざけんな!!　逆に発熱事故でバッテリーパックが吹っ飛ぶわよ!!」

　バギバギバギバギ!!　と全てを破は砕さいし、押し潰つぶす土砂の群れはこうしている今もすぐ真後ろまで迫っている。地下鉄の列車が通過するような暴風すら感じる。吞み込まれれば人肉なんて一いつ瞬しゆんだ。仮に磁力を使って鉄筋や鉄骨を操った所で、生き埋めにされるのは避けられない。

「なんてヤツなの。木ミ乃イ伊ラの体で動き回る、超電磁砲レールガンは素手で弾はじき飛ばす、ビルを切り倒たおして振り回す、でもって今度はトンネル丸ごと潰つぶしにかかってきた!!　扱あつかう質量のスケールが違い過ぎる！　……あんなのもう何でもありじゃない、真ま面じ目めに考えるだけ馬ば鹿かを見るとでも言うの!?」

「……、」

「ねえちょっと！　聞いてる!?」

　美み琴ことがすぐ後ろで叫んでいたが、上かみ条じようは沈ちん黙もくしていた。

　違う。重要なのはそこではないのだ。

　見た目のインパクトに惑まどわされるな。真っ先に考えるべき箇か所しよを見失うな。

「……どうして僧正のヤツは俺達の位置が分かったんだ？」

「はい？」

「ここに飛び込んだ時、あいつは一度俺達を見失っているはずだ。それがどうして？　……いいや、考えるべきは他にもある。そう、そうだ。学校を飛び出した直後。フィアンマと霊れい装そう越しに話をした時も、あいつは唐とう突とつに俺達へ横よこ槍やりを入れてきた。ああっ！　それを言ったら最初の最初、どうやって僧そう正じようは俺の高校を突き止めたんだ!?」

　美琴を置いて、上条は自分の思考に没ぼつ頭とうしていく。

　どれだけ強大な力があっても、僧正がこちらの位置を摑つかめなければ話は変わってくる。全盛期のオティヌスと違って、少なくとも位相だの世界だの全体を歪ゆがめて襲おそってくる訳ではない。それで今すぐあの『魔ま神じん』を倒たおせる訳ではないけれど、少なくとも考える時間が手に入る。考えれば、考えに考えれば、もっと深いルールが見えてくるかもしれない。

　どこへ向かって、僧正から逃げるのか。

　何をして、『魔神』を倒すのか。

　だから絶対に譲ゆずれない。受動から能動、流れるだけでなくこちらから運命のレールを切り替えていくためには、このルールを突き止めて崩くずす必要がある。

「一定以内の距きよ離りまで近づかれたら位置情報が伝わる？　一定以上の時間同じ地点にいると察知される？　いいや違う、もっと良く考えろ。分かりやすい共通のサインはあったはずだ、一体どこで足がついた……待てよ、足がついた、まさか……」

　そこまで頭の中でまとめて、上条はハッと顔を上げた。

　上り坂となったトンネルを進みながら、

「まさか……ッ」

「なに、どうしたの!?」

「何とかなるかもしれない。こいつのバッテリーさえ保もってくれれば!!」

　ぐんっ!!　と一層強い力で体重を掛けてペダルを漕こぐ上条。

　背後からは膨ぼう大だいな土ど砂しやと共に迫せまり来る木ミ乃イ伊ラの僧正。

　ピーピーと先ほどからうるさい警告の電子音。

　白い光が上条達の正面に現れた。

　トンネルの、出口!!
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　ゴォ!!　という凄すさまじい暴風が、大量の粉ふん塵じんを得て視覚化されていた。

　トンネルの出口からは、風ふ呂ろ桶おけのパイプ掃除のように大量の粉塵が噴き出していた。のどかな川沿いの遊歩道を散策していた人達が驚おどろいたように目を向けてくるが、そんなものにいちいち煩わずらわされる僧そう正じようではない。

「ふうむ」

　丁てい寧ねいに整備された煉れん瓦がの遊歩道に足を着き、パキパキと乾いた皮ひ膚ふを割りながら、木ミ乃イ伊ラは首を傾かしげていく。

　ぽんぽんぽんぽん、と規則的な音を立てて冷たい川の上を作業船が通り過ぎていく。

　一度だけ僧正は首を大きく回してぐるりと周囲を観察したのち、

「……また反応が消えた、か」
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　そして僧正からわずか一五メートル先、柔らかい音を立てて川を進む作業船の甲かん板ぱんに上かみ条じようはうつ伏せで張り付いていた。《スイングＪ》と呼ばれる大技、大ジャンプで岸から飛んでいたのだ。

「土だ……」

「土？」

　美み琴ことも同じように寝そべっている。

　不安の表れなのか、彼女は知らず知らずといった調子で上条の上着の端はしをぎゅう、と握にぎり締しめていた。

　全すべては船のへりを使って僧正の目線から隠かくれるためだ。

　アクロバイクは上り坂を突き進んだ後、そのままジャンプ台のようにトンネルから勢い良く飛び出したのだ。川を進んでいた作業船の上へ落ちたのは完全な偶然。

　だけど、冷たい水へ落ちていたとしても、結果はさして変わらなかっただろう、と上条は思う。

「考えてみれば、最初からあいつはずっと土を操ってきたじゃないか。だとしたら、攻こう撃げき手段にしても索さく敵てき方法にしても、起点は全部そこにあるって考えるべきだったんだ」

　ふう、とようやく安あん堵どの息を吐はきながら、

「アクロバイクのペダルを漕こいでいる時は、俺の足は地面から離はなれている。フィアンマと霊れい装そう越しに話した時、そしてさっきのトンネルでアクロバイクを充電しようとした時。どっちも決まって俺が自転車を降りて地面に足を着けた途と端たんに僧そう正じようは襲おそいかかってきた。まるで土と一体化しているっていうか、地面全体があいつの肌みたいになっているっていうか」

　いきなり土と一体化、と言われても美み琴ことにはピンと来ていないようだった。

　無理もないだろう、超能力も魔ま術じゆつも異能の力ではあるが、科学と魔術で、根底にあるものは随ずい分ぶん変わってくるのだ。こんな事を言うと魔術師は怒おこりそうだが、学園都市の学問と魔術師の学問は随分と毛色が違う。

　それでも何とかして彼女は会話を続けていく。

「その話が本当なら、アンタが地面から足を離はなし続ける限り……」

「僧正には俺の位置は分からない。例えば水の上とか船の上にいる限りは」

　もちろん、僧正自身の視界に入ってしまえば元の木もく阿あ弥みだが、少なくともレーダー探知とかＧＰＳ探知みたいな問答無用のサーチからは逃れられるはずだ。

（……もちろん、これが全部演技で俺達の隙すきを突くために間違った論を組み立てさせようとしているんじゃなければ、だけど）

　一〇〇％否定できる訳ではない。

　だが警戒しながらも、そこまでやる可能性は低いと上かみ条じようは考えていた。

　オティヌスとの一件を思い出す。僧正が本物の『魔ま神じん』なら、格下相手の人間にコツコツ策を積み立てていくとは思えない。使える手があるならさっさと使って、その圧あつ倒とう的てきな物量差でねじ伏せる。それができるから彼らは『神』などと呼ばれているのだ。

「僧正は……大だい丈じよう夫ぶみたいだな。こっちの読み通り」

　作業船のへりから顔だけ出して上条は確認を取る。

　そして今まで保留にしていたアクロバイクのバッテリーの件も何とかなりそうだった。突然の事で面食らう作業船の船員達に上条は頭を下げて、とりあえず船のコンセントを借りる事に成功したのだ。

　どうやら彼らには、過激な動画サイト集団か何かと勘かん違ちがいされたらしい。軽めにお説教されたが、事件扱あつかいまではされなかったようだ。

（ようやっと、『考える時間』が手に入ったぞ……）

　甲かん板ぱんの上にへたり込みながら、上条はそう思う。

　能動から受動、逃走から反はん撃げき、流れるままだった状況から自みずからの手で運命のレールを切り替える側に回れるかもしれない起点。

（そして改めて思う）

　目を瞑つぶって、これまであった事を考える。

　自動車並の速度で逃げ回るアクロバイクを正確に追い回し、土や泥どろで作った巨腕を振り回し、大量の民間人を詰つめ込んだままの高層ビルで自在に殴なぐりかかって、トンネルごと土ど砂しやで押し潰つぶすように迫せまり来る木ミ乃イ伊ラの僧正。確かにどれもこれも破格のスケールで、放ほうっておけば学園都市がどこまで破は壊かいされるか分かったものではない、恐るべき相手。

　でも。

　だけど。

（お前は怖くない）

　再び目を開ける。

　確信を持って、上かみ条じよう当とう麻まはそう結論付けた。

（オティヌスの時とは全然違う。魂たましいに無数の釣り針を引っ掛けて体の外へ引っ張り出されるような、自分自身の存在を丸ごと引き剝はがされるような、あの狂気をお前からは感じられない!!）
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　御み坂さか美み琴こともまた、作業船の上でゆっくりと息を吐はいていた。

　仮かり初そめでも何でも良い。ひとまずは僧そう正じようから追われる段階ではなくなった。じっくりとものを考える時間を確保できた。

　しかし、必ずしもそれがプラスに働くとは限らない。

（……っ）

　今まで考えまいとしていた事が、美琴の胸の内からぶわっと膨ふくらんでいく。作業に没ぼつ頭とうする事で意図して停止させてきた負の思考が再び回転していく。

　言葉にしてはならないもの。

　言葉にしてしまったら最後、自分自身の醜みにくさと向き合わなければならないもの。

　美琴は一度首を横に振ると、喉のど元もとまで出かかっていたフレーズを押し込んだ。

　そのまま上条の方へと振り返る。

「ね、ねえ。これから具体的にどうするのか話し合いま……」

　直後の出来事だった。

　彼女は見た。




　チョコレート色の肌を包帯だけで隠かくす女と、血色の悪いミニチャイナの少女。

　座り込んだツンツン頭の両りよう隣どなりへ寄り添うように、なんか女が増えている。




　口をパクパクさせている美琴だが、彼女達は全く気にしていないらしい。

　左右から上条を挟はさみ込む格好で体重を預け、それぞれ勝手に少年の手を摑つかんでいる。

　というか自分の柔らかい胸に押し付けている。

「あら、やっぱり幻想殺しイマジンブレイカーでも駄だ目めなのね。体に打ち込まれた術式を砕くだければ元の力を取り戻せるとも思ったけれど、どうやら完全に消失した後みたい。件くだんの力であっても、魔ま術じゆつの炎で焼かれた灰は元には戻らない、か。……娘ニヤン々ニヤン、貴女あなた何しているの？」

[image: ]

「何って、ネフテュスと一いつ緒しよで幻想殺しイマジンブレイカーを自分に試している最中ですけど？」

「彼の左手を使ってどうするの、これは右手に宿るものでしょう」

「ああ、おっぱいなら何でも良いのかと思った」

「娘々、貴女本末が転てん倒とうしているわ」

　バヂッ、と美み琴ことのこめかみの辺りで何かが弾はじける音が炸さく裂れつした。

　何が気に喰くわないかと言えば、突然の状況で流されっ放しのツンツン頭が一番気に喰わん。

「な・に・を・してんのアンタは───ッッッ!!!???」

　が、怒ど髪はつ天てんの叫びは最後まで繫つながらなかった。

　その前に、相変わらず無意味に上かみ条じよう当とう麻まの左手を自分の薄うすい胸へ押し当てていた娘々が、うるさそうな様子でぶかぶかの袖そでを美琴の方へ差し向けたからだった。

　それだけだった。




　ズドッッッ!!　と。

　美琴の胸の中心に、袖から飛び出した分厚い刃が容赦なく突き刺さる。




「な」

　意味が分からなかった。

　混乱だけがあった。

「あ？」

　最初に少女の胸を貫つらぬいたのは、槍やりの先に青せい龍りゆう刀とうのような刃をつけた武具。

　だが一本に留とどまらない。動きを止めた美み琴ことの全身をくまなく抉えぐり、貫き、引き裂さくように、続けざまに大量の武具が飛び出していく。

　ドガドガドガッ!!　と鈍にぶい音の乱舞だけが続いた。

　痛みはない。出血はない。だが『刺された』という確実な事実だけが視界を眩くらませる。第五位のような精神操作系ではない。物理的にこうなっている。頭の奥からじわりと黒い不安が滲にじみ出てくると、それはあっという間に美琴の意識の隅すみ々ずみにまで広がっていく。

　結果はすでに起きている。

　だがあまりの事態に現象が追い着いていない。

　超音速で物体が突き抜けた直後に衝しよう撃げき波はが周囲へ襲おそいかかるように。落雷から数秒経たって轟ごう音おんが追い着くように。

　つまり。

　事態が追い着いてしまったら、彼女はもう……？

「ッッッ!!　御み坂さかァ!!」

　その時だった。

　ツンツン頭の少年が右手を振り回した。チャイナドレスの袖そでから美琴の上半身までを繫つなぐ無数の武具、その柄つかの部分をまとめて薙なぎ払う。脆ぜい弱じやくなガラス細工のように武具という武具が徹てつ底てい的てきに破は壊かいされていく。

　上かみ条じようは解放された美琴を庇かばう格好で、改めて褐かつ色しよくの包帯女と血色の悪いミニチャイナの少女の前へ立ち塞ふさがる。

（な、にが……）

　美琴は傷一つない自分の体を両手でさすりながら、

（一体何が!?）

「ああ、ああ、いちいち考えるだけ無む駄だなんじゃない？　一挙にまとめて破断した上条当とう麻まのやり方は最善だ」

　ミニチャイナがくすくすと笑いながら言った。

　砕くだかれた自分の武具に対しては、さしたる執しゆう着ちやくもないらしい。

「何しろわたしの『宝貝パオペイ』は一つ一つで効果が全く違う。束ねた状態で解き放たれたら、個々の解析なんてやってられないだろうしねえ？」

「パオ……？」

「あはは、ごめんごめん。いきなりこんな造語を出されてもキョトンとしちゃうよね。元ネタは宗教書でも歴史書でもなく、古代中国の『小説』に出てくる仙人達の武器。でも、似たようなものならどこにでも転がっていたんだよ。例えば地仙の連中は俗世との縁を切るために偽いつわりの葬そう儀ぎを挙げるんだけど、この時は身代わりとして自分の杖つえを棺ひつぎに入れたりしていたんだし。うちの国には正式な出典のない道具なんてゴロゴロあるよ、口に入れたら不老不死になれるって触れ込みの食べ物伝説だけで一〇〇個以上。こういう風に、いっぱい持ってるとカテゴリ分けして管理しなくちゃならないから、手て頃ごろな名前と枠が欲しかったってだけ」

「娘ニヤン々ニヤン、多分この子達はそういうレベルで驚おどろいているんじゃないと思うわ」

「んえ？　じゃあこのびっくりリアクションって何に対するものだった訳？？？」

　人を刺して、串くし刺ざしにして、蜂はちの巣にして。

　なおキョトンとしているその空気に、上かみ条じようはこれまでの強敵達とは違った『圧』を受ける。

「何なんだ、アンタ達は……？」

　美み琴ことを庇かばいながら上条が尋ねると、二人は立ち上がる事すらしないまま、ゆったりとこう答えた。

「私はネフテュス。こっちは娘々」

「まあ、僧そう正じようの同類とでも思ってくれれば良いよ。上条ちゃん？」
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　僧正の同類。

　真なる『グレムリン』。

　オティヌスと同格の……『魔ま神じん』。

　もうそれだけで、上条は目が眩くらみそうになる。僧正だけでも手一杯で、これからあるのかないのか分かりもしない突破口を探すためにようやく作戦会議をしようって段階なのに、さらに新しい『魔神』がやってきた。しかも二人も。

　僧正の口振りやその行動から鑑かんがみるに、おそらく全盛期のオティヌスのように世界に新しい位相を挟はさんで自由自在に操る術はない。だがそれにしても合計で三人だ。位相がどうのこうのなんて話は関係なく、ただ力技で惑わく星せいを真っ二つにされてしまってもおかしくない大戦力なのではないか。

　しかもみんながみんな、僧正と『同格』であって、『全く同じ特徴を持った個体』ではない。

　また一からやり直しだ。ネフテュスや娘々が何をどういう風に扱あつかう『魔神』なのかを分析して突破口を見みい出ださなくてはならない。もちろんその間にも僧正が勝手に暴れて学園都市に被害をもたらす可能性もゼロではない。

　とにかく人手が足りない。頭のリソースもパンク寸前。

　どこから手をつければ良いのか分からないような状況だ。

「心配しなくても良いわ」

　くすりと笑ったのは、褐かつ色しよくの肌に包帯の女、ネフテュスだった。

「私達は別に今すぐ学園都市を破は壊かいしようって考えているんじゃない。僧そう正じようから真なる『グレムリン』の目的は聞いているんじゃないかしら」

「……『魔ま神じん』同士のリソースの奪うばい合いがもたらす世界の歪ゆがみ、運命論とやらの採点者を、俺に預けるって話か？　確実に届く願掛けだの神かみ頼だのみだのと引き換えに。世界征服にも人類滅めつ亡ぼうにも興味はない、ただ安心なんて訳分かんないものがほしくて俺に特別権限を与えるとか！」

「答える気にはなってくれた？」

　その気がなければどうする、と上かみ条じようは考える。

　僧正のように、気が変わるまで破壊行為を繰くり返すとでも言うのか。

　思わず身を硬くする上条に、娘ニヤン々ニヤンは肩をすくめて口を挟はさんできた。

「だーかーらー、そこまで絶望的な顔する事ないんだって。あれー？　ひょっとして僧正のヤツ、ビビらせ過ぎちゃっているんじゃないの、ネフテュス？？？」

「というより、僧正は頭に血が上ると五秒前までの計画を全部ご破算にしてしまう人だから仕方がないわよ。諸しよ行ぎよう無む常じようや盛じよう者しや必ひつ衰すいの理ことわりを完全に自分好みに曲解させているんだもの」

「何を……言っているんだ……？」

「怖がらせちゃったのならごめんなさいね、坊や」

　自分の細い顎あごに人差し指の腹を押し付けながら、ネフテュスは全く困っていない顔でそう言った。

「だけど私達は、根本的に学園都市……というより、こちらの世界と諍いさかいを起こすつもりは特にないの」

「……何でそう言い切れる？」

「だって理由がない」

　あっさりとしたものだった。

「他の『魔神』達はどうあれ、私は好きよ、学園都市。地べたを這はいずる命の一つでありながら、夜空の星を夢想して、具体的に図面を引いて、ついにはマスドライバーなんて持ち出して、時速一〇万キロを超える彗すい星せいと相対速度を合わせて無人探査機を着陸させようって段にまでなった」

　彼女は褐色の顎から指先を離はなす。

　何の気のない調子で青空の太陽へ手を伸ばしながら、

「天に輝かがやく星くらい簡単に手に入るのに、どうしてそこまで躍やつ起きになれるのやら。合理性なんて欠片かけらもないけれど、でも、人間ってそういうものに情熱を注げる生き物なんでしょう？　その心の動きだけは素直に羨うらやましいわ」

　くつくつと、横で聞いていた娘ニヤン々ニヤンは笑いを堪こらえていた。

「ねーふてゅーす。超上からになってるって」

「あら。こういう方が好印象を持たれると経験で学んでいたのだけれど」

「まあ、わたし達は神様だからねえ。揉もみ手でへりくだるよりは上から踏ふんづけてやる方に期待されているのは分かるけどさあ」

　目の前に上かみ条じようや美み琴ことを捉とらえていながら、ネフテュスや娘々はさして注目も警戒もしていない。まるでパーティの最中に近づいてきたウェイターをあしらうような、同じ空間にいても強い隔へだたりを感じる扱あつかい。

「本題から逸それたわね」

「そもそも何をしに来たんだ」

「僧そう正じようからある程度の話は聞いていない？　今の私達は、『あいつ』のせいで弱体化しているって。あなたの幻想殺しイマジンブレイカーで何とかならないものかと思ったけれど、こちらについては不発に終わったわね。まあどうでも良いけど」

「ぶっちゃけ困るのはわたし達じゃないもんね。こんな半はん端ぱな状態でわたし達を実存世界に連れてきちゃって、『あいつ』も何考えてんだか。それってつまり、世界は砕けるまま砕けるけど、それを修復するだけの力はもう残っていない、って状況に近いんだし」

「……ッ!?」

「娘々」

「あはは！　ごめんごめん、オティヌスまわりの件でホントにトラウマになっちゃっているんだねえ、上条ちゃん!!」

　小さなお腹なかをぶかぶかの袖そでで抱えて、目元から涙まで浮かべて馬ば鹿か笑いする娘々に、ネフテュスは呆あきれたように息を吐はきながら、

「混ぜっ返したようでごめんなさいね。ともあれ、一つ目の目的はこちらで勝手に済ませてある。あと、あなたに用があるとすれば、そうね、二つ目があるわ」

「……俺はアンタ達の採点者になんかならないぞ。安心、なんて馬鹿げた言い草のために地球人類を熱帯魚に作り変えるなんてまっぴらだ。願掛けだの神かみ頼だのみだのにも興味はないんだ」

「それはまた別の機会に」

　くすりとネフテュスは笑ってから、

「当座の問題は僧正よ」

「僧正？」

「かんっぜんに暴走しているのは坊やにだって分かるでしょう？　でもってあれは別に真なる『グレムリン』全体の総意を代表している訳でもない。みんながみんな『ああ』だって思ってもらっても困っちゃう訳なのよね」

「な、なら……」

　おずおずと、上かみ条じようの背中越しに美み琴ことがようやく口を開いた。

「アンタ達が勝手にやれば良いじゃない。僧そう正じようとかいうあの変なじいさんの知り合いなんでしょ、勝手に捕まえて勝手に出て行けば良いじゃない！」

　対して。

　ネフテュスと娘ニヤン々ニヤンは極きわめてシンプルな対応をした。




　たかが学園都市第三位など存在しなかったように振る舞ったのだ。




「だから貴方あなたの手で僧正を止めてもらいたい、そのために必要な情報は提供する。だけど、私達が直接手を下す事についてはあまり期待しないでちょうだい」

「ま、てよ……」

　思わず、上条は差し込んでいた。

　傍そばで衝しよう撃げきを受けている美琴には、もはや口を挟はさむ余裕もなかった。

　だが二人の『魔ま神じん』はてんで意に介さなかった。

「ま、やれって言われたらやっても良いんだけどさ。カワイイ上条ちゃんがそういう風に神頼みするなら。その場合は最低でも学園都市は、いいや、この小っさい列島は海に沈むかなあ？　理由は言わなくても分かるよね。僧正とわたし達がケンカを始めるっていうのは、つまり『魔神』と『魔神』の戦争になるって意味なんだからさ」

「待て」

　あっけらかんと言ってのける二人は、どこまでも明るい。

　まるでクラスの友人に話しかけるように。

　でも、だからこそ。

　その一言一言で、縮む。

　一人ぼっちの少女の体たい軀くが、打ちのめされていくように。

　まるでなかったもののように不要な人間を意識から排除するその動きは、どこまでも残ざん酷こくだ。

「待てっつってんだろうが、ネフテュス!!」

　気がつけば、上条は包帯だらけの褐かつ色しよくの女の胸ぐらを摑つかんでいた。

『魔神』相手に一度でも手を誤ればどうなるか。そんな前提さえ頭から吹っ飛んでいた。

「あらいやだ」

　が、至近で睨にらみ合っても、ネフテュスは顔色一つ変えない。

　ジリ……ッ！　と、得え体たいのしれない、肌に刺さるような見えない何かが自分の周囲を取り囲むのを、上条当とう麻まは感じていた。

　それでも退ひけない。

　退く理由は一つもない。

「どうする？」

　横から茶々を入れるような声があった。娘ニヤン々ニヤンはぶかぶかの袖そでで口元を隠かくしながら、目元で妖あやしく笑う。

「もちろん神託アドバイスなんかいらないって言うならわたし達は構わない。自分だけでやるんだったらどうぞご自由に。でも、あんた達だけでできるかなあ？　そもそも僧そう正じようを形作っている木ミ乃イ伊ラの基幹構造さえ把は握あくできないあんた達に」

「……、」

　上かみ条じようは答えなかった。

　しばしの間、人間と『魔ま神じん』の対たい峙じがただあった。

「良いわ……」

　やがてそう呟つぶやいたのは、御み坂さか美み琴ことだった。

『魔神』はハナから彼女を数に入れていない。少女は上条に向けて言ったのだ。

「使えるものなら何でも利用しましょう。今はえり好みなんかしている場合じゃないもの」

「御坂……」

「……でもって最後にこいつらの鼻を明かす。そう思えば耐たえられる。だから話を進めて。ここまで来て僧正とかいうのにまで横よこ槍やり入れられたら、何やってんだかほんとに分からなくなるわよ」

　苦いものを嚙かみ潰つぶすような顔で、ようやく上条はネフテュスの胸ぐらから手を離はなす。

　その選択を尊重はする。

　それでも納なつ得とくがいっている訳ではない、という表情で。

　しかし一方、ネフテュス達の顔色が変わる事はない。そんな理由はないからだ。

「気に喰くわないが、突っぱねられない。でしょう？」

「……、だったら何だ」

「元々、上条当とう麻まは勝利に対して貪どん欲よくな性しよう分ぶんで、使えるものなら何でも使おうとする傾向が強い。まして、今はその背で誰かを庇っている状態ですものねえ？　なりふりなんて気にするはずもない」

　くすくすと笑いながら、ネフテュスは含むように続けた。

「では、お互いの利害を祝して。……僧正について話しましょう？」
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　気楽なものだった。

　紫の法ほう衣えを纏まとう僧正は黄金の剣を杖つえの代わりにしながら、まずは川沿いを歩んでいく。

　彼は『人払い』などの術式で身を隠かくす真ま似ねはしない。

　魔ま術じゆつというものを隠しもしない。

『魔ま神じん』である事での立場、世にあまねく様々なしがらみを打ち壊こわす存在感、ただ息を吸って吐はき出すだけで周囲全すべての常識を叩たたき壊こわす木乃伊のまま生存する肉体。それらを一ミリも考こう慮りよしない。問題が発生すればその都つ度ど力技で撃げき破はしていけば良いし、そもそもこの世界に住むあらゆる存在には自分の足を止める事はできない。そんな傲ごう慢まんが全身から溢あふれていた。

「さあて、どこへ行ったのかのう……」

　呟つぶやく言葉にも、さて、本当に意味などあったのか。

　究極的に言えば、『魔神』である僧そう正じように今、この瞬しゆん間かんに上かみ条じよう当とう麻まとの決着をつけなくてはならない理由は特にない。木ミ乃イ伊ラの肉体に活動限界は存在しないからだ。あのオティヌスが長い長い、それこそ気が遠くなるような時間を経て『理解者』を得たのと同じように、最終的に八方丸く収まればそれで構わないと考えている節ふしがある。……当然、どんなにかき集めても一〇〇年あまりの寿命しか持たずに、当たり前の世界で狙ねらわれ続ける側からすれば災難以外の何物でもないが。

　つまり。

　一番恐ろしいのは、実は『待ち』であったのかもしれない。

　上条達は目の前の脅きよう威いから逃げ出すのに必死だったが、彼が見えなくなってからの方が、ある意味では恐ろしかったのかもしれない。

　だが実力に基づいた傲慢であるが故ゆえに、僧正は一つの事柄に我が慢まんが利きく人格者でもなかった。糸を垂らしてのんびり釣りを楽しむくらいなら、湖水を全て飲み干してすっかり干ひ上あがった泥でい濘ねいを跳ねる魚を手て摑づかみで捕らえる。そんな『魔神』なのだ。

　しばしの散策ののち、彼は不意に顔を上げた。

　ある方向に目をやっていた。

　ニタリと笑う。

　笑って言う。




「……ほほう。何やら面おも白しろそうな事をしておるのう」
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「ご存知の通り……かどうかは定かではないけれど、僧正は仏教由来の『魔神』よ」

　作業船の上で、ネフテュスはそう切り出した。

「それもインドで発はつ祥しようし、中国や韓国を経由して持ち込まれ、様々な変へん遷せんを越えた日本独自の仏教に由来する、ね。さて上条ちゃん、貴方あなたは即そく身しん仏ぶつという言葉を知っているかしら」

「？」

「ねふてゅーす、それじゃあ説明が一段飛ばしになってるよん」

　娘ニヤン々ニヤンが横から口を挟はさんだ。

「そもそも日本の仏教じゃ、どれだけ修行を積んでも一代で悟さとりを開いて浄土へ旅立つ事はできないってなってるの。これは身分の高低なんか関係ない。何度も何度も生まれ変わりを繰くり返して、その都つ度ど厳しい修行を積み重ねて、少しずーつ魂たましいを研けん磨まして、最後の最後に解げ脱だつを果たす。仏様に成る。ま、これが真っ当な道なんだけど」

「たった一代で、ほんの数十年の時間で、仏に成る方法がある。つまり、『即』より『身』が『仏』と成る、という訳ね」

　僧そう正じようとやらは、その即そく身しん仏ぶつという儀ぎ式しきを経て『魔ま神じん』になったとでも言うのか。

　だが、そもそも即身仏とは何なのだ？

「もの自体は簡単だよ。僧正のボディを見れば分かるでしょ」

「ま、日本式の木ミ乃イ伊ラといったところかしら。あれも不思議なものよね、血抜きも内臓の取り出しもしないで、ただ暗室に閉じ込めて干ひからびさせるだなんて。エジプト製の私からしてみたら、乾燥の前に内側から腐くさらないものなのか不安になるやり方なんだけど」

　その言い分にギョッとした。

　確かに僧正自身、まともな見た目ではなかったのは認めるが、改めて他人の口から言われるとその衝しよう撃げきは大きい。

「じゃあ僧正ってのは、人工的に『魔神』を作るために殺された人だったって言うのか!?」

「何を馬ば鹿かな。生きたまま地下の暗室に閉じこもって、自みずからの意思で餓が死ししたんだよ。そうでなければ即身仏にならないじゃない」

　娘々からあっけらかんと言われて、上条はますます絶句してしまう。

　ネフテュスもいちいち一つ一つの事柄に執しゆう着ちやくする様子もなく、ただ流してしまう。

「僧正が土と関連付けられているのもその辺りが理由ね。即身仏とは解脱を図る高僧が自らの意思によって地下の暗室に籠こもり、生き埋うめにされたまま最さい期ごの最期まで印いんを組んで読ど経きようを続ける事で完成する木乃伊よ。乾燥の過程で彼の遺体から染しみ出たモノが、周囲の土と絡からみ合って繫つながりを得た」

「天の神様はお空の上に、反対に罪人達は土の下に、って考えは世界中にあるものだけど、『土』そのものを不浄とみなす文化は珍めずらしい。例えば日本の神しん道とう。でもって神道と仏教は習合だの混こん淆こうだので混ざり合っちゃっているから、僧正の方にも影えい響きようを与えているんだよ」

　土を。

　冥めい府ふを。

　自らを害した餓死の空間を引きずり、操る……そんな『魔神』。

「そこまでして……」

「？」

「そこまでして、僧そう正じようは一体何をしたかったんだ」

　もはや駆け引きなんてなかった。

　純じゆん粋すいな疑問だった。

　対して、ネフテュスはなんて事のない調子であっさりと答えていた。

「決まっているじゃない。解げ脱だつを目指す高僧の目的と言えば、衆しゆ生じようの救済に他ほかならないわ。つまり、世界全体を救おうとしたのよ」

「なん……」

「あはは！　つーか『魔ま神じん』連中なんて大抵そんなもんじゃん？　ただし圧あつ倒とう的てきな力を持ったその救いは歪いびつなものだった、っていうか？　個人による救済って言ってみりゃ完璧な独裁って事だし。まあでも、中でも僧正のは頭一つ飛び抜けて酷ひどいかもしれないけどさ」

「おかしいとは思わなかった？」

　ネフテュスは世間話を振るように語った。

「僧正の格好にはいくつかの特徴がある。紫の法ほう衣えに、ギンギラの黄金の装飾品。襟えり周りは炎のように逆立ち、挙げ句に純金で出来た剣を常に携たずさえている」

「それが」

「だけど、僧正は一度だってその剣を振るわなかった。でしょ？」

　言われてみて、上かみ条じようは初めて気づいた。

　土や泥どろの巨腕に、ビルを振り回したり、地下トンネルを潰つぶしたり……。一つ一つの行動のインパクトに惑まどわされていたが、僧正はあれほど分かりやすい『武器』を一度も使っていない。

「まあ、不ふ動どう明みよう王おうっていう仏神をモチーフにした副ふく葬そう品ひんなんだけど、あれは僧正自身の意思を反映していない。彼の死後、彼に仏に成ってほしくなかった一派が小細工を弄ろうしたって訳。こんなに金銀財宝で彩いろどられた権力者が欲を捨てられた訳がない。だからこいつは悟さとりなんて開けなかったに違いない、そういう事にしてしまえ。分かりやすいネガティブキャンペーンってヤツね」

「きひひ。つまり僧正は仏としての肉体を持ちながら、仏としての座をもらえなかった、迷い仏とでも呼ぶべき存在って訳」

「多神教では神には必ず名前と役割が与えられる。その二つでもって、神話っていう巨大システムの歯車になる事ができる。だけど、僧正にはそれがないのよ」

「『僧正以外に呼び方のない仏様』だからねえ。すでに満杯の箱の中で、どこにでも現れる厄やつ介かいな歯車。しかも最悪なのが、僧正自身は未いまだに衆生を救う気がまんまんだったりもする」

「……かつて自分が受けた仕打ちを『衆生が望んだ事』だと結論付け、彼らが冤えん罪ざい同然で押し付けた『あさはかな欲を捨てられず、結果、役割のない仏となった』誰だれかとして動く事が世界の救済に繫つながるのだ、と信じてね」

　聞いているだけで眩暈めまいがするような話だった。

　これまでも上かみ条じようは色んな魔ま術じゆつ師しと遭そう遇ぐうしてきた。誰だれも彼もが一ひと筋すじ縄なわではいかない事情を抱えてきた。

　だけど、僧そう正じようのそれはどこか違う。

　何かが終わってしまったから、何かが終わってしまうのが怖くて。そんな『終わり』を軸としたこれまでの魔術師よりも、さらにずぶずぶの位置にいる。

　干ひからびたまま永遠に保存される木ミ乃イ伊ラと同じ。

　みんなＨＰや生命力が〇になるのを恐れて努力しているのに、一人だけ値がマイナスをぶち抜き、なお笑っているような……？

「故ゆえに、僧正に説得は通用しないわ」

　ネフテュスは簡潔に言った。

　この程度の出自や経緯なら珍めずらしくもない、といった口振りで。

「何しろ彼は、ぐずぐずに朽くち果てながらも満足して『今』を生きているのだから。裸である事を誇ほこってしまった裸の王様なんて、もう言葉で止める方法はないでしょう？」

「あっはは!!　ねーふてゅーす！　裸に包帯のアンタが言っても説得力ないってーっ！」

「パンツも穿はいていない貴女あなたが言っても説得力ないわね」

　適当に言い合いながら、二人の『魔ま神じん』は作業船の甲かん板ぱんからゆっくりした動作で立ち上がった。

「まあ、さっきはああは言ったけど、どうしても力が足りないと感じた場合は、私達の名を呼びなさい。相応の犠牲と引き換えに、『魔神』同士の直接対決で僧正を抑え込んであげる」

　くすりとネフテュスは笑って、

「あまり面おも白しろい結末ではないけれど、でも、それもそれで一いつ興きようなのかしら。言ってしまえば貴方あなたが『魔神』の力の価値を認めてくれるのだから」

　その褐かつ色しよくの細い手を、ついっと上条の方に差し向ける。

　何なら今からでも構わない。

　ギブアップするのならこの事件を楽に終わらせてやる。

　だから、チートの味を知れ。

　この快楽を知ってしまったら、もう真ま面じ目めに頑張るなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしくてやってられなくなるから。

　それだけで、みんな救える。

　もう誰も困る事は何もないのだから……。




「っ!!　だめ!!!!!!」




　鋭するどい声が、そんな緩ゆるやかな下り坂のような空気を断ち切った。

　御み坂さか美み琴ことのものだった。
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　その瞬しゆん間かん。

　彼女自身、どうして上かみ条じようの腕にすがりついたのかは完全には理解できていなかった。

　とにかく危険だと思ったのだ。

　ネフテュスの、娘ニヤン々ニヤンの、あの細い手を取ってしまう事が。

　決定的に、彼が遠くに行ってしまう。

　今度の今度こそ、もう二度と手の届かない場所へと立ち去ってしまう。

　そんな気がした。

　だから。

　どれだけみっともなくても良い。誰だれも彼もから道みち端ばたの石ころや雑草のように扱あつかわれ、常盤ときわ台だい中学のエースというプライドをズタボロにされて、学園都市第三位なんて『本物の争い』の前には全く役に立たない事を突き付けられたって。

　魔ま術じゆつ？　魔ま神じん？

　みんなが当たり前のように話している事の毛先ほども理解できない、共感できない、現実味が湧わかない、全然ついていけない。そんな事実に打ちひしがれたって。

　そんなのは後回しで良い。

　分かっている所から一つ一つ消化していけば良い。

　だったら。

　それなら。




　これだけは、絶対にダメだ。

　上条当とう麻まが『魔神』達と無造作に手を結んでしまうなんて、そんなの絶対に。
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　そして。

　御み坂さか美み琴ことが上条当麻の腕にすがりついて。

　キッと。当たり前の女の子のように誘ゆう惑わく者しやを睨にらみつけたその時。

　初めて。

　本当に初めて、チョコレート色の『魔神』はキョトンとした顔になった。

　御み坂さか美み琴ことという一人の少女を、意識の中へと入れた。

　そして、

「……そうよね」

　宙ぶらりんの手を面おも白しろそうに揺ゆらして、ネフテュスはくすくすと笑う。

「天に輝かがやく星なんて簡単に摑つかめるものだけど、でも、そんなくだらないものに情熱を注げるのが貴女あなた達だものね……」

「……？」

　美琴の何を見て、どう評価を下したのか。それは少女自身にも分からなかった。

　ただ、体当たりのようなその言動が、何かしら『魔ま神じん』の興味を引いたのも事実のようだった。

　レールを切り替えるように、娘ニヤン々ニヤンと共に立つネフテュスはこう告げる。

「それでは、最後にもう一つ神託アドバイスを授けておくわ」

『魔神』は言った。

「もしも僧そう正じようを力技でねじ伏せるつもりなら、彼の破は壊かいのプロセスをきちんと精査しておく事ね。間違っても、あれが単なる膂りよ力りよくの差だなんて思わないように」

「何だって？」

「彼は何代も何代も生まれ変わりを経て研けん磨ますべき魂たましいを、わずか一代で仏にまで昇華させた特とく殊しゆな存在。あるべき運命の道を外れ、自みずからの足で一段飛ばしを可能とした者。六りく道どう交こう差さを自在に操る僧正に、原因、過程、結果が正しく並んでくれるだなんて思わない方が身のためよ？」

　それ以上はなかった。

　上かみ条じよう当とう麻まが瞬まばたきした瞬しゆん間かんには、すでに『魔神』達はどこにもいなかった。
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　上条と美琴には時間がなかった。

　今はまだ僧正に捕ほ捉そくされていない。『土』を軸にした僧正の得意のフィールドに立たない限り、地面に足を着けなければ、位置情報を辿たどられる事はないのだろう。

　だけど、一〇〇％の安心はできない。

　何な故ぜならば、

「ヤツからすれば、逆に考えれば良いんだ」

「逆って……何よ？」

「どうすれば『地面』を踏ふまずに安全地帯をキープできるか。そこを一つ一つ潰つぶしていけば良い。水の上や作業船にいる事だって、いつかはバレてしまうかもしれない。そうなったらおしまいだ。再び追い駆けられるだけの時間が始まる」

　せっかく『考える時間』を得たのだ。

　ネフテュスや娘ニヤン々ニヤンという『魔ま神じん』から、僧そう正じようの情報も得たのだ。

　このわずかな時間を十分に活用できなければ、もう逆転の目は来ない。

　後はキツネ狩りのように長い長い逃走の果てに嬲なぶり殺しにされるだけだ。

「これは、大前提なんだけど」

　美み琴ことはこう切り出した。

「あの僧正とかいうヤツ、私達の手でやっつけられるようなヤツだと思う？」

「倒たおせないなら、倒せなくても解決できる方法を考えれば良い」

　上かみ条じようはアクロバイクの充電ケーブルを作業船のコンセントから引っこ抜いて、掃除機のようにバッテリーパックへ収納していく。

「行き先は第二三学区だ」

「そりゃまあ、だだっ広い発射場とか滑かつ走そう路ろなら周りを巻き込まないかもしれないけど、そこからどうすんの!?」

「考えがある。一つだけな」
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「痛いってえ……」

　呻うめくような声があった。

　大学生グループの一人、乾けん山ざんだった。

　彼は今も明めい滅めつする視界の中で、頭を振って意識をはっきりとさせる。一面は酷ひどい惨さん状じようだったが、重要なのは二つだけだ。液体ダイヤと、容器を持った女子中学生が消えている。

　近くの地面には盗んだＰフォンが無造作に転がっていた。

　液晶の保護ガラスは割れていたが、スイッチを押してみると電源は点つく。

「よし、いけるな……まだ追えるな……よし」

　少し離はなれた場所には、彼の仲間がいた。路上に仰あお向むけに倒たおれた岡おか田だの近くで、干ひ潟がたが屈かがみ込んで何かしている。

「おい」

「あっ、ああ！　お前は大だい丈じよう夫ぶだったのか。岡田のヤツがヤバそうなんだよ。意識はあるみたいなんだけどさ、起き上がれないみたいで。背中を強く打っていたし、ひょっとしたらどこか折れているのかも」

「うるせえ。それより液体ダイヤを追うぞ、お前もついてこい」

　こんなに当たり前の事なのに、干ひ潟がたのヤツはポカンと口を開けていた。

　しばらく固まっていた。

「いや、ちょっと待て、何を言っているんだ、それよりだって!?」

「ああ」

「悪いがこっちはそれどころじゃない。早く岡おか田だを何とかしないと。ええと、救急車、携帯、俺の電話どこだ……」

「ああ！　悪いんだが緊きん急きゆう通報なんかさせない！　ここで足止め喰くらったらせっかくの六兆が逃げちまうだろうが!!」

　ガチリ、という金属音が響ひびき渡った。

　干潟はズボンの尻しりの辺りから引き抜いた拳けん銃じゆうを見て、それから目線を上げた。

　乾けん山ざんの目を見て、彼は半笑いのような顔になっていた。

「狂ってるよ、お前、本当に狂ってる……」

「俺についてくるか、ここで仲良くおねんねするか、好きな方選べよ」

「……、」

　干潟は唇くちびるを嚙かみ、岡田と乾山を交互に見て、やがて何かを諦あきらめるように立ち上がった。

　ついていく姿勢と受け取った乾山は、拳銃の銃口を上へ逃がす。

「それで良いんだ」
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　そして木ミ乃イ伊ラの僧そう正じようはピクンと顔を上げた。

　適当なゲームセンターの入口付近にあった巨大なガラスケース。いわゆるクレーンゲームの筐きよう体たいにべたりと張り付いていた時の事であった。

　中身は地球への最接近で注目を集めているアローヘッド彗すい星せいを模している……のか？　真ん丸で正体不明のご当地キャラみたいなのが敷しき詰つめられていた。

　世間慣れしていない老人があまりの額がくを突っ込み過ぎていると受け取られたのか、何な故ぜだか男性店員が扉の鍵かぎを開け、僧正に正体不明の真ん丸ぬいぐるみを手渡しているところであった。

「だからねじいさん、あれ、じいさんで良いんだよな……。はは、あれ、ミイ、いやまさか」

（……『反応』があったな）

　標的設定した上かみ条じよう当とう麻まが土を踏ふんだ。

　場所は第二三学区の滑かつ走そう路ろか発射場。だが分かりやすいと言えばあまりにも分かりやすい位置取りだ。

　どう考えても罠わな。

　しかしそれを知って、僧そう正じようはなおくつくつと笑う。

　逆なのだ。

　僧正のように道を究めた高僧は、何かを積み重ねる行為に価値を見みい出ださない。世界とは儚はかないもので、終わるのが前提であって、いかに全すべてを躊ちゆう躇ちよなく切り捨てられるかが徳の高さへと結びついていく。単に世は儚いとはまた違う滅ほろびそのものに雅みやびを感じるその心は、本家本元インド発はつ祥しようの仏教とはまた違った、独自の美学がそこにある。

　これも同じ事。

　無策でもって万ばん策さくを踏ふみ倒たおすからこそ、諸しよ行ぎよう無む常じようなのだ。神の意思でもって人の努力を薙なぎ払うからこそ、盛じよう者しや必ひつ衰すいなのだ。有を集めて防備を固めた所で、無のもたらす真理を止める手立てにはならない。積めば積むほどに、そこは僧正の独どく壇だん場じようとなる。

　故ゆえに、深く考える必要はない。

　究極の有とは、すなわち転じて無へ還かえるのだから。

　口では安心を求めておいて、しかし僧正のベクトルはどこか違う。

「言っておくけどさ、こんなのは原価で言えば一円以下なんだ。大量生産のマジックだよ、まさに。アンタ、お孫さんにでもせがまれて躍やつ起きになっちゃったの？　悪いんだけど、こんなの中古のショップを巡ればワンコインで買え……っと、どうしたオイ!?」

　男性店員が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　自分の手で渡したはずのぬいぐるみを、再び僧正から押し返されたからだろう。

「儂わしにはもう必要ないものでな。それはお主ぬしが好きなように使っておくれ」

「使えって、あのな。あんだけ熱を上げていたのは何だったんだじいさん!?」

「ああ」

　木ミ乃イ伊ラは特に振り返らずに言った。




「生あい憎にくと、手に入れてしまったものには興味がなくなる性しよう分ぶんでなあ？」




　それは何に対しても同じ事。

　きっとあの少年が屈くつすれば、その瞬しゆん間かんに僧正は呆あつ気けなくその首を切り飛ばす事だろう。

　彼自身が、気づいているかどうかはさておいて。








サイクルアーツ全集、その三









《ラピッドＳ》

　難度五。

　傾斜七〇から八〇度のほぼ垂直に近い崖がけの上から縁に対し平行に走り、前輪と後輪を壁に押し付けたまま滑すべるように崖を滑かつ走そうするサイクルアーツ。ジャイロの力を借りれば不可能ではないが、わずかでも車輪が『浮いて』しまえば恩恵を失い、即座に墜つい落らくしてしまう。

《ルナティックＧ》

　難度四。

　地形を使ったサイクルアーツ。まず地上で速度を稼かせぎ、その後に進行方向に対し平行に走る壁へ車輪を押し付けて、数秒間垂直に壁走りをする、というもの。遠心力を使うため、効果的に乗り移れるよう、アーチ状のトンネルなど地形的な条件も必要になってくる。なお、これで天てん井じようまで上がってしまうと難度五の《ユニバース》となる。

《スイングＪ》

　難度二。

　上り坂などを利用した大ジャンプで、一般には飛ひ距きよ離り一〇メートル以上を指す。見た目は派手だが地形とスペック頼だのみで、パフォーマー側に必要な技術はほとんどない。これが三〇メートルを超えると難度四の《オーバーＫｐ》、さらに途中で縦方向に後ろ回りで一回転以上すると難度五の《ムーンサルト》になる。








行間　三









　星に願いを☆　無人探査機パラサテライト０１のスポンサーになって、未知なる宝石に名前を付けよう！　キャンペーン実施中!!




　当財団ではアローヘッド彗すい星せいを調査するために打ち上げるマスドライバー発射式無人天体探査機パラサテライト０１のスポンサーを募集しています。

　方法はとっても簡単、専用ホームページにアクセスしていただくか、あるいはコンビニのマルチコピー機やチケット販売機などからでも行えます。

　一口一〇〇円から！

　アローヘッド彗星では既存の六種に収まらない、七番目となる新しいエイコンドライトの可能性が囁ささやかれています。パラサテライト０１によって採取された地質資料がこの仮説を証明した場合、なんと！　新たな宝石の命名権はスポンサーの皆様のものになるのです！

　エイコンドライトは太陽系誕生の秘密に迫せまる鍵かぎとなる物質だとして世界中の天文学者が注目しているもので、今後、新たな発見があるたびに、この『七番目』の名も広く世界に知らしめる事でしょう。

　お店の名前にするもよし、平和の願いを掲かかげるもよし、生まれ故郷を広めるもよし、自みずからの名前をつけるもよし、恋人に捧ささげるもよし。

　ロマンチックな一二月、素す敵てきな思い出作りの一いつ環かんとして、命名権の公募に参加してみるのはいかがでしょう。








第四章　勝利なき戦いの終わり　A.A.A.
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　学園都市第二三学区。

　航空・宇宙開発分野に特化したこの学区は、とにかくだだっ広い灰色のアスファルトが広がっていた。いわずもがな、発射場や滑かつ走そう路ろとしてのスペースをできるだけ多く確保するためである。頭上には突き抜けるような青空。一見してどこまでも開けた空間をイメージさせるが、実際には分単位、秒刻みで空のスケジュールは埋うめ尽つくされ、大小無数の航空機が糸を織って布を編むように行き来している。デジタルな管制誘ゆう導どうがなければいつどこで激突しても不思議ではないくらいに。

　同様に自然発生的なバードストライク、風で舞い上がるコンビニ袋などの流入、果ては人為的なトラブルまで。そうしたリスクを排除するため、あちこちで警備用の無人機が巡回しているのも特徴だ。

　通常なら、アクロバイクから降りてアスファルトの上に立つ少年など、秒針が一回転するより早く検知されているはずだ。

　そうならないのは、学園都市第三位の電子的な支援があるからだろう。

　で、あれば。

「ほう」

　その老人は何なのか。

　水分という概がい念ねんを失った枯れ枝のような手足。極限まで削けずり取った肉体とは裏腹に、ひたすら豪ごう奢しやに彩いろどられた紫と黄金の袈け裟さ。杖つえの代わりに突いているのは、純金で出来た一振りの剣。

「わざわざ待ち、そして構えたか。よもや開けた場所なら周りへの被害を気にせず存分に戦える、じゃからこれまでの流れをひっくり返せる。……それだけを願って立っている訳ではなかろうな？」

　急ぐでも、慌あわてるでもなく。

　その『魔ま神じん』はゆったりとした足取りで、一歩、また一歩と上かみ条じよう当とう麻まの下へ歩いてくる。

　上条一人しかいない事などいちいち気に留めたりはしない。御み坂さか美み琴ことの姿がどこにもない事など言及しない。

　そもそも、人の張った姑こ息そくな策や罠わななど警戒しない。

『魔神』とは、僧そう正じようとは、そこまで小さな存在ではない。

「儂わしは何度でも尋ねよう、上かみ条じよう当とう麻ま」

　コツン、と。

　一定の距きよ離りを開け、僧そう正じようはツンツン頭の少年と対たい峙じした。

「儂ら真なる『グレムリン』は、知らずに運命を歪ゆがめるこの力の採点をお主ぬしに預けてみようと思う。六りく道どうに収まらぬ七番目の『道』、絶大な力を秘めた剣を収める鞘さや、儂らの心のささくれを除き、形のない安心に形を与えるのと引き換えに、世界の運命論を支配する採点者の座に収まる気はないかね？」

　対する返答はただ一つ。

　こちらも、最初から最後まで揺ゆるぎなかった。

「断る」

「なるほどのう」

　片手で剣を突き、もう片方の指先でコリコリと乾いた側頭部を軽く搔かきながら、僧正は首をひねっていた。

　本当に、子供のように。何な故ぜそんな答えが出てきたのか不思議でたまらないといった調子で、彼はこう続けていた。

「これは早いか遅おそいかの違いでしかない。いずれ必ず事態を受け入れるものであって、それまでにどれほど被害が拡大するかの差でしかない。何度も何度もそう言って聞かせているはずなのじゃがのう」

「何を……」

　何かが来る。

　暴力に訴うつたえてくる。

「今さら何をしでかす気だ、僧正!?」

　そう気配で察知したのか、上条は思わず身構える。だがそれも、あまりにも莫ばく大だいな力を手にした僧正からすれば、小動物がギュッと身を縮めて暴風に耐たえようとするようにしか見えない。

　そして老人は告げた。

「のう。よもやお主はこう考えてはいまいか？　選せん択たく肢しというのは常に『前』にあって、今から自分が何かを選び取る事によって、無限の可能性の中から未来を決められる、と。その中には、悲劇も喜劇も、幸運も不幸も、平へい穏おんも戦乱も、全すべてがあって、選択さえ間違えなければ誰だれも死なせずに済ませられる道を歩んでいける、と」

　ボゴォ!!　と、分厚いアスファルトの滑かつ走そう路ろが大きく割れた。

　僧正の左右から二本、もはや塔とうのように巨大な腕が屹きつ立りつする。それ自体が独立した生き物のように蠢うごめく泥どろの巨腕を従えながら、木ミ乃イ伊ラは退たい屈くつそうに言い放つ。

「それなら甘い」

　あまりにも。

　呆あつ気けなく。

「忘れておるのではないかね？　儂わしは土と深く関連し、泥どろを操る事で、諸もろ々もろの現象を起こしておる。じゃが有限は有限じゃぞ、質量保存の法則はいじっておらん。……例えばこのような大質量を取り出した場合、地中にあるべきだった土や泥はどうなると思うね？」

　直後の出来事だった。

　もわっっっ!!　と、はるか地平線の向こうで、膨ぼう大だいな入にゆう道どう雲ぐものようなものが盛り上がった。いいや違う。あれは灰色の粉ふん塵じんだ。ビル爆ばく破はなどで生まれる猛もう烈れつな粉塵の山だ。地球は丸いから、普通なら街並みは地平線に隠かくれてしまうかもしれない。そんな前提を覆くつがえすほど大きく、高く、それこそ入道雲のように粉塵が広がっているのだ。

　もはやビル一いつ棟とうなどという次元ではない。

　粉塵の発生は一ヵ所ではない。おそらく現場では次々にビルが崩くずれて、倒たおれていっているのだろう。まるでのたくる蛇へびのような、地中を進むもぐらの動きに合わせて地上の土が盛り上がるような、生物的な動きでどんどん粉塵は増ぞう殖しよくしていく。

「う」

　そう。

　上かみ条じよう達が逃げて、僧そう正じようが追い駆けていったコース。

　その過程で木ミ乃イ伊ラが地中の土を無む秩ちつ序じよに抜いていった箇か所しよが、何かの引き金で一斉に崩れていくように。

「あ、ああ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　街が。

　壊こわれていく。

「じゃから言ったじゃろう。これは、早いか遅おそいかの違い」

　僧正は、本当に呆あきれたように言っていた。

「お主ぬしはまだ気づいていないようじゃった。じゃから余計な被害が拡大した。さて、今のでどれくらい無関係な人間が瓦が礫れきの中に埋うもれていったのかのう？」

　ボコボコボコボコボコ!!　という地を飲み干す破壊が近づいてくる。

　もはや得え体たいの知れない導火線。

「自分の意思で、被害の大小を選択できるなどとは見当違いも甚はなはだしい」

　嘲あざけるように、無知を笑いながら。

「言っておくが、壊しているのは儂の方じゃぞ？」

　そして破は滅めつの導火線が僧正の足元まで追い着いた。

　直後に起きた現象は火を見るよりも明らかだった。




「かつ、とりあえず自分だけは巻き込まれぬと考えるとはあまりにも浅せん薄ぱく。まあ、これもまた日本人的なお気楽思考なのかもしれんがのう？」




　ゴッ!!　と強固なアスファルトが一斉に崩くずれた。

　一面二〇メートル四方がまとめて崩ほう落らくし、重力の感覚が消失する。右みぎ拳こぶしを握にぎる事くらいしかできないちっぽけな少年など、あっけなく吞のみ込んでいった。




　　　　２




　学園都市は第七学区から第五、第一八と経由して、第二三学区まで広こう範はん囲いにわたって破は壊かいされた。

　その終点に立っていた上かみ条じよう当とう麻まもまた、地じ盤ばんの崩落に伴ともなって地下深くへと吞み込まれていく。

　ただ自然な地盤が割れてできた空間、には見えなかった。

　最初から地下施し設せつが広がっていたのだ。直径二〇メートル、深さに至っては三〇〇メートル以上。もはやこのサイズになってしまうと、高さが、空間が、それだけで『凶きよう器き』となる。

　事実。

　円筒空間の最深部に投げ出された僧そう正じようは、墜つい落らくの瞬しゆん間かんに全身の各部から乾いた音を連続させていた。それは人間の骨肉が砕くだけているというよりは、乾燥した枝を折ったものにも近い。そして一度は陸に上がったクラゲのように広がっていた紫の法ほう衣えは、何事もなかったかのように再び人の形を取り戻していく。

　対する上条当麻はと言えば……、

「ほほう」

　僧正は笑う。

　ツンツン頭の少年の手足や胴体には、無数の太い電源ケーブルが巻き付いていた。それが上う手まいこと体重を分散して、墜落死を避さけていたらしい。

　無論。

　木ミ乃イ伊ラはそれが、単なる偶然とは思わなかった。

　彼は上条当麻を知っている。

　根本的に運に見放された不幸な人間が、こんな時だけ強運を発揮するとは思えない。また、当人とて偶然や奇跡にすがった作戦なんて絶対に企くわだてない。そういう期待はできないという前提で行動しているはずだ。

　であれば。

「自然とそうなった訳ではあるまい。共にいた小娘が見当たらんようだが……その助力でも借りたのかえ？　となると、最初からここに落ちる事は織り込み済みじゃった、と」

　それが何だ。

　だからどうした。

　メキメキメキメキ!!　と鈍にぶい音を立てて、人工物の奥から大量の土ど砂しやが溢あふれる。僧そう正じようの周りにあった瓦が礫れきの山が生き物のように吞のみ込んでいく。主格は土、だが人工物の突起を無数に突き出し、より集まってねじくれ、巨大な腕を形作っていく。

　まるで首長竜から見据えられているような威い圧あつ。

「策があるなら驕おごるがよい。罠わながあるなら掛けるがよい。……じゃが儂わしは、その全すべてを踏ふみ倒たおして先へ進むぞ？　これは早いか遅おそいかの違い。さっさと絶望すればよいものを、なあ？」

「……、」

　対して。

　無数のケーブルを振りほどき、今一度自分の足で金属質の床へ着いた上かみ条じようは、

「被害なら、なかったよ」

「……、なに？」







　ようやく、秋あき川かわ未み絵えは液体ダイヤの保護容器をスポーツバッグに突っ込んだまま、母親の勤める貴金属メーカーの本社ビルまでやってきた。

　だけど、それで全てが終わった訳ではない。

「未絵ちゃん!!」

「っ。お母、さん……？」

　ぽかんとしたように未絵は呟つぶやく。自分の事が心配で出迎えてくれたのか。いやでもおかしい。連絡は取り合っていないから、『いつ』未絵がここに来るかは分からないはずだ。

　なら、他に外へ出てくる理由があった？

　そして辺りを見回すと、あちこちのビルから慌あわてたように多くの会社員が飛び出してくる所だった。







「質量保存の法則？　知ってたよ。巨大な腕を作るたびに地下がスカスカになる？　知ってたよ。お前が悪あく趣しゆ味みな『爆ばく弾だん』を用意して俺を苦しめるつもりだった？　知ってたよ。だから！　最初から警戒してた!!」

　言いながら、上条が取り出したのは携帯電話だった。

　規格外の『魔ま神じん』に対し、あまりにもありふれた、ちっぽけな現代の武器。







「建物は倒とう壊かいの危険性がありますわ!!　できるだけ公園の方へ、倒壊やガラスの雨が及およばない方へ向かってくださいませ!!　……初うい春はる！　人口分布の再チェック。橋や十字路で堰せき止められないようルートを配はい慮りよしてくださいませ！」

『やってますよー。さてさて交通管制センター、信号機のルーチン、手動で再選択。これで人の流れは最適化されるはず！』

　ツインテールの、あれは、警備員アンチスキルではなく風紀委員ジヤツジメントか。とにかく大声で何かを叫んでいた。

　秋あき川かわ未み絵えは母親に、包み込まれるように両手を握にぎられていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、未絵ちゃん、大丈夫だからね」

「一体何が……」

　言いかけた時だった。

　ズズン!!　と地面全体が激しく震しん動どうした。







「連絡、どこに？　『魔ま神じん』などという話を出して誰だれが信じる。お主ぬしの知り合い程度に連絡したとして、多くの人間などどう動かせる？」

「俺のクラスの知り合い程度じゃ駄だ目めかもな」

　上かみ条じようはあっさりと認めた。







　ボコボコボコボコ!!　とアスファルトの地面が大きく直線状に盛り上がっていく。まるで巨大な、それこそ数十メートルとか数百メートルとかの蛇へびやミミズが土の中をのたくっているようだった。そんなのはもう動物図ず鑑かんに載っているものではなくて、龍りゆうとか何とかそういう呼び方をした方が良いのかもしれなかった。

　あちこちのビルが不ぶ気き味みにギシギシと揺ゆれる。

　まるで風に吹かれる柳の枝のように。今にもボッキリ折れてこっちに倒たおれてきそうなほど頼たよりなく。

　そして地下減災構造の中に潜もぐり込んでいたアオザイの番外個体ミサカワーストと黒くろ夜よる海うみ鳥どりはこんな風に話し合っていた。

「ヤバいヤバい、ほんとにダンパー図面通りかね？　どうーも揺れを吸収しきっていないような気がするんだけど。どれどれ、ミサカの能力で滑なめらかーにアシストしてやるか、っと」

「へえ、悪意の塊かたまりみたいなヤツが人助けなんて珍めずらしい」

「……最近ミサカは気づいた事がある。タダより高いものはないってなぁーっ！　ここらは高級ブティックだの宝飾店だのが並ぶ一角だしい？　恩を売っておけば色々有意義な人生に繫つながるかもしれないしい!?　いやあ久しぶりのお買い物で散財している最中に儲もうけ話が転がり込んでくるなんて不思議だなあ!!」

「お前もう根っからの悪だわ！　『暗くら闇やみの五月計画』で植え付けられた私ともまた違うわ!!」







「だけど、お嬢じよう様さまで第三位のあいつなら話は違う。風紀委員ジヤツジメントだの何だのにコネがあるらしくてな。あっさり街は動いてくれたよ。いやあ、人脈ってのは凄すごいよな。拡散力ってのは兵器だ。俺だったら絶対あんな簡単にはいかなかっただろうし」

「……、」







　でも、そんな事は起こらなかった。

　街並みは倒とう壊かいしなかった。

「……？」

　秋あき川かわ未み絵えが恐る恐る真上を見上げてみても、ビルは倒たおれてこない。ガラスの一枚も割れない。地中がとんでもない事になっているだろうに、その被害が地上にまで及およばない。

「だから言ったでしょう」

　気がつけば、彼女の母親が片目を瞑つぶっていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。この街は、あの人が守ってくれるんだもの。だから絶対に大丈夫」







　上かみ条じようは言う。ほんの小さな流れを、ルールを。

「学園都市の治安維持関係が、オカルトな『魔ま神じん』の脅きよう威いを理解してくれるか。そう思っているんだろ。でも話は簡単だった。元から東京湾からデンマークまでのオティヌスの一件で学園都市はピリピリしていたのさ」







　そのわずか数メートル下では、メガネにバーコードの中年男性が、背広を脱ぎ捨てて適当に放ほうり出しながら、携帯電話を使って指示を飛ばしていた。

「倉庫に眠っている液体建材があれば片っ端ぱしから流し込んで!!　想像以上にあちこちやられているようです、まるで安全基準を無視したトンネル網もうだ、このままだと土台を引っこ抜かれて上の街は全壊してしまう!!」

　なおも正規手順を無視した動きに困こん惑わくする電話相手に、ついにその男はメガネの中央、ブリッジへ中指を当てた。電話の向こうには見えてないだろうが、これは儀ぎ式しきのようなものだったのかもしれない。

「うるせえ良いから言われた通りの事をしやがれ馬鹿野郎!!　全部終わってみんなの無事が確認できたら窓際でも離島でも好きな所に飛ばしゃ良いだろうが!!」

　と、そこへ女性警備員アンチスキルが様子を見に来た。

「民間人へ協力を仰あおいでしまって申し訳ないじゃんよ。で、何とかなりそうな気配かな……？」

　質問に対する返答はシンプルだった。

　一人の父親はこう言ったのだ。

「何とかします、やります。それが私の仕事ですから」

　かつて娘は疑問に思った。

　何で謝る必要のない場面でペコペコ頭を下げるのか。その顔からはどんどん輝かがやくものがなくなっていって、今では母親がどうして結婚を決めたのかも分からないくらい。何で父親はそんな風になってしまったのか。

　答えは一つに決まっている。

　自分の趣しゆ味みよりも、自分が輝く事よりも、もっと大切なものを見つけた。

　それを守るためならば、彼は彼にできる全すべてを賭かける。







「みんな表面上は意識していなかったけど、でもやっぱりカサブタになってた。一通り問題が解決して、クリスマスムードのお祭り騒さわぎで水に流そうとしていた所で、今度はサンジェルマンが暴れ回った。一番神経質だった時にカサブタを剝はがしたんだ。みんなだって相当殺気立ってる」







　何とかなかった。

　助かった。

　秋あき川かわ未み絵えのゴールは崩くずれない。大きなビルは倒たおれない。後はこの液体ダイヤの保護容器を建物の中に預けてしまえば、もう強盗だって簡単には手出しできないはず。

　少女がそんな風に思っていた時だった。

　別の動きがあった。

「……見ィつけたぜえ」







「防犯オリエンテーションなんてのも本気で使うつもりがあるのかないのかも分からない防災グッズを買い漁あさって安心するのと一いつ緒しよ、ガス抜きのための意味合いが大きかったんだろ。そして今日のお前が起こした大おお騒そう動どうだ。良くも悪くも色んな反応が出るはずだ。俺達『当事者』じゃ逆に読めなくなるくらい、しっちゃかめっちゃかにな」







　多くの人混みがあって、最初、秋あき川かわ未み絵えは声の主を把は握あくできなかった。

　だが気づいた途と端たんに、騙だまし絵みたいに意識が集約された。

　背広のサラリーマンが多い中に、いる。ボロボロになった大学生が。映画やドラマの中でしか見ないような拳けん銃じゆうをこちらに向けて。

　母親は、まだ気づいていない。

　必死になって突き飛ばすが、そこが限界だ。







「……詳しい理り屈くつなんて説明する必要もない。とりあえずでみんな動いてくれるんだよ、今この瞬しゆん間かん『だけ』だったら！　何な故ぜならここにいるのは善人でも悪人でもない、それぞれ必死に考え抜いている人間なんだから!!　そいつが一本の道を作っていくんだ!!」

　脱落したオティヌス。

　噓うそつきのサンジェルマン。

　僧そう正じようが格下と嘲あざけった者達の一挙手一投足までもが、僧正の足元をすくうのに一役買った。そういう風に、上かみ条じよう達が調整した。







「出せよ、その液体ダイヤをこっちへ出せェェェえええええええええええええええええ!!」

　絶叫し、警告も何もなく引き金に指が掛かった。

　殺す前に手に入れても殺した後に手に入れても同じだと思っているのか。

　ぎゅっと目を瞑つぶろうとした秋川未絵だったが、いつまで経たっても銃声はなかった。

　代わりに、ゴン!!　という重たい金属音が響ひびき渡った。

　いつの間にか。

　もう一人の大学生が後ろに回って、鉄パイプを振り下ろしていたのだ。







「だから、今いま頃ごろ街中の風紀委員ジヤツジメントが動いている。大人まで話が回っていれば、警備員アンチスキル辺りもな。危険域にいたビルからはみんな避ひ難なんしているはずだ。いいや、その『みんな』が今日を乗り切るために戦っているんだ、本気でな！　お前がどれだけ多くの建物を崩くずしたって、人の命までは奪うばえない！　人の命ってのはな、そんなに軽いものじゃないんだ!!　どんなに歪いびつに見えたって、善と悪に分かれる事があったって、全員自分の一番を目指しているんだから!!　そんな中で削けずり合ってでも選んでいくんだ、時代の流れってヤツを、俺達なんかいなくても!!」







　最初、真後ろからの一いち撃げきを受けても拳けん銃じゆう男の動きは止まらなかった。

　怒いかりに染まった形相で真後ろを振り返ろうとした。

　だから。

　本当に決着をつけたのは、真横から伸びてきた別の手だった。

「誰だれの銃で」

　警備員アンチスキルの戦せん闘とう服ふく。

　そしてもう一つ、

「誰の娘に向かって」

　二人の大人の手が暴漢の胸ぐらを摑つかんで、

「「はしゃいでいやがるんだ、お前!!」」

　同時に拳こぶしが飛んだ。

　鈍にぶい音が炸さく裂れつする。

　そして手て錠じようをかける潮しお騒さいの前で、もう一人の男は鉄パイプを放ほうり捨てた。逃げも隠かくれもしないで、まだ事情を詳しく分かっていない警備員アンチスキルに両手を上げていく。

　倒たおれた暴漢に、メガネでバーコードの父親が中指を立てていた。ようやく安あん堵どした秋あき川かわ未み絵えは体重を預けるように抱き着きながら、しかし頭の片かた隅すみに疑問があった。

　どうして、と少女は最後の一人に尋ねていた。

　我ながら馬ば鹿かげた質問だなと分かっていても。

　対して。

　たった一人、最後に残されたその大学生、干ひ潟がたは泣いているような笑っているような、感情の摑みにくい顔を浮かべていた。

「良いんだ……」

　そのままに、彼は言った。

「人殺しにしちまうくらいなら、こうした方が良かったんだ。俺達は、『ともだち』なんだからな……」

　人知れず、それで意外なほど近く。小さな息があった。

　半はん蔵ぞうに郭くるわ。たまたま居合わせていた彼らは手の中の暗器を袖そでの中に戻しながら、ひっそりと雑ざつ踏とうに紛まぎれていく。

「出番取られちゃいましたね」

「出番なんてない方が良いよ」

　全すべての悲劇を一人の少年が把は握あくしている訳ではない。

　そして、その全てが一人の力で解決される訳でもない。

　それを担にないたいと願う者は、どこにだっている。







「であれば、話は早い」

　ゾワリ、と。

　木ミ乃イ伊ラの僧そう正じようの気配が、殺意を伴ともなって膨ふくらんでいく。

　粘ついた愉ゆ悦えつの感情をたぎらせ、老人は笑う。

「続行しよう、ワンサイドゲームを。これは早いか遅おそいかの違いでしかないのじゃから」

「悪いがそれももうおしまいだ」

　スッパリと切り捨てるように、上かみ条じようは言い放った。

　かつて。

『魔ま神じん』と呼ばれる存在に対し、ここまで断言できた者がどれだけいたか。

「アンタは色々やり過ぎた。今まで誰だれもできなかった事を言ってやる。当たり前のツケを当たり前に払いやがれ！　僧正!!」

　メキィッッッ!!!!!!　と。

　応じるように、天高くから覆おおい被かぶさるような巨腕があまりにも固く拳こぶしを握にぎり締しめる。

　だが、

「……？」

　怪け訝げんな顔で僧正は見上げ、自みずからが生み出した拳へ目をやっていた。

　その原因を、上条は知っていた。

　凄すさまじい音が鳴り響ひびいた。だがそれは僧正の想定をも超えていたのだ。

「お前は土や泥どろを練って『腕』を作るけど、熱処理だの化学反応だの、とにかくいったん加工したものは除外される。何な故ぜならお前はビルを『摑つかんで』振り回していたからだ。ガラスやコンクリートに化けたものをダイレクトに振るえるなら、高層ビルそのものがカートゥーンみたいにしなって襲おそってきたって不思議じゃなかった訳だしな」

　そして、と上条は一度区切って、

「お前は、その『腕』にどんな異物が混ざっているかまでは検知できない。これは前にも砂鉄を混ぜる事で『腕』の制御を奪うばったから確実だ」

「じゃが違う、今度のは砂鉄のようでは……」

「ああ、全く同じ事をやっても対策を講じられるリスクがあったからな。今回はもうちょっとひねってみた。まあ、お前が『腕』を作りそうな場所に大量のボンベを転がしておいた、ってだけなんだが。ここは航空宇宙関連の第二三学区だ、液体酸素やら水素やらにも事欠かない」

　そして。

　当然ながら、上条の狙ねらいはボンベの爆ばく発はつに僧正を巻き込む事ではない。

　ガス爆発程度で倒たおせるような相手とは思っていない。

　爆ばく発はつは、別の現象を誘ゆう発はつさせるためのトリガーでしかない。

　であれば。

　ボンベの爆発は何に使ったのかと言えば……、

「知ってるか？　地球ってのはマントルの温度が五〇〇度から四〇〇〇度くらい、中心核になれば六〇〇〇度に達するらしい。別にこいつは誰だれかが火を点つけている訳じゃない。ただ膨ぼう大だいな圧力を掛けてギュッと物体を縮めると、それだけすごい熱を持つようになるんだとさ」

「まさか……」

「ま、みんな頭の良いお嬢じよう様さまの意見なんだが。……つまり高圧ボンベを規則的に配置して、爆圧の中心核が生まれるようにしたら。その莫ばく大だいな圧力のほんの一部分だけでも人工的に再現できたとしたら？　お前の大好きな土の巨腕はどうなっちまうと思う!?」

「カカッ!!　まさかまさか!!」

　僧そう正じようが見上げている前で、それは起きた。




　ドロリ、と。

　巨大な拳こぶしが内側から崩くずれたかと思ったら、オレンジ色に輝かがやく滝が木ミ乃イ伊ラへ殺到する。
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　実際問題。

　計算づくで膨大な圧力を再現したと言っても、高温でマグマ化したのはほんの一点だけだっただろう。だがそのマグマが周辺の土や泥どろを溶解させていく。新たなマグマを増産させる。みるみる内に膨大な凶きよう器きを生み落としていく。

　僧正は土や泥を操るが、ガラスやコンクリートのように一度熱処理、化学的加工を施ほどこされたものまでは操れない。

　つまり、マグマ化した巨腕はどうにもならない!!

　直ちよく撃げきの瞬しゆん間かんの事だった。

　上かみ条じよう当とう麻まは全力で真後ろへ跳び下がり、とにかく身を伏せて口元を手で覆おおっていた。

　塔とうに匹ひつ敵てきするサイズの巨腕が膨大な熱で崩れ、真下に佇たたずんでいた僧正へ殺到していく。あっという間に溶岩の輝きが枯れ枝のような木乃伊の身体からだを吞のみ込み、かき消していく。水みず飴あめのようにねっとりとした死の鉱物が、落着地点を中心に四方八方へ広がっていく。

　成功だ。

　ここまでは作戦通り。

　手順にミスはなく、思い描いた結末が目の前にあった。

「やっ、た……？」

　上かみ条じようは思わず呟つぶやいていた。

　真夏の焼けたアスファルトへ落としたアイスクリームのように溶けた山となったマグマが人の言葉を返してくれるはずもない。

　少年はぐるりと辺りを見回し、そして視線を真上に向けた。

「みさ───」




『やった？　はて、何がかのう……？？？』




　希望が。

　安あん堵どが、楽観が、慢まん心しんが───全すべて残らず凍こおりつく。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、と。油を差すのを忘れたからくり人形のように、上条はぎこちなく首を動かす。戻す。何もかも終わったはずの溶岩の山へ、今さら何を確認するのかと自分でも疑問を抱いだきながら。

　そこに。

　その先に。

『のう、上条当とう麻ま。言ったはずじゃぞ、これは早いか遅おそいかの違いでしかないと』

　絶望が待っていた。

　真なる絶望であった。

　オレンジ色に輝かがやく溶岩の山を割り裂さいて、その木ミ乃イ伊ラがゆっくりと現れる。紫の法ほう衣えも黄金の剣も焼いて、溶かして、その上から優に一〇〇〇度を超える高温のマグマを被かぶった僧そう正じようは、全身そのものが不ぶ気き味みな光を放っていた。それはもう五体満足の人体というより、得え体たいの知れないＵＦＯから降りてきた宇宙人に近い。

　あれを、同じ人間から始まった生命体のなれのはてだと認める事に、強い忌き避ひ感情を覚えてしまう。

　身に纏まとう温度を考えれば、抱だき締しめられただけで生身の人間など死んでしまう。

　いいや、間近で息を吸い込んだだけで肺をやられかねない。

　絶句する上条に、しかし輝く棒切れは不思議そうに首を傾かしげていた。

　何な故ぜ、いちいち相手が驚おどろいているのか。

　それが真剣に分からないといった調子で。

『はて、お主ぬしの目には「魔ま神じん」がどのように映っていたのかえ？　木乃伊で、水分を残らず抜いて、筋肉も脂肪も内臓も徹てつ底てい的てきに萎い縮しゆくさせたこの儂わしが！　今さら外傷や窒ちつ息そく如ごときで命を奪うばわれる程度の存在だとでも!?』

「……ッ!?」

『己が目的のためならば命や魂たましいすらも放ほうり捨てる。その程度の心意気なくして何が「魔ま神じん」か。お主ぬしの傍そばに寄り添っているオティヌスとて、出自を紐ひも解とけば腰を抜かすかもしれんぞ』

　オレンジ色の僧そう正じようは、笑う。

　口を引き裂さき、ぶすぶすと体に悪そうな黒煙を噴き出しながら、なお。

（ネフテュスは、言っていたじゃないか）

　ごくりと、上かみ条じようは喉のどを鳴らす。

　嫌いやな汗が全身から噴き出す。

（僧正の力は、ただの破は壊かい力りよくに留とどまらないって。六りく道どう交こう差さとかいうのを自在に操る僧正の力はそんなものじゃないって……）

　人間、畜ちく生しよう、天人……。昔話に出てきそうな話だった。人は死んでも生まれ変わり、次の世では別の形の生き物になっているかもしれない。……それが具体的にこの状況をどう説明するのかは上条には分からない。というか、人間の精神力ならまだしも、魂という一つの塊かたまりについては、オカルト専門の魔ま術じゆつ師しにだって説明はできるものなのか？　これまで見てきた魔術師の中には、死者のために憤いきどおり復ふく讐しゆうを誓ちかう者も少なくなかった。つまり魔術師は死を克服できず、魂の定義や取り扱あつかいにも不足しているのではないか。

　だけど、もしも僧正が本当に六道なんてものを振り回しているとしたら。

　誰だれも見た事のないモノ。その価値やランクをレールの切り替えのように操れるとしたら。

（左方のテッラと同じ、何かの優先順位を変える術式……？　ビルを破壊したのも、摑つかんで振り回していたのも、怪力『じゃない』。破壊される側、向かってくる側を『弱体化』させるような何かだった……？？？）

　あと一歩まで来ているのに、摑みきれない。

　そもそもあくまで人間の枠に収まり続けたテッラと、『魔神』の僧正とが同じ系統の力を取り扱うものなのか。

　そう考えてしまう事自体が思考放ほう棄き。

『魔神』は人の頭で理解するのは不可能、と結論付けるのは簡単だが、そうしてしまったらもう勝ち目はない。考えなしに将しよう棋ぎの駒こまを動かしてしまうのと何も変わらない。

　分かっている。

　痛いほど良く分かっているのに……それでも、思わず全部投げ出してしまいそうになる。

　それくらいの、圧あつ倒とう的てきな絶望。

『殺した程度で諦あきらめがつくのは魔術師止まりの話。儂わしら「魔神」にそのような下界の理ことわりなど通用せんぞ？』

　桁けたが違う。

　話が違う。

　短たん距きよ離りの一〇〇メートル走だと知らされていたから息を切らせて全力疾しつ走そうしたのに、ゴールテープを切った途と端たんに四二・一九五キロのフルマラソンが待っているかのようなこの仕打ち。

　そもそもゴールはどこにある？

　何をどこまでやったらこの勝負は終わるというのだ!?

『のう、上かみ条じよう当とう麻まよ』

　僧そう正じようは杖つえを突くような仕草をしてから、感触がないのに気づき、ついで黄金の剣が灼しやく熱ねつで溶けてしまった事を吞のん気きに思い出しているようだった。

『一つ、本当に一つ、くだらない質問をしても構わんじゃろうか』

「な、にを……？」

『そう身構える必要はない。内容自体はとても簡単なものじゃよ』

　とんとん、と己の肩を叩たたきながら、オレンジ色に煮えたぎる僧正はなんて事のない調子で話を先に進めた。

　そう、たったの一言で。




『……なんというか、随ずい分ぶんとつまらない事ばかりしてくれるのう？』




　退たい屈くつ。

　というよりも、失望に近いか。

『らしくない。まったくもってらしくない。のう、上条当麻。これまでの合理的な戦いとやらは、全すべて例の小娘にでも入れ知恵されたものかえ？　ヤツの思考に引きずられておるのか。だとすれば、ここまでつまらん事にも頷うなずけるのじゃが』

「……、」

『ほっほ。じゃろうのう!!　そも、お主ぬしは何な故ぜこの局面に来て幻想殺しイマジンブレイカーを真っ先に使わぬ？　普通に考えたらありえない現象、物理法則を無視した事象、そうしたものを目にすれば、右手の力を一通り試してみるのが筋というものじゃろう!!　たとえ、通用しない事が証明されるだけにしても、使えないという事が分かるだけでも一歩前進なのじゃから!!』

　意図を把は握あくできない上条に対し、僧正は勝手に話を続けてしまう。

『それが、儂わしを見たら即座に逃げ出す？　つまらん。学園都市の中を走り回る？　ああつまらん。ようやく追い詰つめたと思ったら、ボンベを使って溶岩を生み出す？　あ・あ・つ・ま・ら・ん!!　ここまでの全てが無む駄だ遣づかいじゃなあ!!　付き合わされる方の身にもなってみろ！　儂は今かまだかと幻想殺しイマジンブレイカー一つで立ち向かってくるお主をずっとずっと期待しておったというのに!!　率直に言って、一番らしかったのは最初の屋上からダイブする潔いさぎよさだけだったではないか！　あの小娘が出てきてからは一つも面おも白しろくない!!　小さくなって丸くなって！　ただ被害を軽減させようと浅知恵を回すばかりッッッ!!!!!!』

「何を……言って、やがるんだ？」

　もう、そう返すしかなかった。

　意味が分からなかった。

「戦うのに、面おも白しろいもクソもないだろう。上かみ条じよう当とう麻まらしいって、勝手に決めつけてんじゃねえよ!!　穏おん便びんに進めるならそっちの方が良いに決まってんだろ！　何も起こらないならそれに越した事はねえだろ!!　何でわざわざ危険と分かっている方に舵かじを切らなくちゃあならないんだ!!」

『それもまた、あの小娘を身近に感じるからかえ？』

　しかし、僧そう正じようには通じない。

　当たり前の理り屈くつが一切届かない。

『のう、上条当麻。お主ぬしは別に全知全能の存在ではない。一点に尖とがった天才ですらない。にも拘かかわらず世界の舵取りの中心近くに居座る事ができたのは、皆が正しい事だと頭の中で予測はつけられても、それを実際の行動に移す「度胸」はまた別の問題だからじゃ。多大なリスクを被こうむってでも一筋のチャンスを摑つかみに行けるその「決断」の力こそが、お主をそこまで持ち上げた』

　自分の知らない自分を、自分以外の誰だれかが説明する。

　滑こつ稽けいと言えばあまりに滑稽な、その様子。

『……にも拘らず、お主は守るものを意識し過ぎるあまり、その尖った個性を放ほう棄きしようとしておる。弱って、へたって、くたびれて、全く見る影もない。成長とでも勘かん違ちがいしておるのかえ？　お主が見舞われておるのはな、もはや老いという言葉の方が良く似合う』

　じゃからな、と僧正はいったん区切った。

　決定的な一言を放つ前段階として。




『くだらねえ小娘にいつまで引きずられてんだよ、みっともねえ。お主はそんな所で収まるような小さな「人間」じゃねえだろうが』
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「っ」

　その僧正の言葉を耳にしていたのは、最深部にいる上条当麻だけではなかった。

　御み坂さか美み琴こと。

　巨大な円柱状の空間。そこから二〇メートルほどの高さにある壁かべ際ぎわの、細いキャットウォーク。『精密医い療りよう機器使用者は副次的電磁波に注意されたし』と書かれていた壁に手を着け、身を潜ひそめていた常盤ときわ台だい中学のエースは、刃物でも突き刺されたように顔を歪ゆがめていた。

　おそらく、なまじあの少年が隣となりに立っていれば、必死に表情を取り繕つくろっていただろう。

　だけど、一人では無理だ。

　何な故ぜならば、常じよう軌きを逸いつしたあの木ミ乃イ伊ラの語っている事は、美み琴ことの心の中心を抉えぐるものだったから。

『もしもあの小娘のせいで右手が使えないというのなら、それは立派な害悪であろう』

　そこに悪意はない。

　道みち端ばたに落ちているビニール袋を眺ながめて言うような、除去の精神。

『もしもあの小娘のせいでその幻げん想そうをぶち殺すと言えないのであれば、もはや足を引っ張っているだけであろう』

　だからこそ、刺さる。

　常盤ときわ台だい中学のエースという言葉に誇ほこりを持っていた、そして、それが全く通用しない相手からの意思なき音の波形こそが、余計に彼女の心を抉り取る。

『のう、儂わしにはどうしても分からんのじゃが、人を切り捨てるとは、そんなにも難しい事なのかえ？　常識的に考えれば、あの小娘がお主ぬしにとって重荷にしかなっていないのは自明の理ではないか。むしろ逆に、ここまで連れ回した理由の方が頭に浮かばんのじゃが』

　学園都市第三位なんて肩書きは、もはや何の体ていも為なさない。

　超能力者レベル５なんて区分が、街の外に広がる大きな世界でどこまで通用するかも分からない。

『学校から逃げ出したまでは良いとしよう。いったん儂がお主を見失った所まで付き合わせたのも。じゃがそれ以降は何なのかのう？　とっとと放ほうり捨てて雑ざつ踏とうの中に紛まぎれさせてしまえば、余計な煩わずらわしさから解放されたじゃろうに、何故そこまであの小娘にこだわる？』

　随ずい分ぶん前から、懸け念ねんだけはあったのだ。

　あの少年は、どこか遠い世界を歩いているのではないか、と。あの少年が特別なのではない。彼の抱えている世界全部が一段でも二段でも上のステージにあって、そこにはあの少年を自分より良く知る人物で満たされていて、自分は周回遅おくれのようにその残像を眺めているだけなのではないか、と。

『仮にこれが魔ま道どう書しよ図書館であれば、一〇万三〇〇〇冊の知識が役に立ったかもしれん。オティヌスであれば、同じ「魔ま神じん」の立場から正確な助言をできたかもしれん。そうすればお主は右の拳こぶしを握にぎり締しめ、何の憂うれいもなく幻想殺しイマジンブレイカーを軸に儂と真っ向勝負を挑いどんでいたじゃろう。それこそが正しい流れというものじゃろう。じゃが、あの小娘が全すべてを破は綻たんさせた。どう思うね、この状況を？』

　手を伸ばしたって、届かない。

　あともう少しで届きそうだと思っているのは、自分が周回遅れの立場にいると認めたくないから。

　それだけなのではないか。

『のう、上かみ条じよう当とう麻ま』

　少女は考える。

　自分は、本当にあの少年の役に立っていたのか。

　自分は、本当に自分でなければできない事をやってきたのか。




『だからさっさと言っちまえよ。御み坂さか、俺の後ろに下がっていろ。チョロチョロしていると邪じや魔まだから、余計な事をしないで隅すみっこで丸まっていろ、と』




　呼吸が詰つまり、意識が暗転しかねない一いち撃げきだった。

　だがそれでいて、当の美み琴こと本人に否定の言葉を見つけられない状況だった。

　だって、彼女も分かるのだ。

　今の今までの上かみ条じよう当とう麻まの行動が、『らしくない』事くらい。

　強敵を前に思わず逃げ出した？　らしくない。明らかに人智を超えた相手が目の前にいるのに、学園都市第一位の超能力者レベル５すら封殺する謎なぞの力を使わない？　らしくない。そんな強敵を倒たおす最後の最後の切り札が、ただお嬢じよう様さまに入れ知恵されただけの普通の物理法則に準じゆん拠きよした、誰だれにでも引き金を引ける作戦だった？　らしくない。

　らしくないらしくないらしくない。

　いつも『らしい』がむしゃらで、効率や合理性なんて何もなくて、ただ勝利を摑つかみに行って、見ているこっちがハラハラしてしまうあの少年とは思えない言動の数々。

　であれば、彼が無理をしていた理由は何だ？

　上条当麻という個人を抑圧していた原因は、一体どこにある？

　僧そう正じように追われている間にも冗じよう談だんを言って、作業船で隠かくれている時はネフテュスだの娘ニヤン々ニヤンだの他の女とデレデレして、緊きん張ちよう感かんのないヤツだと思っていた。

　それにさえ、意味があったとしたら。

　全部が全部とは言わない。

　だけど、その一ひと欠片かけらでも……彼なりの計算があったのなら。

　御坂美琴の心が恐怖や重圧で潰つぶれないよう、配はい慮りよしてくれていたのだとしたら。

　結果として、あの少年自身がいらない負荷を背負っていたのだとしたら。

　東京湾からデンマークまでの流れが見えない、と彼女は思っていた。

　だけど、同じだとしたら。

　上条に理由があったのではない。オティヌスに理由があった。

　彼はただ付き合っていただけだった。

　今のように。

　傍かたわらに立つ女の子を守りたいと決意したために。

　それは美しい。

　だけど同時に、とても残ざん酷こくなある答えを突き付ける。

（ああ……）

　美み琴ことは、思わずその全身から力が抜けそうになった。

　自分自身もまたダイレクトに命を狙ねらわれている状況なのに、それさえ忘れそうになる。

（私、───にしかなってない）

　歯を食いしばって。

　少しでも楽な方に流れれば途と端たんに封じ込めてしまいそうなその単語を、強引にでも意識の表層に引っ張り出す。

（私、お荷物にしかなってない!!）

　少女のアイデンティティがミシリと鈍にぶい音を立てそうな状況だった。

　それでも、認めざるを得ない。

　もしも、ここに自分がいなかったら。

　あるいは、もっと別の誰だれかが立っていたら。

　上かみ条じよう当とう麻まというあの少年は、全く別の道を歩んでいただろう。安心して背中を預けて、伸び伸びと羽を伸ばして、思う存分自分の長所だけを突き詰つめて真正面から僧そう正じようと激突したはずだ。

　それは極きわめて危険な道かもしれないけれど、同時に勝率を最も高められたかもしれない。

　そんな道を、封じた。

　御み坂さか美琴の存在が、第三次世界大戦や国際武装集団（？）『グレムリン』との諍いさかいさえ食い止めたあの少年を、『どこにでもいる誰か』にまで貶おとしめた。

　どうにもならなかった。

　隣となりに立っていると思っていた少年はどこまでも遠くて、自分は周回遅おくれだと認めたくなかったからそう映っていただけで、必死に追いすがろうとする行為は全すべてお邪じや魔ま虫むしのコース妨ぼう害がいにしかならなくて。

　何をやっても裏目にしかならなかった。

　迷めい惑わく以外の何も生み出させなかった。

　そんな。

　そんな風に項うな垂だれる御坂美琴の耳に。

「……、んなよ」

　聞こえる。

　あの少年の声が。




「ふざけてんのか僧正。赤の他人が、知ったような口で俺を語るんじゃねえよ!!」




　全すべての前提を。

　たったの一いち撃げきで砕くだいてしまう。

　それはまさしく、あの少年の言葉であった。

「インデックスなら違った道を選べた？　オティヌスがいれば最適の道を通る事ができた？　そんな話じゃねえんだよ」

　その言葉を放つのに、実際にはどれほどの勇気が必要だっただろう。

　優に一〇〇〇度を超える溶岩に身を包んでなお平然と立つ、規格外のバケモノ。命を持っているのか持っていないのかも推し量れない木ミ乃イ伊ラ。どうやって倒たおせば終わりになるのか、そもそも終わりなんてあるのか、その時点から理解不能な存在を前にして、簡単な言葉を放つのがどれだけ難しいか。

　だが、少年は成し遂とげる。

　当たり前を言い放つ。

「傍そばにいたのが御み坂さかだったから、ここまでやってこられたんだ。震ふるえる足を動かして、押し潰つぶされそうな心を支えて、冗じよう談だんさえ言える状況をキープできたんだ。インデックスだったら魔ま術じゆつに寄り過ぎていたかもな。オティヌスだったら『魔ま神じん』一色で、その強さが明確に分かっちまうからこそ絶望に潰されていたかもしれねえ。御坂だからなんだ。俺がここまで生き残れたのは、隣となりに立っていたのがあいつだったからだ。それを、俺の恩人を、邪じや魔まだと。引っ込んでろだと？　テメェは一体何様なんだ!!　人の世の人の情を髪の毛一本分も分かっていない神様風情が偉そうに語りやがって!!!!!!」

『くっくっ。感情論や精神論ではどう唱えようが、事実として足手まといになっていたのは変わらんじゃろう。あの小娘に魔術のどこまで理解できる？　まして「魔神」と呼ばれる領域になど。周回遅おくれの身が何の役に立つと？　やせ我が慢まんはよせよ上かみ条じよう当とう麻ま。正直、アレに合わせて会話をするのはイライラしていたじゃろう？』

「その考えが、もう間違っているんだ」

　まさしく次元の違う相手に、上条当麻は一歩も臆おくさなかった。

　いや。

　いいや。

「役に立つか立たないかなんて問題じゃないんだ！」

　目も眩くらむような真実に、御坂美み琴ことは気づいてしまった。

　次元が違うのではない。

　この時、この瞬しゆん間かん。

　おそらくは僧そう正じようが語るのとは別の話で、上条当麻は少女を置いて別のステージに上がってしまったのだ。




「なあ僧正。俺はさ、守るべきものも背負わずに正面切って命を投げ出せるほど、英えい傑けつ狂いになったつもりはねえんだよ！　このロートル!!」




　その言い分には、救われた所もある。

　その言い分には、納なつ得とくできない事もある。

「取り消せ」

　……上かみ条じよう当とう麻まは、御み坂さか美み琴ことが周回遅おくれであるのは認めているようだ。認めた上で、根気良く付き合っていくと宣言していた。結局は同じステージに立たせてもらえない事、『魔ま神じん』とやらの真実にはまるで近づいていない事。御坂美琴は『守られるべき存在』として定義されている事。そこには猛もう烈れつな不満がある。

「だから取り消せよ、くそったれの『魔神』野郎!!　俺の命の恩人をこれ以上悪く言うってんならお望み通りぶん殴なぐってやる!!」

　でも、だから何だと言うのか。

　そこで立ち止まる理由になんかなるか。

「テメェが溶岩まみれだろうが摂せつ氏し一〇〇〇度以上の塊かたまりだろうが知った事か！　幻想殺しイマジンブレイカー？　そんなもんテメェにゃ必要ねえ、通じるかどうかなんてどうでも良い！　この拳こぶしが焼け落ちて全身火だるまになったって構わねえ。ああ、その薄うす汚ぎたねえ口を今すぐ閉じねえなら、黙だまって閉じるまで何度でもテメェをぶっ飛ばすッッッ!!!!!!」

　本来あるべき『作戦』を無視してまで、自分の命を危険にさらしてまで叫ぶその少年の言葉が、美琴の胸に突き刺さり、様々な感情を呼び起こす。

　周回遅れなら、周回遅れだからこそ、誰だれよりも力を込めて前へ進まなくてはならない。借金の分だけ再加速して、一刻も早く追い着かなくてはならない。それだけの話ではないか。

『なるほどのう……』

　何よりも。

　一番最初に決めていただろう。

　東京湾の『船の墓場サルガツソー』から、全世界を敵に回したデンマークでの遠征まで。

『儂わしらの焦こがれた安心を、お主ぬしはくだらぬ情に見みい出だしたか』

「歯ぁ食いしばれ、僧そう正じよう。俺の右手はここでダメになるかもしれねえ。ひょっとしたらリアルに病院で切断かもな。だが俺は腕一本でテメェは顔だ!!　テメェが自分の間違いに気づくまでボッコボコにしてやるから覚かく悟ご決めろ!!」

　あの時、あの場所で……上条当麻の身に何が起きたのかを絶対に聞き出すと。そこにどれほど都合の悪い真実が隠かくされていたとしても、絶対に受け止めてみせると。

　それこそが、周回遅れを取り戻すという事ではないか。

（……行く）

　だとすれば、グジグジ悩んでいる暇ひまなんかない。

（必ず行く）

　不満があるなら。改善を望むのならば。

（あいつに、追い着く!!）

　まずはそれを伝えなければ始まらない!!
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　……もしも幻想殺しイマジンブレイカーがあったとして。

　僧そう正じようを僧正たらしめている『魔ま神じん』の部分を無効化する事はできないだろう。オティヌスと触ふれ合っていても、彼女が死なないように。

　……もしも死にもの狂いで溶岩の塊かたまりを殴なぐり飛ばしたとして。

　その決死の一いち撃げきで、僧正が折れる事はないだろう。所しよ詮せんは高校生一人分の筋力。これまでの壮絶な攻防を茶飲み話のようにやり過ごしてきた僧正にダメージが通るとは思えない。

　だから。

　決着は、別の何かが担になっていた。




「なに頭に血を上らせてんのよ、この馬ば鹿か!!」




　その瞬しゆん間かん。

　上かみ条じよう当とう麻まが岩のように拳こぶしを握にぎり締しめ、オレンジ色に燃え盛る僧正へ自みずから一歩踏ふみ出そうとした、まさにその時。

「溶岩ジジィに付き合って火だるまになるくらいなら、もっとやるべき事はあるでしょうが!!」

　得え体たいのしれない右手よりも、もっと身近に感じられるもの。

　たった一人の少女に、上条はハッと目の色を変える。

『……、チッ』

　一方で、僧正と呼ばれる紅ぐ蓮れんの木ミ乃イ伊ラは明確に舌打ちした。

　もはや何かを見限るように。

　七番目の『道』、あらゆる『魔神』の力を束ねた鞘さや、世界の行方さえ左右させる採点者には、別の誰だれかを据えれば良いと言わんばかりに。

　優に一〇〇〇度を超える灼しやく熱ねつの肉体を引きずり、躊ちゆう躇ちよなく上条へと接近していく。

　だが、少年が捕ほ縛ばくされて火だるまにされる事はなかった。

「おおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　真上から。

　御み坂さか美み琴ことの叫びと共に、大量の瓦が礫れきが滝のように降り注いできたからだ。

　一いつ瞬しゆんにして大量の瓦礫が煮えたぎる木ミ乃イ伊ラの僧そう正じようを吞のみ込んでいく。

　オレンジ色の輝かがやきが空間から消失する。

「私達の勝敗は、相手を倒たおすかどうかじゃない。無事に今日という一日を乗り越える事よ！　ここに落ちる前から決めていたでしょう!!」

　その言葉を受けて、上かみ条じようもまた思考のレールが切り替わる。

　撃げき滅めつから、生せい還かんへと。

　上条は一いつ緒しよに降ってきたアクロバイクのハンドルを摑つかみ、もはやサドルに座らずに横からペダルを踏ふみ、引きずられる格好で何とか真後ろへ距きよ離りを稼かせぐ。

（そうだ。別に俺が解決しなくちゃいけない理由なんかない。右手を振り回して魔ま術じゆつを無効化しなくちゃ魔術師やら魔ま神じんやらを倒せない、なんて法則もない）

　ギリギリの所で吞み込まれずに済んだ上条は、強く思う。

（お前は不要と言い切った御坂の力で敗北へ転がり落ちるんだ、いいや一度そうなるべきなんだ、僧正!!）

　それは『殺した程度では止まらない』僧正との決着に際し、何の意味もなかったかもしれない。ただ十数秒ほどの時間を先延ばしにしただけで、あの木乃伊は平然と這はい出てくるだけかもしれない。

　だけど、その時間稼ぎができれば十分だった。

「御坂、準備は!?」

「できてなけりゃもっと焦あせってる!!　ほら急いで!!」

　そして二人してアクロバイクにしがみつく。

　かっ飛ばす。

　僧正を生き埋うめにした瓦礫の山へ、ではない。

　反対に、背を向けて。円柱状の巨大な空間の外へ逃げるため、メンテナンス用の鉄扉へと。

　そもそも、この空間は一体何のためのものなのか。

『……だ、らん……』

　怨えん嗟さの声と共に、僧正の干ひからびた手が瓦礫の山のてっぺんから突き出した。

　周囲の瓦礫をドロドロとオレンジ色に輝く水みず飴あめに変じながら、意外なほど粘質な音を立てて、再び僧正の体が自由を得る。周囲の酸素を吸い取り、一度は鎮ちん火かしていたはずの木乃伊の肉体がもう一度炎を噴き出していく。

　そしていちいち当たり前の痛みなど訴うつたえる『魔神』ではない。

『くだらんくだらんくだらんッッッ!!!!!!　せっかく、せっかく何かの風向きが変わりかけていたというのに、あの小娘がァ……ッ!!　この期ごに及およんでまだ逃げるのかえ？　早いか遅おそいかの違いでしかないと散々言ったはずなのに、どこまで先延ばしにすれば気が済むのじゃ！　幻想殺しイマジンブレイカーは、右の拳こぶしは、神かみ浄じようの討とう魔まはどこ行ったァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　僧そう正じようの言い分など無視して、上かみ条じよう達はするりと鉄扉の向こうへ消えた。

　ならば分厚いドアごとぶち抜くとばかりに、瘦やせ細った肉体全すべてに莫ばく大だいな力が漲みなぎっていく。

　直後の出来事だった。

『……？』

　パリッ、と。静電気のようなものが散った。

　鼻につくケミカルな異臭もあった。

　知識のある者なら、ネオンやアルゴンと同じく膨ぼう大だいな電力を密閉空間に通すための、ある種のプラズマ流を作る触しよく媒ばいであると気づけたかもしれない。

　直後に円柱状の巨大な空間、その壁一面が青白い輝かがやきを放つ。重力を無視して細かい瓦が礫れきが宙に浮かんでいく。

　その正体不明の力は徐々に大きくなり、やがては僧正自身の肉体にも及およぶ。

　そう。

　高温で溶けた瓦礫……土も泥どろも鉄も混ざり合った『それ』を全身に纏まとい、金属砲ほう弾だんとしての役割も全うできるようになった僧正の肉体にも。

『お、おおおおお!?　ま、まさかこれは……ッッッ!!!???』
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　パラサテライト０１はこのたび一七〇〇年ぶりに地球へ最接近するアローヘッド彗すい星せいを見越して開発された、無人天体探査機となります。

　発射方式は学園都市第二三学区にある、地下サイロ式マスドライバーを使用。

　発射コストは低温超伝導化電極、及および空間充じゆう塡てん式しきプラズマ流を満たす電気料金のみ。単段式なので複雑な管制軌き道どうオペレーションも不要。

　発射からおよそ一〇分弱で大たい気き圏けんを突破し、ペイロードを目的の軌道へ乗せる事が可能となります。
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　莫ばく大だいなプラズマ流は指向性を伴ともない、円柱状空間にあった全すべてを射出する。

　雲をぶち抜き、中心から吹き散らして。天を焦こがす一条の光が、惑わく星せいから飛び出した。
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　爆ばく音おんが聴ちよう覚かくを吹っ飛ばした。

　分厚い鉄扉は閉じていたはずなのに、思わず二人してアクロバイクから放ほうり出され、床の上へ投げ出されていた。スタングレネードと同じだ。実際にはダメージがなくても、あまりの閃せん光こうや爆音はそれを錯さつ覚かくさせる。そして人間は、目め隠かくしした状態で胸にソフトクリームを押し付けるとショックで死ぬ生き物でもある。

　こんな時にもジャイロが働き、一人きり（？）でアクロバイクは直立していた。

「……ァ……ッ!!　かはっ、あうあ……ッッッ!!!???」

「くっ、ぐ……だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　金魚のように口をパクパクさせる上かみ条じように対し、美み琴ことの方が回復は早かった。やはりこの辺りは、普ふ段だんから規格外の高圧電流を『使い慣れている』ためか。

　半ば美琴に肩を支えられる格好で、どうにかこうにか上条も起き上がる。

「そ、僧そう正じようは……？」

「ガチのマスドライバー使ったのよ。お月様の向こうまでぶっ飛んだでしょ……」

　とはいえ、鉄扉を開けてすぐに確かめる訳にもいかないらしい。『砲ほう身しん』内部に帯電する余よ剰じよう電力を完全に除去しない限り、こちらの手足が吹き飛びかねないのだとか。

　ひとまず外に向かう二人。

　こんな時でもアクロバイクは役に立った。何しろ三〇〇メートルの竪たて穴あなだ。階段を徒歩で上るとしたらどれだけかかるか分からない。段差は激しいはずなのだが、サスペンションがほとんどの衝しよう撃げきを吸収してくれるため、感覚的には多少デコボコした上り坂でしかなかった。

「ありがとう、御み坂さか……」

「……？　何が」

「お前がいなければ、マスドライバーを動かそうなんて想像もつかなかった。よしんば浮かんだとしても具体化もクソもないただの妄もう想そうで終わってた。こんなもん、どこのどんなスイッチを入れれば起動するかなんて分かるはずもねえし。僧そう正じようは土を操る。つまり星から切り離はなしちまえば手出しできなくなるなんて、まともなスケールの話じゃない……」

　これが皮肉や嫌いや味みだったら、返す刀でぶん殴なぐっているだろう。

　へらへら笑って参加賞や努力賞を褒ほめ称たたえているのなら、階段から突き飛ばしているだろう。

「でも、私は何もしてない」

「あれだけの事をやっておいて今さらそうくるかよ……」

「だって本当の事じゃない」

　思わず唇くちびるを尖とがらせた美み琴ことは、その仕草がどれだけ子供臭くさいか遅おくれて気づかされる。

　だが止められなかった。何な故ぜかこの少年の前では。

「私は何もしてない。これは、実際に能力を使って瓦が礫れきを振り回したとかマスドライバーの射出シークエンスを乗っ取ったとか、そういう次元の話をしているんじゃないわ。この話は、アンタと僧正とかいう化け物の事件だった。きっと、私の居場所なんて最初からなかったのよ」

「……ほんとにそうかな」

　上かみ条じようはポツリと言った。

　即答だった。

「誰だれがヒーローになるかなんて、正直どうだって良いんだ。解決できるならそれに越した事はないんだ。だから、だからさ。御坂、この話にヒーローなんていらないんだよ。誰も欠けずに終わらせる事ができた。それが全すべてなんだ」

「（……はあ。本心から感謝しているから手に負えないのよね、こいつ）」

「ん？　どうしたんだ御坂……」

「いや何でもない。流石さすがにこんなへとへとの状態からコブラツイスト極きめるほど無節操なつもりはないから、後日改めてね」

「？？？」

　ともあれ。

　僧正の件は何とかなった。まだこの学園都市にはネフテュスや娘ニヤン々ニヤンが潜ひそんでいるし、他にも複数の『魔ま神じん』が隠かくれているのかもしれないが、それでもこの一件は大きい。当座、無む秩ちつ序じよに学園都市の街並みが破は壊かいされていくのだけは、ここで歯止めを掛けられたのだから。

　そう思って。

　ホッと安あん堵どして、美み琴ことと二人、ようやく地上へ出られた。

　アクロバイクから降りて、安心して地面に足を着けた、その時だった。

　すぐに、異変を感じ取った。

「なん、だ？」

　疑問を放ったのは、上かみ条じようだった。

「空が、暗い……？？？」

　言葉の通りだった。今はまだ昼下がりのはずだが、まるで夕暮れのように光が落ちている。手元の本を読むのに苦労しそうなくらいに。そしてあれだけ青かったはずの天空は、どこか濃い灰色の霧きりにでも覆おおわれているようだった。太陽からしてぼんやりしていて、直視しても目が痛くならない。二重、三重と光の輪ができていた。

「……ビショップ環かん」

　肩を貸している美琴が、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

「元々、地球には毎日一万トンもの宇宙塵じんが降り注いでいるの。こいつは変化の乏とぼしい深海の海底が一〇〇〇年でミリ単位の新しい層を形成し続けている事からも証明されている。ビショップ環はそんな宇宙塵が一ひと際きわ大きい時に太陽の周りに現れる、ぼんやりした光の輪って言われているわ」

「何だ、そりゃ。どうしてこんなタイミングで……」

「分からない。ビショップ環が作られる理由は一つじゃないもの。例えば、地球の周りを回っているデブリの嵐あらしが一斉に大たい気き圏けんへ突っ込んだ時とか、ロケットやシャトルの事故とか、大量の宇宙塵を撒まき散らす彗すい星せいが接近してきた時とか」

　言いかけて、美琴はぎくりと身を強こわ張ばらせた。

「彗星の接近……」

　上条もまた、遅おくれて気づく。

「まさか、アローヘッド彗星!?」
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　そこは水もなければ空気もない。

　宇宙全体ではまだ見ぬ暗黒物質や天体の材料となる細かい塵ちりが大量に流れているという話もあるが、それでも音や声を伝でん播ぱさせるほどの密度はない。

　そのはずだった。

『ほっほ』

　ただでさえ優に一〇〇〇度を超える灼しやく熱ねつの溶岩を一身に浴びて、さらにはマスドライバー内に充じゆう塡てんされたプラズマ流からの超高電圧を受け、マッハ二〇オーバーの離り脱だつ速度によって圧あつ倒とう的てきな空気摩ま擦さつを受け、生身のまま大たい気き圏けんを突き抜けて。

　その木ミ乃イ伊ラは全身を凄すさまじい熱に包まれながら、しかし燃焼を成立させるための酸素もない。彗すい星せいは表面の氷が解ける事によって様々な元素を撒まき散らすが、それでも地表のようにはいかない。よって、僧そう正じようはまるで電球のフィラメントのように全身を眩まばゆく輝かがやかせていた。

『うほほーい☆』

　そして、その前提を自みずからの冗じよう談だんめいた声で覆くつがえす。

　満足な空気がないから燃えずに済んでいるのに、空気がないのにその声を自在に伝でん播ぱさせる。

　彼は土を操る。

　僧正という『魔ま神じん』は全長一〇〇メートル程度の、ラグビーボールのように歪いびつな凍こおった岩の上で禅ぜんを組んで佇たたずんでいた。

　宇宙に捨てた程度で、どうにかなる『魔神』ではない。

　アローヘッド彗星。

　その素材の大部分は氷と塵ちり。その微粒子を砂鉄のように操り、ほうき星を掌しよう握あくしていく。僧正はその場にあるあり合わせで帰き還かんの目め途どをつけ、星を拾って再び地球を目指す。

　ネフテュスも言っていたではないか。

　天に輝く星くらい、手を伸ばせば簡単に手に入るのに、と。

（さあて、どうするかのう。あそこまで渾こん身しんの一いち撃げきを放っておいて、なお追ってくる儂わしを見たらお主ぬしはどうするかのう、上かみ条じよう当とう麻ま！　そこでなお甘ったれた奇き麗れいごとを振りかざしてくれるものじゃと信じてもよいのかのうッッッ!!!!!!）

　アローヘッド彗星はスパコンの予測を外れ、明らかにその軌き道どうを捻ねじ曲げていた。

　地球へと。

　大気圏への突入角度など考えない。彗星そのものは超高空で破は裂れつしてしまっても構わない。そして木乃伊の僧正であれば、分厚い大気圏など無計算で強引に突破する事もできる。

　おそらく大気圏内に突入して酸素を貪むさぼった時点で体内に蓄たくわえた膨ぼう大だいな熱量は発火に結びつき、最高速度で第二三学区に突き刺さった時点でドーム状の巨大な大だい爆ばく発はつが学園都市全体を埋うめ尽つくすだろうが、それもまた一いつ興きよう。

　もはや上条当麻の幻想殺しイマジンブレイカーではどうにもならない事も織り込み済み。

　だが。

　だからこそ。

『ほっほーう!!　不可能だからこそ滾たぎってくる！　難題じゃからこそ突き付ける価値もある！　のう上条当麻、のう地球人類!!　お主らの可能性はこんなものではないじゃろう！　なんだかんだで今日まで歴史を繫つなげてこられたその底力を見せておくれえ!!!!!!』

　禅ぜんを組んだまま、両手を広げて、僧そう正じようは青い星を全身で迎え入れる。

　心を鎮しずめ揺ゆるるぎない安心を得る行いとは、まさに対極。

　あまりの赤熱に木ミ乃イ伊ラの肉体は焼けるというより溶けて、一〇〇メートル超の彗すい星せいと融ゆう合ごうしていく。大量の塵ちりを操り、氷の塊かたまりを間接的に支配して。僧正そのものが一つの禍まが々まがしい凶きよう星せいと化す。

　バギバギバギバギ!!　と大量の摩ま擦さつが彗星の表面を削けずり取っていく。

　いつしかそれは巨大な顔に、手足に、胴体に、まるで木乃伊のように形作られていく。

　光り輝かがやく禍々しい槍やりが、一直線に青い星へ突き刺さっていく。

『さあ来い幻想殺しイマジンブレイカー、いいや神かみ浄じようの討とう魔まよ!!　掛け値なしに右手へ全すべてを預けるお主ぬしの決断の力を見せてみよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』
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　どうにもならなかった。

　ただ落下軌き道どうも無視して垂直に落ちてくるオレンジ色の光を眺ながめているしかなかった。

　その速度はマッハ一〇か、マッハ二〇か、マッハ三〇に届くか。

　音速の三倍程度でゲームセンターのコインを飛ばすのが精一杯な美み琴ことには、手を出せる領域の話ではない。まとめて押し潰つぶされて、巨大なクレーターの一部となるのを待つしかない。

　だが。

「……、」

　気がつけば、これまでの戦いでふらふらになっていたはずの上かみ条じようが、美琴に肩を借りたままのそりと動いていた。ただ無言で、その右手で天から降ってくる巨大な彗星を摑つかみ取ろうとしていた。

　そこに、何の意味があるかは把は握あくできない。

　そこに、何が隠かくされているかは、おそらく少年にも説明できない。

「アン、タ……？」

　美琴は、ただ純じゆん粋すいに疑問を発する。

　ピシリ、という不ぶ気き味みな音が返ってきた。すぐ近くにいるはずの、しかしどこまでも遠い少年の肉体からだった。

　───『誰だれがヒーローになるかなんて、正直どうだって良いんだ』

　ここに来て、美琴は本当に怖くなってくる。

　───『解決できるならそれに越した事はないんだ』

　胃袋からせり上がるような恐怖を感じる。

　───『だから、だからさ。御み坂さか、この話にヒーローなんていらないんだよ』

　その間にも、ピシリピシリと何か亀き裂れつの走るような音が断続的に続く。

　───『誰だれも欠けずに終わらせる事ができた。それが全すべてなんだ』

　正確には。

　少年の右腕の辺りから。

　そして。

　そして。

　そして。
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「先生」

　折り目正しい声があった。

　リクルートスーツに白衣の女、木き原はら唯ゆい一いつのものであった。

　平時は世界の全てを人類の全てを小こ馬ば鹿かにしたような彼女も、今日この時だけは様子が違う。まるで良く躾しつけされたメイドが主人を見送るように、正確な角度で、正確な呼吸で、正確な声こわ色いろで、頭を下げてこう続ける。

「いってらっしゃいませ」

『うん。今日は少々荒れるから、頑がん丈じような屋内で待っていなさい』

　応じたのは合成音声だった。

　より正確には、ゴールデンレトリバーから放たれたものだ。

　木原脳のう幹かん。

『確認するが、状況はＤだ。考えられる中では最悪から四番目くらいの位置だな。こうなった時のために、地域住民への配はい慮りよは事前に済ませているんだろうね』

「えー、私達『木原』には全く不要な概がい念ねんだとは思うんですけど……」

『唯一君、今は定義の話で議論する場面ではない。私と君との個人的な約束だったはずだ』

「そうですよねっ！　いくつか餌えさはばらまきましたが、中でも例の液体ダイヤが功を奏そうしてくれたようです。当人達が思っている以上に、磁石で引っ張られる砂鉄みたいにあっちこっちで人を寄せていますので。人口分布と衝しよう撃げき波は、ガラスの散乱パターンなどはオールクリア。状況Ｄを発動して派手にやっても先生が計算した以上の人的被害は発生しませんよ。全ては許容の範はん囲い内ないですっ☆」

『ならばよし。……そうでなければ獣けものと同じだ』

　その犬に表情を作る機能があれば、きっと小さく笑っていただろう。

　たとえ表に出なくても、その匂においや空気に木原唯一は惚ほれ込んでいた。

「にしても、ビルが逆さになって自重で金庫室が歪ゆがんだなんてカバーストーリー、本気で信じるヤツがいるとしたらよっぽどの平和主義者ですよねー」

『善悪で言えばもはや悪に近い愚ぐ鈍どんぶりだが、好悪で言えば好きだよ、私はそういうの。無む邪じや気きに人を信じられる心は素直に美しい。そこにはロマンの息い吹ぶきを感じられるからだ』

「へえー、やっぱりそれもロマンなんですか？」

　彼の周囲に侍はべるのは、無数のロケットブースター。そして武装はただ一つ。ユニット全体を縦に貫つらぬくのは巨大な艦かん砲ぽうとも違う。圧あつ倒とう的てきな重量と硬度、そしてレールガンやマスドライバーと同じく電磁加速により壮絶な速度でもって突き出され、膨ぼう大だいな回転によって最終的な破は壊かい力りよくを生み出す戦術徹てつ甲こう切せつ削さく錐きり……平たく言えば地下サイロの貫かん徹てつ、軍事拠きよ点てんの直接破壊をも可能とする数十メートル規模の長大なドリルだ。

『ふっ。男という生き物はね、ドリルとパイルバンカーにだけは目がないものなのさ。これについては採算を度外視しても構わない』

「すごいですねえ。私のような素人しろうとには男根コンプレックスとしか聞こえませんけど」

　ごほん、と奇き妙みような事に犬が咳せき払ばらいした。

　照れたらしい。

『対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメント、セットアップ』

　たったの一言で、金属の塊かたまりは生命の息吹を宿す。

『第七学区中ちゆう枢すう、アレイスター側との接続を確認』

　自みずからが危険域にいると分かっていても、木き原はら唯ゆい一いつは一歩も後ろへ下がらない。

『アルファからデルタのブースターを点火。カウントダウンを省略、テイクオフ』

　総重量二〇トンを超える塊が、束つかの間ま、重力を忘れた。

　その数秒の後。

　ゴッッッ!!!!!!　と、全ユニットを搭とう載さいしたゴールデンレトリバーが、天を貫く一本の槍やりと化す。




　　　　12




　それはまさしく一いつ瞬しゆんの出来事だった。

『ほっ』

　笑う僧そう正じようは、猛もう烈れつな風圧の中で、地上の一点がチカッと瞬またたくのを捉とらえた。

　そう思った時には、もう終わっていた。




　ズボア!!　と。

　巨大な凶きよう星せいと化した僧正のど真ん中を、タングステン鋼こうの長大なドリルが一いち撃げきで貫く。




　悲鳴も、絶叫も、吐と血けつさえも許さない。

　当然、単なる物理現象にも留とどまらない。

　超高速の、それこそ高周波振動とでも呼ぶべき規則的な震ふるえがあった。ドリルの回転にはわざと一律ではない『癖くせ』があり、そのパターンが意思の力を伝え、僧そう正じようを内から滅ほろぼす『何か』を形成していく。彗すい星せいと一つになった僧正を、なお骨身から震わせてぐずぐずに崩くずしていくような、得え体たいの知れない『何か』を。

　一秒を千でも万でも分割したような、それでいて永遠に等しいその刹せつ那な。

　もはや声を波形として伝でん播ぱさせるのでは間に合わない。しかしそのゴールデンレトリバーの意思は、確かに木ミ乃イ伊ラの僧正へと伝わっていた。

『亡霊アレイスターからの伝言だ』

　凶きよう器きが。

　巨大な塊かたまりとしての『僧正』をぶち抜いた特とく殊しゆ鋼こうのドリルの回転が生み出す、超高速かつ規則的な揺ゆらぎ。それは『僧正』に死をもたらすのみならず、言語化された波形を生み出し、単なる鼓こ膜まくの振動ではなく体内を直接伝播して僧正に意思を伝えていた。

『覚えているか。……世界をより良くしたい、人類を余さず救ってみたい。そんな幼稚な歯車ですり潰つぶされるようにして運命論に命を奪うばわれた、私の娘の名を』

　その意思を受けて。

　木乃伊の僧正は自身の真ん中を貫つらぬかれたまま。

　パキパキと赤熱した彗星の表面を割って……かすかな笑みの形を作った。

　奇くしくも思い出したのは娘の名ではなく、この状況を作った『亡ぼう霊れい』の方だった。

　徹てつ底てい的てきに冷れい酷こくな合理主義者のくせに気が触ふれたように暴れ回る情熱家。人間の不完全さを呪のろっておきながら一人の女と結婚し、人の情を不純物と否定しておきながら日記をつけ、魔ま術じゆつを極きわめたエキスパートでありながら科学の道に興味を示し……そして、さらなる実験のために大量の少年少女と薬品の行使が必要だと結論づけておきながら、実の娘が死んだその日、日記に透とう明めいな涙の染しみを残したあの『人間』。魔の神となる事を自みずから拒こばんだ人の王。そこに意味を見みい出だし、何一つ切り捨てる事なくあくまでも家族と同じ領域セカイに立ち続けたあの『人間』。

　そして、『魔ま神じん』は一言だけ呟つぶやこうとした。

　きっと音の速度がもう少しだけ早ければ、こう告げていただろう。




　済まなかったな、と。




　直後に閃せん光こうがあった。

　彗星の落着を、木き原はら脳のう幹かんは決して許さなかった。

　メッセンジャーたるゴールデンレトリバーは、『人間』アレイスターからの意思の力を完全に伝え終えた。

　元々マッハ二〇を超える速度で地表に向かっていたアローヘッド彗すい星せいを、地上から迎え撃うつように同速度でゴールデンレトリバーが突っ込んだのだ。激突が何をもたらすかは言うに及およばず。

　そして、かつてロシアで起きたツングースカ大だい爆ばく発はつを見れば分かる通り、一定以上の天体が空中分解を起こすと、それだけで数十キロ、数百キロ単位で衝しよう撃げき波はをばら撒まく大爆発を引き起こす。

　学園都市のガラスというガラスが粉々に吹っ飛んだ。

　優すぐれた免めん震しん構造を持つ高層ビルの群れは、自みずからをギシギシと不ぶ気き味みに揺ゆらす事で何とか倒とう壊かいを免まぬがれようと必死だった。

　あちらこちらでさらなる騒さわぎが連れん鎖さ的てきに巻き起こる中、木き原はら脳のう幹かんはあくまでも冷れい徹てつだった。

　高空にて。ブースターの勢いを調節し、減速して宙に留とどまる。

　武装とは無関係な細いアームを伸ばし、葉巻を咥くわえて火を点つける。

　至福の一時の後、すぐに通信があった。

　ゴールデンレトリバーは甘ったるい紫煙を吐はきながら開口一番こう告げた。

『まず一人。いいや、「ゾンビ」とやらを入れれば二人目か』

『良くやった』

　奇き妙みように思った。

　あの『人間』アレイスターが、『魔ま神じん』撃破とはいえこうまで分かりやすく感情を表に出すものかと。

　だが違ったのだ。

　彼は直後に、こんな不可思議な事を言ってきたのだ。

『これであらかた「グレムリン」とやらも片付いたな。始まってしまえば早いものだ』

『待て』

　葉巻をアームで摑つかみ、木原脳幹は確認を取った。

『私が仕留めたのは僧そう正じようだ。他に、少なくともネフテュス、娘ニヤン々ニヤンがいたはずだが』

『何を言っている』

　アレイスターの声こわ色いろから、再び感情が消失していく。

『では、あれは君がやったのではないのか？』

『……、』

　何だ、とゴールデンレトリバーは純じゆん粋すいに疑問に思った。

　眼下の学園都市をもう一度睥へい睨げいする。

　……あの街では一体何が起きている？








サイクルアーツ全集、その四









《ハグ》

　難度二。

　パフォーマーがサドルに腰掛ける事なく、横からしがみつくサイクルアーツ。それだけなら簡単なのだが、この技はしがみつくものなら何でも当てはまるため、ハンドルの上に逆立ちしても当てはまってしまう。よって、難度は一つ高めに設定されている。

《ステアシフト》

　難度一。

　アクロバイクを使って滑なめらかに階段を上る技。一見するとサスペンション任せでただ自転車で階段を駆け上がっているように見えるが、実際にそうするとパンクしてしまう。若じやつ干かんながらパフォーマーが体重を上下させ、タイミングを合わせて衝しよう撃げきの吸収を手伝わなくてはならない。








終章　あるいはこんな開幕も　The_End_is_Named......









　その彗すい星せいが飛来した時、直前まで表に避ひ難なんしていた人々は我先にと屋内へ飛び込んでいった。もしも落着していれば何の意味もなかっただろうが、結果としてその行動は、秋あき川かわ未み絵えを初めとした彼らの命を救っただろう。

　だが、『魔ま神じん』達はいちいち逃げたりしない。

　高層から土ど砂しや降ぶりのように降り注ぐ鋭するどいガラス片にも、周囲の街路樹を薙なぎ倒たおす勢いで迫せまり来る膨ぼう大だいな衝しよう撃げき波はにも、気を配っている余裕はなかった。

　全すべてを見上げて、娘ニヤン々ニヤンは呟つぶやいていた。

「僧そう正じようがやられた……」

　ゾンビに続いて、僧正まで。

　長い時を生きてきた『魔神』からすれば、信じられない事のオンパレードだ。ゾンビの時点で『魔神』は殺せるものだと分かっていても、なお目の前の現象を受け入れがたい。

　これはもう定義の問題だ。

　そもそも、神とは死を受け入れる存在なのか？

「僧正がやられちゃった！　やられちゃったよう!!　どうすんのネフテュス!?」

　上かみ条じよう当とう麻まに声を掛けたのは、『こう』ならないための布石だったのに。

　それが形のない安心に形を与える採点者の仕事のはずだったのに。

　娘々やネフテュスが全力全開で押さえにかかれば、『魔神』と『魔神』の戦争になってしまえば、本当の犠ぎ牲せいが出るかもしれないと見越しての安全策だったのに。

　全すべては、不発。

　しかも、僧正を仕留めたのは『魔神』ではない。上条でもない。別の何かだ。

「……、」

　ザザザザザザザザザザァ!!　と凄すさまじい音の洪水があった。今まさに大量のガラス片が地面へ落着しているのだ。しかし『魔神』達の肌には傷一つつかない。深く思案するネフテュスの眉まゆ一つ動かせない。

　これが正しいのだ。

　これがあるべき『魔神』の像なのだ。

　であれば、目の前で起きたアレは、何だ？　何をどう考えたら、あんな結末が導き出されるというのだ？　そんなものが、許されると？？？

　深い悲しみを覚えるより前に、まず疑問があった。

　感情の歯車を正しく回すためのピースさえ足りなかった。

「……ふざけやがって」

　そして。

　思案するネフテュスと違い、娘ニヤン々ニヤンは行動に際しいちいち答えなど求めなかった。

「ふざけやがってふざけやがってふざけやがってぇ!!　ああもうキレた、ぶちキレちゃいましたーわたし!!　ようは学園都市のどっかにわたし達を殺す『何か』があるんでしょ。それさえ壊こわせば平常運転に戻るんでしょ。だったら話は早いわー的なー？」

「娘々？」

「学園都市全部ぶっ壊す」

　ザギリ、と不ぶ気き味みな金属音が鳴り響ひびいた。

　娘々のチャイナドレス、そのぶかぶかの袖そでの中から、何かが蠢うごめく。飛び出す。各おの々おの奇怪な特とく殊しゆ効果を持つとされる、仙人達の武具。その異形の武具が数十単位で、乱暴に突っ込んだペン立てのように飛び出していく。

「どこに隠れていようが何だろうが、街ごとまとめて更地に変えてやればまとめて消し飛ばせるじゃん。だったらそれで良いじゃん」

　はあ、とネフテュスは重たい息を吐はいた。

　とはいえ、無差別大量殺さつ戮りくが悪い事だなどと、当たり前の事を咎とがめる『魔ま神じん』ではない。

「私達の鞘さや、採点者の件はどうしましょうか」

「またよそで捜せば良いよ、一〇〇年でも二〇〇年でも待って。別に上かみ条じよう当とう麻までなければならない理由も特にないんだ」

「そうね。なら仕方がないのかしらね」

　呆あつ気けなく。

　あまりにも簡単に、ネフテュスは娘々の手た綱づなを手放していた。言い換えれば、二三〇万人が暮らす街の命運を。

　ただしこれも、スケールの話。

　古代中国やエジプトにおいて、たった一人の王の選択がどれほどの命を奪うばってきたかを知れば、その王さえ畏い怖ふの念を持った神々であれば、街の一つ二つなどさして気に留めるものでもないのかもしれない。

　気だるげにネフテュスは言った。

「済ませるなら早くね。私はこの学園都市、嫌きらいじゃなかったから。あまり焦じらされると未練が出てきそう」

「おっけーおっけー。ちなみに他の連中はどうする？　キメラちゃんとか」

「同じ『魔神』の攻こう撃げきなら、真っ向からぶつかっても一発くらいは耐たえられるでしょ」

「おーるおっけーェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ!!」

　娘ニヤン々ニヤンが天に向かって吼ほえる。

　両の袖そでから飛び出した数十、いや一〇〇を超える仙人の武具が呼応するように輝かがやき、鉄てつ琴きんに似た甲かん高だかい音を発する。

　果たして、彼女達に『同じ仲間を殺害された哀かなしみ』などという当たり前の感情はあったのだろうか？　そうかもしれないし、そうではないのかもしれない。

　もはや確かめる術すべはない。

　彼女達が気き紛まぐれに力を解き放てば、それだけで一つの街が粉々に吹き飛ぶのだから。

　なのに。

　それなのに。




　とんっ、と。

　まるで冗じよう談だんのように軽い音が、目の前の破は滅めつをあっさりと食い止めてしまった。




　音の正体は、指先だった。

　何者かの、右手の人差し指と中指。

　それが娘々の薄うすい胸の真ん中に、第二関節まで突き刺さっていた。

「あ、え？」

　訳が分からない、といった顔の娘々。

　痛みがない。何で刺さっているのか法則が読めない。そもそもどうやって気け取どられずに真正面から接近してきた!?　というか一体全体こいつは誰だれだッッッ!!!???

　そんな疑問をいちいち放っている暇ひまもなかった。

　真なる破滅は、この後に待っていた。

　ドッッグン!!　と。

　ネフテュスは最初、娘々の鼓こ動どうが外界にまで洩もれているのかと思った。

　だが違う。

（……吸っている……？）

　信じられないものを見るような目で、ネフテュスは身を強こわ張ばらせていた。

　それから、『魔ま神じん』と呼ばれる存在が脅おびえる小動物のような反応を示している事実に、自分で戦せん慄りつしていた。

（娘々を、『魔神』を……取り込んでいるとでも……ッッッ!?）

「違うね」

　恐るべき思考は、柔らかい声によって遮さえぎられた。

　どこの街にだっていそうな、平へい凡ぼんだけど優しい声。茶色い髪をした中肉中背の少年。起きている現象と起こしている人物のあまりのギャップに、ネフテュスの頭はショートしそうになる。

「吸っているんじゃない。奪うばっているんじゃない。ぼくはただ、救いを与えているだけさ。こんなものが救いになると信じている者限定だけど」

「す、くい……？」

　信じがたい言葉に、耳を疑った。

　だが、娘ニヤン々ニヤンの顔に目をやって、そこでさらにネフテュスは混乱する。

　常に傍かたわらにいた、同じ『魔ま神じん』の少女。

　彼女の表情は、恐怖でも疑問でも困こん惑わくでもなかった。

　安らぎにふやけた。

　笑みがあった。

「ふ、ふふ。やっと終われる、これで解放される……。わたし、わたしい!!　ネフテュス、すごいよこれえ！　わたし、ああ、わたしは、このすんごい安心を待っていたあ!!　あはははは!!」

　ずぎょるじゅごると明確に体内の何かを吸われ、みるみる体積を失い、外側の皮しかなくなりつつある娘々。だが、だからこそ異様ではあった。まるである種の蜂はちが、獲物の神経を麻ま痺ひさせてから捕食に移るような。表の現象と頭の幸福とが嚙かみ合わない中で解き放たれる、少女からの喜びの声。

「新天地」

　茶色い髪の少年は、娘々を牛乳パックか何かのように潰つぶしながら、あっさりと言ってのけた。

「そんな夢の集積体が、ぼくの右手なんだとさ。確か、そう、『理想送りワールドリジエクター』とかって名前だったかな」

「……、できない。できっこない。だって、並行世界というのは───」

「そう、釘くぎを打ったパチンコ台にゴム紐ひもを掛けるようなもので、結局一本線。並行する世界が無限にある訳じゃない。でも同時に、世界はゴム紐なのさ。時間や空間みたいに伸縮する。ぼく達の知る世界は意外と無む駄だが多くてね。六〇コマのフィルムを一〇コマしか使っていないようなもの。余ったコマを二、三借りて別の映像をサブリミナルみたいに差し込んでも、誰だれも気づかない。だって、願っただろう？　絶対に叶かなわないと分かっていても、それでも願ってしまっただろう、『魔神』ども。宇宙の果ても重なる位相も調べ尽つくして、もう新しいものなんか何もないと分かってしまって。けれどもしもそんな事ができるのならば、煩わずらわしい俗世の全すべてを捨て去って───誰も知らない新天地で羽を伸ばしてみたい、って」

　気がつけば、娘々の声はなくなっていた。

　いいや、彼女の薄うすっぺらな皮ひ膚ふも、纏まとっていたチャイナドレスも、何もかも。

　吸われて、喰くわれて、どこか遠くへ消えていた。

「へえ、袖そでの中に武器を隠かくしていると思ったけど、違ったんだな。指先を変化させていたのか。まぁ、仙人なんて人体の超越化の権ごん化げなんだろうけど」

　あれはまずい、とネフテュスは思う。

　正体不明の攻こう撃げき力りよくが、ではない。あれだけのものを見て、強い警戒が渦巻いていても、同時にこう思ってしまうのだ。ちょっと羨うらやましい、ちょっと試してみたい、ちょっと面おも白しろそうだ、と。その吸引力が限界を超えた時、自分もまた娘ニヤン々ニヤンと同じ末路を辿たどる。どれだけ振り払う力を持っていても、抵抗するための意思を奪うばわれて、為なす術すべもなく『追放』される。誘ゆう蛾が灯とうに誘さそわれて弾はじけ飛ぶ虫のように、食虫植物の甘い香りに誘われて酸の中へ滑すべり落ちる虫のように。

『しあわせ』を操る右手。

　今まで観察を続けてきた幻想殺しイマジンブレイカーとは、世界の基準点や修復点とは、全く異なるアプローチによる『魔ま術じゆつを扱あつかう者達の願望の集積体』。

　今ある世界を修復する、直す、しがみつく理想と。

　今ある世界を見捨てる、旅立つ、放ほうり出す幻げん想そうと。

　だがネフテュスは知らない。

　理想送りワールドリジエクター。こんな希望がいつの間に世界で凝ぎよう固こしていたというのか。

「キメラは……どうしたの？」

「知らないよ」

「テスカトリポカ、ヌアダ、それにプロセルピナ！」

「顔や名前なんて知らない」

「他の、他のみんなは!?」

「数なんか覚えて何の役に立つ？」

　その『平へい凡ぼんな少年』は、娘々を消し飛ばした右手の指を握にぎっては開く。

　ゴトン、と。

　出来の悪い手品のように、何か重たいものが落ちた。

　それは銀でできた左腕の義手だった。

（あがーと、らーむ……）

　絶句するネフテュス。

　彼女は知っている。ケルト神話に伝わる神の名を。片腕をなくしたばかりに一度は主神の座を降りざるを得なくなった一つの存在が、人工物の腕を携たずさえて再び玉ぎよく座ざに舞い戻る伝説を。

　そして。

　銀の腕の本当の使い方と、それを自在に行使する神の横顔を。

「ただまあ、『魔ま神じん』と思おぼしき連中は目についた限り片かたっ端ぱしから喰くってやったはずだけど。喰いそびれたのは、何だったかな？　ゾンビと僧そう正じようと……後はオティヌス？　だっけ？？？　覚えていないから分からないや」

　どうしようもない言葉だった。

　すでにネフテュスの名を勘かん定じように入れていないのも含めて、何もかも。

「さて、きみはどうしようか」

　本当に、気き紛まぐれな言葉だった。

　その右手の掌てのひらをついっと向けられただけで、ネフテュスのチョコレート色の肌からぶわっと嫌いやな汗が浮かぶ。恐怖と歓喜がないまぜになった、狂った汗が。

「新たな天地を望むか？」

「ッッッ!!!???」

　それ以上は待てなかった。

　恐怖ではなく歓喜に屈くつすると、誘さそわれるままに身を差し出してしまうと、そう理解できてしまったから。

　ネフテュスは『魔ま神じん』としての力を解放する。

[image: ]

　ゾゾゾゾゾ!!　と彼女の周囲で数千匹の羽虫が一斉に羽を擦こすり合わせるような凄すさまじい音が鳴り響ひびく。束つかの間ま、褐かつ色しよくの女の輪りん郭かくがぼやける。彼女はネフテュス、金銭をもらい葬そう儀ぎの場に参列する泣き女を軸とした、創作された神格。特にこの場合は、王の副ふく葬そうとして数千人、数万人単位でピラミッドに生き埋うめにされた召使い達の集合を指す。

　故ゆえに。

　ネフテュスは、他の『魔神』とも違ったのだ。『個』としての力を徹てつ底てい的てきに削そがれた仲間達とは違い、元から自分の力を切り離はなして、切り分けて、切り落として、切り替えて扱あつかう事に特化していた。

　つまり、温存していた。

　彼女はアレイスターからの弱体化術式を受けてなお、ただ一度だけ『位相』を差し替える力を残していたのだ。

（埋うめ込む）

　ネフテュスは唇くちびるを嚙かんだ。

　神たる己が劣れつ勢せいに立つ意味を知りながら。

（『位相』を埋め込んで、世界を変えて、その力でもって押し潰つぶ───）

　心の声さえ、最後まで続かなかった。




　ゴバリ!!　と。

　凄すさまじい音が炸さく裂れつしたと思ったら、ネフテュスの『位相』が握にぎり潰されたのだ。




「な」

　握り。

　潰された。

「……あ……？」

　傍はた目めには、景色全体が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらいだように見えただけかもしれない。だがその根底にある現象は全くの別物だった。意味不明なのに、それ以外に表現のしようがない。そんな現象を目まの当たりにして動きが止まるネフテュスに、あくまでも少年は右の手を握って開く。まるでちょっとした挨あい拶さつのように。

　つまりヤツは……たとえ全力全開の『魔ま神じん』であっても否定する。殺せる。

　そして。

『平へい凡ぼんな少年』は首を鳴らそうとして……しかし上う手まくいかず、眉まゆをひそめたまま右手を水平に振るった。

　それだけだった。

　今度こそ、力も距きよ離りも関係なかった。




　ボッッッ!!!!!!　と。

　ネフテュスの豊満な胸元が、掌てのひらの形に大きく抉えぐり取られた。




「あ」

『魔神』は、目線を落とす。

　自みずからの肉体を確認しようとする。

「が、ぶ。貴方あなた、いったい───」

　それを、何の変哲もない少年は許さなかった。

　さらに、二度、三度。まるで廃屋で目の前の蜘く蛛もの巣を破りながら先へ進むような気軽さで、腕が振るわれる。そのたびにネフテュスの体積が奪うばわれていく。いいや、『新たな天地』へと消えていく。痛みはなく、恐怖もなく、ただ未知なるものに対する可能性、その希望や歓喜だけが頭の奥まで埋うめ尽つくしていく。そう、安心。頭ず蓋がい骨こつを開けて特濃のシロップを注ぎ込まれるような強引極きわまる『しあわせ』に、最後の最後までネフテュスは抗あらがおうとする。

　その顔を、右手が喰くった。

　たった数本の銀髪さえ風に乗るのを許さず、少年は右手を振るって消しよう滅めつさせる。

「ぼくは上かみ里さと翔かけ流る」

　ごくごく普通の。

　ありふれた少年はポツリと呟つぶやいていた。

「どこにでもいる平凡な高校生さ」

　しばしの間、無音が全すべてを支配する。

　そこはもう、ある種の完全。

『魔ま神じん』の脅きよう威いさえ立ち入る事は許されない。

「っと」

　それから。

　何かを思い出したように、彼は自分の頭を搔かいていた。

「まずいまずい。エジプト式のミイラは心臓以外の内臓は取り出して別の容器に保存しておくんだっけ。あれじゃあ喰ったとは言い切れない、か」







「くっくっ」

　そして、聖ジョージ大聖堂では、最大主教アークビシヨツプローラ＝スチュアートが静かに笑っていた。

　妖よう艶えん。

　そう呼ぶにしては、あまりにも邪じや悪あくが過ぎる唇くちびるの形で。

「一〇〇年越しの『計画』も、莫ばく大だいな設備投資も、そこにどれだけ想おもいを募つのらせたりても。結局、現実なるものはたった一つの異分子で容た易やすくレールを捻ねじ曲げる」

　その情報については、あらゆる媒ばい体たいに記録する事を禁じていた。

　ただ、ローラの頭の中だけにあった。

「さあて、理想送りワールドリジエクターが動いたぞ。幻想殺しイマジンブレイカーが半はん端ぱな形だったばかりにあらゆる魔ま術じゆつ師しの夢を受け止めきれず、横から溢あふれる形で凝ぎよう縮しゆくされた、別の夢が。どうする『人間』、結局お前はいつだって、一番に望むものだけはどうしても手に入らん星の下にでも生まれ落ちたるのかもしれぬなあ」

　だから彼女は知っていた。

　その存在の到来を。

『何の変哲もない平へい凡ぼんな高校生』の台頭を。

「お前に闇やみの頂点などとは似合わぬよ」

　ローラは笑う。

　笑って、咲わらって、嗤わらって。

　告げる。

「『食人鬼』か『二〇世紀最大の変人』辺りがお似合いだよ、クロウリー？」













　次なる災さい厄やくは、玄関のチャイムの音と一いつ緒しよにやってきた。

　ズタボロでヘロヘロの上かみ条じよう当とう麻まがやっと衝しよう撃げき波はで窓の割れた学生寮りようまで戻ってきたと思ったら、それは宅配便のおっちゃんの手によってもたらされた。

　最後の気力を振り絞しぼってハンコを押すと、一抱えくらいの箱と一緒に床へ転がり込む。

　一体どこの誰だれからだ。

　割と頑がん丈じようなガムテープに爪つめで挑戦しようとしてすぐ諦あきらめ、そのままうっちゃってしまおうかとも考えていた上条だったが、




　バリィ!!　と。

　突とつ如じよとして箱の側面が破れ、中からスラリとした褐かつ色しよくの足が飛び出してきた。




「なっ」

　明らかに狂った現象だった。段ボールは一辺三〇センチもあれば良い方で、どう考えたって子供さえ隠かくれる事は不可能なはずだった。まして妙みよう齢れいの美女の足なんて一体どうやったら収まるというのだ。

　にも拘かかわらず、奇怪な現象はまだまだ続く。

　続けて腕が、もう一本の足が、しまいには箱全体がズタズタに引き裂さかれる。中から完全体、チョコレート色の肌をした銀髪の美女が飛び出してくる。両目の色は合っておらず、目元には涙の形のタトゥー。そしてメリハリのついた肉感的な体を真っ白な包帯で覆おおっているだけのその格好。

　心当たりは、あった。

「ネフ、テュス……？」

「……ぐっ、く。主要な臓器だけでも残しておいたのは、正解、だったわね」

　血でも吐はくような言葉と共に、その『魔ま神じん』はかろうじて床を這はう。

　上条と目を合わせようとする。

「私に協力しなさい。貴方あなたにとっても悪くない話のはずよ」

「道だの鞘さやだの採点者だのの話なら俺は降りる。願掛けも神かみ頼だのみもいらない、安心だのセキュリティソフトだの、お前達『魔神』のお守もりなんて真っ平だ!!」

「もう、そんな話をしている段階じゃないわ……」

　話しながら、上条は疑問に思っていた。

　全身から不ぶ気き味みな汗をびっしょりと噴き出しているこの『魔神』……ネフテュスは、消しよう耗もうしている？　僧そう正じようの同類で、たとえ弱体化したって宇宙に放ほうり出されても彗すい星せいに乗ってカムバックするような、あんな怪物クラスの存在だっていうのに……？？？

「理想送りワールドリジエクターが出てきた……」

　疑問に対する答えは、極きわめて断片的なものだった。

　だけどその言葉は、確実に上かみ条じようの心に突き刺さった。




「上かみ里さと翔かけ流るが全すべての『魔ま神じん』を『追放』しようとしているなら、貴方あなたの傍そばにいるオティヌスだって危ないって事にはならないかしらね……？」













「はっ、はっ」

　荒い息があった。

　一人の少女のものであった。

　御み坂さか美み琴こと。

　すでに夕暮れから深い夜へと空の色を変えている。どうにかこうにか常盤ときわ台だい中学の学生寮りようまで戻ってきた彼女は、ガラスの雨で怪け我がの心配をするルームメイトの白しら井い黒くろ子こを適当に受け流すと、バスルームへ入って、扉に背中を預け、そして混乱する頭を抑え込むために深呼吸を繰くり返していた。

　だけど、駄だ目めだ。

　効果なんて一ミリも感じられない。

　そもそも、深い呼吸を維持できない。浅い浅い、野の良ら犬いぬのような音が自分の口から溢あふれるのが精一杯。

　理由は僧そう正じようとかいうあの『魔ま神じん』の規格外の強さではない。アローヘッド彗すい星せいさえ利用して宇宙からの放ほう逐ちくすらしのいだ機転やスケールでもない。それを地上からの飛ひ翔しよう物ぶつが一いち撃げきで迎撃し、学園都市全域に閃せん光こうと衝しよう撃げき波はを撒まき散らした事なんかでもない。

　もっと身近で。

　何よりも遠い、『それ』。

（なに、あれ……？）

　事件の最さい終しゆう盤ばん。

　自分が肩を貸していた少年から聞こえてきた、あの音。

（一体何なの、あれ……？）

　あの状況ではどうにもならなかったはずだ。

　御坂美琴が第三位の超能力をどう使っても、一〇〇メートル規模の彗星が最大速度で迫せまってくれば迎撃はできない。あの少年には美琴の力さえしのぐ『何か』が眠っているようだが、それを使ったってできる事とできない事があったはずだ。

　そのはずだったのに。

　最後の瞬しゆん間かん、少年は天に歯向かうように、その掌てのひらを彗星に向けていた。

　ピシリパキリと、その腕からプラスチックに亀き裂れつが走るような音が響ひびいていた。

　仮に。

　もしもの話。

　学園都市側が何の迎撃策も講じずに、ただ時間の流れに身を委ゆだねていたら……一体何が起きていた？

　あの少年の右手はどのような変化をもたらし、どんな現象を引き起こしていた？？？

「……遠い」

　美み琴ことはドアに背を預けたまま、自分の両手へ目を落としていた。

　片へん鱗りんは、どこかにあった。

　例えば、大だい覇は星せい祭さいでの一幕。例えば、ただ一人で第三次世界大戦の元げん凶きようへ立ち向かったその原動力。例えば、例えば、例えば、例えば。

　でも。

　だけど。

　一度は僧そう正じようから全否定され、その後に上かみ条じよう当とう麻まによって再び肯こう定ていしてもらった、彼女の力。彼女の価値。彼女の存在。

　それら全すべてを想おもう。

　何度も何度も心を抉えぐられた。多分、一人きりでは立ち上がれなかった。彼女が何とか学生寮りようまで帰ってこられたのは、まだ常盤ときわ台だいのエースで学園都市第三位の少女でいられたのは、きっとあの少年のおかげだろう。

　しかし、同時に。

　彼女の心を最も強く引き裂さき、深い爪つめ痕あとを残したのは……。

　やがて少女は二つの掌てのひらで自分の顔を覆おおう。隠かくした顔で、己の唇くちびるを嚙かむ。押し殺したように、そして明確に、こう絞しぼり出していた。

「あいつが、遠い……ッッッ!!!!!!」








あとがき









　一冊ずつの方はお久しぶり、まとめ買いの方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回はサンジェルマンのような搦からめ手ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの『魔ま神じん』である僧そう正じようとの真っ向勝負に軸を置いています。弱体化しようがその力が一兆分の一まで削そぎ落とされようがお構いなし。一から一〇までひたすら上かみ条じようを圧あつ倒とうしまくるバトルを目指して原稿を書いていました。

　それから、この巻で真なる『グレムリン』の『魔神』達が何な故ぜ上条に注目していたのか、その目的についても言及を。新約12巻ではサンジェルマンが『魔神達はオティヌスに嫉しつ妬としていた』と言っていますが、その答えが今回明かされる格好になっています。

　魔ま術じゆつ師しが叶かなえるための存在であるならば、『魔神』は叶えてしまった後の存在。

　もしも掲かかげた魔法名を完全に消化してしまったのなら、その存在には何が残るのか。

　そんな事をもやもやと考えながら話を進めていきました。

　また、今回重要になってくるのが御み坂さか美み琴こと。

　思えば最初の一冊目からの付き合いになる訳で、その過程では様々な情報が開示され、色んな感情を積み重ねていった彼女。時に恋愛感情を自覚し、時に突き離はなされてショックを受け、新約10では上条の背中を叩たたいて見送った美琴が……さて『今』、現在進行形で何を思い、何に悩み、何を乗り越えようとしているか。その自分なりの答えが、この新約13における御坂美琴の葛かつ藤とうにあります。

　学園都市第三位という看板は、どこまで通用するのか。

　自分はひょっとしたら周回遅おくれになっているのではないか。

　魔術師どころか『魔神』などという言葉が当たり前のように溢あふれてしまった状況下で、彼女が考えているのは（見た目は潔いさぎよく見送りながらも）実は、憧あこがれている人の隣となりを歩けない、このままでは置いていかれるかもしれない『恐怖』……なのではないかな、と。

　そしてハードルを設定したら、後はどのようにして乗り越えるか。これには色んなパターンがあると思います。例えば、帰るべき場所や日常があるから上条は頑張れるんだよとか、各おの々おのの得意分野があるんだから尖とがった部分で応援してくれれば良いんだよとか。

　ただ、美琴の本来の性質を考えると、やはり真正面から食い下がって欲しい。どんなに無む茶ちやでも無む謀ぼうでも、突っ走って上条の背中を追い駆けて欲しい。

　そんな想おもいから、本編であるような方向に進めてみました。いかがでしたでしょうか。







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回は徹てつ底てい的てきに僧そう正じようの化け物感をどこまで尖とがらせられるかが勝負の鍵かぎであり、イラスト側の比重もいつも以上に大きくなってしまったと思います。その分苦労をおかけしましたが、お付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。『魔ま神じん』との戦いは力比べというよりも『どこまで狂っているか』が主眼だと考えているのですが、さてどうでしたでしょうか。うわあもう絶対戦いたくない!!　と思っていただけたのなら幸いです。




　では、今回はここで本を閉じていただいて。

　次も手に取っていただける事を祈りつつ。

　ここで筆を置かせていただきます。




　魔神戦が延々続くと思った人は手を挙げてー


鎌かま池ち和かず馬ま
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